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Ⅰ 調査の概要 

 

１ 調査の目的 

 佐久市は、平成 17年度より 5年ごとに人権問題に関する「市民意識調査」を実施し「佐久市部落差別

撤廃と人権擁護に関する総合計画」に基づき、一人ひとりの基本的人権を永久の権利として尊重し、す

べての市民が平等に生きる権利の保障に向け、人権施策の推進に努めてきた。 

さらに今回の調査により、市民の人権に対する意識の現状を把握し、今後の人権同和教育・啓発活動

の課題を明らかにするための基礎資料として、「第五次佐久市部落差別撤廃と人権擁護に関する総合計

画」の策定に活かしていく。 

 

２ 調査対象 

 佐久市居住の 18歳以上の男女 1,000人を層化無作為抽出 

 

３ 調査期間 

 令和７年９月１日から令和７年９月３０日 

 

４ 調査方法 

 郵送による配布、郵送・インターネットによる回収 

 

５ 回収状況 

配布数 有効回収数 有効回収率 

1,000通 556通 55.6％ 

 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（n）を基数とした百分率（％）で示す。また、小数点以下第２位を四捨五入

しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合がある。 

・複数回答の設問の場合、選択項目が回答対象者数に対してどのくらいの比率かを示すため、比率の合

計が 100.0％を超える場合がある。 

・職業別の家族従業者等、回答者数が少ないものは参考値である。 

 

分析にあたっては佐久市の令和２年度・平成 27 年度・22 年度調査、内閣府の「人権擁護に関する世

論調査」（対象 3,000人、有効回収 58.6％、令和４年８月実施）、長野県の「人権に関する県民意識調査」

（対象 2,000人、有効回収 48.1％、令和２年９月実施）を参考にした。 

 ただ質問文言や選択肢が違うので単純な比較は適当でない。 
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７ 基礎資料の内訳 
 合計 18歳～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答 

全体 
556 43 66 86 99 127 115 20 

100.0% 7.7% 11.9% 15.5% 17.8% 22.8% 20.7% 3.6% 

男性 
226 15 24 38 38 52 55 4 

40.6% 2.7% 4.3% 6.8% 6.8% 9.4% 9.9% 0.7% 

女性 
316 25 40 48 60 74 60 9 

56.8% 4.5% 7.2% 8.6% 10.8% 13.3% 10.8% 1.6% 

その他 
4 2 1     1     

0.7% 0.4% 0.2% 0.0% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 

無回答 
10 1 1   1     7 

1.8% 0.2% 0.2% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 1.3% 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

2.7%

4.3%

6.8% 6.8%

9.4%
9.9%

0.7%

4.5%

7.2%

8.6%

10.8%

13.3%

10.8%

1.6%

0.4% 0.2% 0.0% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0%0.2% 0.2% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0%

1.3%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

18歳～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答

男性 女性 その他 無回答
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  割合 回答者数 

自営業者 11.9% 66 

 農林漁業 22.7% 15 

 商工・建設・サービス業 34.8% 23 

 自由業 13.6% 9 

 業種無回答 28.8% 19 

家族従業者 3.6% 20 

 農林漁業 5.0% 1 

 商工・建設・サービス業 40.0% 8 

 自由業 10.0% 2 

 業種無回答 45.0% 9 

雇用人 41.4% 230 

 管理職 13.0% 30 

 専門技術職 31.7% 73 

 事務職 23.5% 54 

 労務職 27.0% 62 

 業種無回答 4.8% 11 

無職 28.4% 158 

 家事従事者 41.1% 65 

 学生 8.2% 13 

 その他の無職 32.9% 52 

 業種無回答 17.7% 28 

職業無回答 14.7% 82 

合計 100.0% 556 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.9%

3.6%

41.4%

28.4%

14.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

自営業者 家族従業者 雇用人

無職 職業無回答
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Ⅱ 調査結果 

 人権に関することばの普及  「世界人権宣言」「人権週間」が約 6割 

問１ 人権に関することばのうち、あなたが、見聞きしたことがあるものを、次の中からいくつでもあげてください。

（該当する番号の〇印をお付けください） 

 

見聞きしたことのある人権に関

することば（複数回答）は、「世界人

権宣言」66.7％、「人権週間」60.1％

の２つが過去の調査同様、特に周知

されている。次いで「部落差別解消

推進法」39.6％、今回の調査から項

目に加えた、いずれも施行が比較的

新しい「こども基本法」と続いてい

る。男女別では結果に大差は見られ

ず、年代別では、全体的に年齢が上

がるほど、見聞きしたことがある割

合が高くなる傾向がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．人権意識について 

66.7%

60.1%

19.2%

39.6%

17.8%

34.9%

25.2%

24.8%

10.4%

21.0%

11.7%

2.7%

10.3%

2.0%

58.5%

62.9%

15.4%

33.3%

23.8%

25.0%

27.7%

12.3%

0.3%

59.7%

70.6%

16.0%

29.9%

11.8%

2.6%

47.1%

64.1%

15.3%

27.6%

11.9%

4.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

世界人権宣言

人権週間

人権教育・啓発に

関する基本計画

部落差別解消推進法

佐久市部落差別撤廃と

人権擁護に関する条例

こども基本法

障害者差別解消法

ヘイトスピーチ解消法

佐久市犯罪被害者等

支援条例

LGBT理解増進法

長野県パートナー

シップ届出制度

情報流通プラット

フォーム対処法

見聞きしたものはない

無回答

令和7年度調査（n=556) 令和2年度調査（n=585)

平成27年度調査(n=586) 平成22年度調査(n=884)

【過去調査との比較】 
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67.7%

56.6%

15.9%

40.7%

15.9%

33.6%

22.1%

26.5%

8.4%

25.2%

10.2%

2.7%

10.6%

3.1%

65.5%

62.7%

22.2%

39.2%

19.3%

35.4%

27.2%

23.4%

11.7%

18.4%

12.7%

2.8%

10.1%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

世界人権宣言

人権週間

人権教育・啓発に関する基本計画

部落差別解消推進法

佐久市部落差別撤廃と人権擁護に関する条例

こども基本法

障害者差別解消法

ヘイトスピーチ解消法

佐久市犯罪被害者等支援条例

LGBT理解増進法

長野県パートナーシップ届出制度

情報流通プラットフォーム対処法

見聞きしたものはない

無回答

男性(n=226) 女性(n=316)

【性別】 
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問１ 人権に関することばのうち、あなたが、見聞きしたことがあるものを、次の中からいくつでもあげてください。 

 

 

 

  

回

答

者

数

世

界

人

権

宣

言

人

権

週

間

人

権

教

育

・

啓

発

に

関

す

る

基

本

計

画

部

落

差

別

解

消

推

進

法

佐

久

市

部

落

差

別

撤

廃

と

人

権

擁

護

に

関

す

る

条

例

こ

ど

も

基

本

法

障

害

者

差

別

解

消

法

ヘ

イ

ト

ス

ピ

ー

チ

解

消

法

佐

久

市

犯

罪

被

害

者

等

支

援

条

例

L

G

B

T

理

解

増

進

法

長

野

県

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

届

出

制

度

情

報

流

通

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

対

処

法

見

聞

き

し

た

も

の

は

な

い

無

回

答

556 371 334 107 220 99 194 140 138 58 117 65 15 57 11

66.7% 60.1% 19.2% 39.6% 17.8% 34.9% 25.2% 24.8% 10.4% 21.0% 11.7% 2.7% 10.3% 2.0%

性別 男性 226 67.7% 56.6% 15.9% 40.7% 15.9% 33.6% 22.1% 26.5% 8.4% 25.2% 10.2% 2.7% 10.6% 3.1%

女性 316 65.5% 62.7% 22.2% 39.2% 19.3% 35.4% 27.2% 23.4% 11.7% 18.4% 12.7% 2.8% 10.1% 1.3%

その他 4 75.0% 50.0% 0.0% 50.0% 25.0% 25.0% 25.0% 25.0% 25.0% 25.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 10 80.0% 60.0% 10.0% 20.0% 10.0% 50.0% 30.0% 30.0% 10.0% 10.0% 0.0% 0.0% 10.0% 0.0%

年齢層 18～20歳代 43 62.8% 41.9% 9.3% 30.2% 9.3% 55.8% 34.9% 18.6% 2.3% 34.9% 2.3% 0.0% 9.3% 2.3%

30歳代 66 59.1% 51.5% 16.7% 30.3% 0.0% 34.8% 18.2% 21.2% 6.1% 28.8% 13.6% 3.0% 16.7% 3.0%

40歳代 86 65.1% 51.2% 10.5% 33.7% 9.3% 32.6% 25.6% 26.7% 5.8% 18.6% 14.0% 1.2% 15.1% 1.2%

50歳代 99 69.7% 65.7% 23.2% 30.3% 13.1% 25.3% 17.2% 25.3% 9.1% 22.2% 14.1% 3.0% 15.2% 1.0%

60歳代 127 72.4% 67.7% 18.9% 46.5% 23.6% 38.6% 25.2% 22.8% 11.8% 19.7% 14.2% 2.4% 5.5% 0.8%

70歳以上 115 66.1% 64.3% 27.0% 55.7% 36.5% 34.8% 32.2% 30.4% 19.1% 16.5% 9.6% 5.2% 4.3% 3.5%

無回答 20 60.0% 65.0% 25.0% 25.0% 10.0% 25.0% 25.0% 20.0% 10.0% 5.0% 0.0% 0.0% 10.0% 5.0%

職業 自営業者 66 50.0% 45.5% 12.1% 25.8% 12.1% 21.2% 12.1% 13.6% 4.5% 6.1% 6.1% 1.5% 4.5% 0.0%

農林漁業 15 53.3% 60.0% 13.3% 26.7% 13.3% 13.3% 26.7% 6.7% 6.7% 0.0% 6.7% 0.0% 13.3% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 78.3% 56.5% 21.7% 39.1% 21.7% 34.8% 13.0% 30.4% 8.7% 8.7% 13.0% 4.3% 4.3% 0.0%

自由業 9 77.8% 88.9% 11.1% 44.4% 11.1% 44.4% 11.1% 11.1% 0.0% 22.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家族従業者 20 25.0% 30.0% 5.0% 15.0% 5.0% 20.0% 10.0% 10.0% 5.0% 5.0% 15.0% 0.0% 5.0% 0.0%

農林漁業 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 37.5% 62.5% 12.5% 37.5% 12.5% 50.0% 25.0% 25.0% 12.5% 12.5% 37.5% 0.0% 12.5% 0.0%

自由業 2 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

雇用人 230 65.2% 56.1% 17.8% 39.6% 11.7% 37.4% 24.3% 23.9% 7.8% 25.2% 12.6% 1.3% 10.0% 3.5%

管理職 30 73.3% 56.7% 13.3% 50.0% 10.0% 36.7% 36.7% 26.7% 10.0% 33.3% 10.0% 0.0% 6.7% 0.0%

専門技術職 73 68.5% 64.4% 23.3% 42.5% 11.0% 46.6% 26.0% 23.3% 8.2% 27.4% 16.4% 2.7% 11.0% 2.7%

事務職 54 63.0% 59.3% 22.2% 40.7% 18.5% 35.2% 22.2% 27.8% 11.1% 24.1% 14.8% 0.0% 11.1% 7.4%

労務職 62 71.0% 53.2% 12.9% 37.1% 9.7% 35.5% 22.6% 24.2% 4.8% 24.2% 9.7% 1.6% 11.3% 3.2%

無職 158 54.4% 49.4% 14.6% 31.0% 17.7% 27.2% 20.9% 18.4% 10.1% 17.1% 10.1% 3.2% 9.5% 1.3%

家事従事者 65 64.6% 66.2% 18.5% 38.5% 26.2% 33.8% 26.2% 23.1% 13.8% 15.4% 15.4% 3.1% 13.8% 0.0%

学生 13 76.9% 46.2% 7.7% 46.2% 7.7% 53.8% 38.5% 30.8% 0.0% 38.5% 7.7% 0.0% 7.7% 0.0%

その他の無職 52 65.4% 55.8% 19.2% 34.6% 19.2% 26.9% 21.2% 19.2% 13.5% 23.1% 9.6% 5.8% 9.6% 0.0%

職業無回答 82 73.2% 65.9% 17.1% 32.9% 18.3% 37.8% 25.6% 30.5% 9.8% 22.0% 11.0% 1.2% 8.5% 1.2%

全体
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 関心のある人権問題  「女性の人権侵害」59.5％ 「障がいのある人の人権」56.5％ 

問２ 人権に関することばのうち、あなた

が、関心のあるものを、次の中からいくつ

でもあげてください。（該当する番号に〇印

をお付けください） 

 

人権問題で関心があるもの（複数

回答）は、「女性の人権侵害」が

59.5％と最も高くなり、それに続い

て「障がいのある人の人権」、「こど

もの人権」「インターネットによる

人権侵害」が 50％を超える結果と

なった。 

男女別では、「女性の人権」「こど

もの人権」「高齢者の人権」「障がい

のある人の人権」の項目で、女性が

男性に比べて 10 ポイント以上高く

なっている。 

年代別では、「高齢者の人権」、「北

朝鮮当局による拉致問題その他人

権侵害問題」、「同和問題（部落差

別）」「ハンセン病患者（回復者）の

人権」「エイズ患者及び HIV ウイル

ス感染者の人権」の項目で、概ね年

齢が高いほど関心が高い傾向が見

られる。 

 

（注）内閣府の「人権擁護に関する

世論調査」（令和４年、以下内閣府の調

査と略）での同様の質問では、関心の

高い順に「インターネットによる人権

侵害」53.0％、「障害者」50.8％、「こ

ども」43.1％、「女性」42.5％、「風評

に基づく偏見や差別など災害に伴う人

権侵害」32.6％、「高齢者」30.1％とな

っている。 

 

 

 

 

59.5%

56.1%

43.7%

56.5%

27.0%

20.9%

14.6%

12.8%

19.8%

13.7%

27.3%

51.1%

9.7%

21.9%

27.7%

15.8%

27.3%

17.3%

0.7%

5.8%

4.1%

0.2%

56.6%

53.0%

41.9%

61.7%

36.8%

28.0%

25.6%

22.9%

66.3%

20.5%

31.6%

54.9%

17.8%

27.2%

32.8%

20.2%

40.5%

15.7%

2.1%

3.9%

2.9%

0.0%

0.326

0.35

0.239

0.444

0.179

0.044

0.043

0.036

0.058

0.177

0.343

0.027

0.039

0.072

0.029

0.242

0.02

0.003

0.022

0.012

0.007

0.291

0.322

0.24

0.316

0.221

0.036

0.063

0.07

0.037

0.101

0.183

0.034

0.016

0.031

0.205

0.011

0.017

0.052

0.019

0.086

0 0.2 0.4 0.6 0.8

女性の人権

こどもの人権

高齢者の人権

障がいのある人の人権

同和問題（部落差別）

外国人の人権

ハンセン病患者（回復者）の人権

エイズ患者及び

HIVウイルス感染者の人権

新型コロナウイルス

感染症に関連した人権侵害

刑を終えて出所した人の人権

犯罪被害者等の人権

インターネットによる

人権侵害

ホームレスの人権

性的指向（異性愛、同性愛、両性愛等）に

関する人権侵害

トランスジェンダー（身体的な性と

心の性が一致しない人）の人権

アイヌの人々の人権

北朝鮮当局による拉致問題

その他人権侵害問題

人身取引（性的サービスや

労働の強要等）

その他

特にない

わからない

無回答

令和7年度調査（n=556) 令和2年度調査（n=585)

平成27年度調査(n=586) 平成22年度調査(n=884)

【過去調査との比較】 
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42.5%

43.8%

37.6%

49.6%

25.7%

25.7%

13.3%

12.8%

20.4%

11.9%

29.6%

48.2%

10.2%

20.8%

22.6%

17.3%

31.4%

18.1%

1.3%

8.8%

4.0%

0.0%

71.5%

64.9%

48.7%

62.0%

28.5%

18.0%

15.8%

13.0%

19.6%

15.5%

26.3%

53.8%

9.5%

22.8%

31.6%

15.2%

24.7%

16.5%

0.3%

3.5%

3.8%

0.3%

0 0.2 0.4 0.6 0.8

女性の人権

こどもの人権

高齢者の人権

障がいのある人の人権

同和問題（部落差別）

外国人の人権

ハンセン病患者（回復者）の人権

エイズ患者及びHIVウイルス感染者の人権

新型コロナウイルス感染症に

関連した人権侵害

刑を終えて出所した人の人権

犯罪被害者等の人権

インターネットによる人権侵害

ホームレスの人権

性的指向（異性愛、同性愛、両性愛等）

に関する人権侵害

トランスジェンダー（身体的な性と

心の性が一致しない人）の人権

アイヌの人々の人権

北朝鮮当局による拉致問題

その他人権侵害問題

人身取引（性的サービスや労働の強要等）

その他

特にない

わからない

無回答

男性(226) 女性(316)

【性別】 
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問２ 人権に関することばのうち、あなたが、関心のあるものを、次の中からいくつでもあげてください。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回

答

者

数

女

性

の

人

権

こ

ど

も

の

人

権

高

齢

者

の

人

権

障

が

い

の

あ

る

人

の

人

権

同

和

問

題

（

部

落

差

別

）

外

国

人

の

人

権

ハ

ン

セ

ン

病

患

者

（

回

復

者

）

の

人

権

エ

イ

ズ

患

者

及

び

H

I

V

ウ

イ

ル

ス

感

染

者

の

人

権

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

に

関

連

し

た

人

権

侵

害

刑

を

終

え

て

出

所

し

た

人

の

人

権

犯

罪

被

害

者

等

の

人

権

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

に

よ

る

人

権

侵

害

ホ

ー

ム

レ

ス

の

人

権

性

的

指

向

（

異

性

愛

、

同

性

愛

、

両

性

愛

等

）

に

関

す

る

人

権

侵

害

ト

ラ

ン

ス

ジ

ェ

ン

ダ

ー

（

身

体

的

な

性

と

心

の

性

が

一

致

し

な

い

人

）

の

人

権

ア

イ

ヌ

の

人

々

の

人

権

北

朝

鮮

当

局

に

よ

る

拉

致

問

題

そ

の

他

人

権

侵

害

問

題

人

身

取

引

（

性

的

サ

ー

ビ

ス

や

労

働

の

強

要

等

）

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

556 331 312 243 314 150 116 81 71 110 76 152 284 54 122 154 88 152 96 4 32 23 1

59.5% 56.1% 43.7% 56.5% 27.0% 20.9% 14.6% 12.8% 19.8% 13.7% 27.3% 51.1% 9.7% 21.9% 27.7% 15.8% 27.3% 17.3% 0.7% 5.8% 4.1% 0.2%

性別 男性 226 42.5% 43.8% 37.6% 49.6% 25.7% 25.7% 13.3% 12.8% 20.4% 11.9% 29.6% 48.2% 10.2% 20.8% 22.6% 17.3% 31.4% 18.1% 1.3% 8.8% 4.0% 0.0%

女性 316 71.5% 64.9% 48.7% 62.0% 28.5% 18.0% 15.8% 13.0% 19.6% 15.5% 26.3% 53.8% 9.5% 22.8% 31.6% 15.2% 24.7% 16.5% 0.3% 3.5% 3.8% 0.3%

その他 4 75.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 50.0% 25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0%

無回答 10 60.0% 60.0% 40.0% 40.0% 20.0% 10.0% 10.0% 10.0% 20.0% 0.0% 10.0% 40.0% 10.0% 10.0% 20.0% 10.0% 20.0% 30.0% 0.0% 10.0% 10.0% 0.0%

年齢層 18～20歳代 43 62.8% 65.1% 32.6% 51.2% 18.6% 18.6% 11.6% 9.3% 11.6% 14.0% 20.9% 62.8% 14.0% 44.2% 41.9% 9.3% 20.9% 20.9% 0.0% 2.3% 2.3% 0.0%

30歳代 66 53.0% 60.6% 30.3% 45.5% 18.2% 21.2% 7.6% 9.1% 7.6% 15.2% 19.7% 43.9% 10.6% 21.2% 27.3% 13.6% 7.6% 15.2% 1.5% 4.5% 7.6% 0.0%

40歳代 86 61.6% 64.0% 23.3% 53.5% 19.8% 15.1% 9.3% 9.3% 20.9% 9.3% 26.7% 53.5% 5.8% 20.9% 26.7% 10.5% 19.8% 20.9% 1.2% 3.5% 0.0% 0.0%

50歳代 99 54.5% 47.5% 44.4% 56.6% 25.3% 22.2% 17.2% 16.2% 18.2% 18.2% 28.3% 55.6% 10.1% 25.3% 30.3% 17.2% 20.2% 14.1% 0.0% 9.1% 8.1% 0.0%

60歳代 127 63.0% 57.5% 52.8% 63.0% 31.5% 22.0% 18.1% 15.0% 22.8% 11.0% 33.9% 54.3% 10.2% 23.6% 33.9% 16.5% 34.6% 19.7% 0.0% 6.3% 3.9% 0.0%

70歳以上 115 61.7% 49.6% 60.9% 59.1% 38.3% 24.3% 19.1% 14.8% 28.7% 17.4% 29.6% 44.3% 10.4% 12.2% 17.4% 22.6% 45.2% 14.8% 1.7% 5.2% 2.6% 0.0%

無回答 20 55.0% 60.0% 40.0% 60.0% 20.0% 15.0% 5.0% 5.0% 10.0% 0.0% 10.0% 35.0% 5.0% 10.0% 10.0% 10.0% 25.0% 15.0% 0.0% 10.0% 5.0% 0.0%

職業 自営業者 66 39.4% 33.3% 28.8% 31.8% 18.2% 15.2% 7.6% 4.5% 7.6% 3.0% 16.7% 34.8% 6.1% 12.1% 15.2% 9.1% 18.2% 9.1% 0.0% 6.1% 4.5% 0.0%

農林漁業 15 46.7% 13.3% 33.3% 40.0% 26.7% 13.3% 6.7% 0.0% 13.3% 0.0% 20.0% 26.7% 6.7% 20.0% 6.7% 13.3% 20.0% 0.0% 0.0% 6.7% 6.7% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 52.2% 56.5% 39.1% 43.5% 26.1% 26.1% 13.0% 8.7% 8.7% 4.3% 26.1% 47.8% 4.3% 8.7% 21.7% 8.7% 26.1% 17.4% 0.0% 13.0% 4.3% 0.0%

自由業 9 77.8% 77.8% 55.6% 55.6% 22.2% 22.2% 11.1% 11.1% 11.1% 11.1% 22.2% 88.9% 22.2% 33.3% 44.4% 22.2% 33.3% 22.2% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0%

家族従業者 20 40.0% 50.0% 20.0% 30.0% 25.0% 20.0% 25.0% 15.0% 20.0% 5.0% 30.0% 40.0% 10.0% 20.0% 20.0% 5.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

農林漁業 1 ##### ##### 0.0% ##### ##### 0.0% ##### ##### ##### 0.0% ##### ##### 0.0% ##### ##### 0.0% ##### ##### 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 75.0% ##### 50.0% 62.5% 50.0% 50.0% 50.0% 25.0% 37.5% 12.5% 62.5% 62.5% 25.0% 37.5% 37.5% 12.5% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自由業 2 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% ##### 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

雇用人 230 53.9% 50.9% 33.9% 51.7% 24.8% 20.4% 13.5% 13.5% 19.6% 14.3% 26.5% 49.1% 7.8% 23.5% 28.7% 14.8% 19.6% 17.0% 0.4% 5.2% 4.8% 0.4%

管理職 30 66.7% 56.7% 40.0% 46.7% 26.7% 20.0% 10.0% 13.3% 26.7% 13.3% 33.3% 53.3% 10.0% 20.0% 16.7% 16.7% 30.0% 26.7% 0.0% 0.0% 3.3% 0.0%

専門技術職 73 64.4% 64.4% 41.1% 63.0% 27.4% 26.0% 16.4% 15.1% 21.9% 19.2% 26.0% 56.2% 8.2% 23.3% 35.6% 13.7% 17.8% 20.5% 1.4% 1.4% 4.1% 0.0%

事務職 54 51.9% 51.9% 29.6% 48.1% 25.9% 11.1% 13.0% 13.0% 13.0% 13.0% 27.8% 51.9% 5.6% 33.3% 35.2% 18.5% 22.2% 13.0% 0.0% 7.4% 5.6% 1.9%

労務職 62 46.8% 40.3% 32.3% 53.2% 24.2% 25.8% 14.5% 14.5% 22.6% 12.9% 27.4% 45.2% 9.7% 21.0% 25.8% 14.5% 17.7% 14.5% 0.0% 11.3% 6.5% 0.0%

無職 158 52.5% 47.5% 47.5% 50.0% 19.0% 17.1% 10.8% 7.6% 15.8% 10.8% 21.5% 44.9% 10.8% 15.2% 22.8% 14.6% 27.2% 15.8% 0.0% 3.2% 2.5% 0.0%

家事従事者 65 67.7% 58.5% 61.5% 63.1% 29.2% 16.9% 15.4% 9.2% 15.4% 12.3% 23.1% 50.8% 9.2% 12.3% 26.2% 16.9% 33.8% 21.5% 0.0% 1.5% 4.6% 0.0%

学生 13 53.8% 69.2% 38.5% 53.8% 7.7% 15.4% 0.0% 0.0% 7.7% 15.4% 0.0% 69.2% 15.4% 46.2% 38.5% 7.7% 0.0% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

その他の無職 52 61.5% 53.8% 57.7% 59.6% 19.2% 26.9% 13.5% 11.5% 26.9% 13.5% 36.5% 55.8% 17.3% 19.2% 26.9% 21.2% 40.4% 17.3% 0.0% 7.7% 1.9% 0.0%

職業無回答 82 65.9% 58.5% 42.7% 58.5% 28.0% 18.3% 15.9% 14.6% 19.5% 12.2% 24.4% 51.2% 6.1% 17.1% 25.6% 11.0% 29.3% 13.4% 2.4% 4.9% 3.7% 0.0%

全体
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 女性の人権尊重  「そう思う」（どちらかといえば含む）が４割 

問３ あなたは、女性の人権が尊重されている社会だと思いますか。 

「そう思う」（どちらかといえば含む）が 39.8％となり、「そう思わない」（どちらかとい

えば含む）の 27.4％を 12.4 ポイント上回った。前回との比較では女性の人権が尊重され

ていることが見てとれる。 

一方で「どちらともいえない」が 32.2％と高い割合を示している。 

男女別では、男性は「そう思う」（どちらかといえば含む）が 54.9％、「そう思わない」

（どちらかといえば含む）が 16.9％と肯定的回答が 38.0 ポイント上回るのに対し、女性

はそれぞれ 28.2％と 35.1％と、否定的回答が 6.9ポイント上回り認識の差があらわになっ

た。 

年代別では、「そう思う」（どちらかといえば含む）が 18～20歳代で 55.8％と最も高く、

「そう思わない」（どちらかといえば含む）が 50歳代で 39.4％と高くなっている。 

 

 

 

 

8.3%

9.1%

43.3%

31.5%

25.1%

32.2%

30.6%

18.9%

23.1%

8.5%

9.7%

54.9%

0.7%

2.4%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和7年度調査(n=556)

令和2年度調査(n=585)

平成27年度調査(n=322)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

39.8% 27.4%

14.6%

3.8%

40.3%

24.4%

27.9%

35.8%

11.1%

24.7%

5.8%

10.4%

0.4%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

(n=226)

女性

(n=316)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

54.9% 16.9%

28.2% 35.1%

【過去調査との比較】 

【性別】 
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18.6%

12.1%

5.8%

5.1%

3.1%

11.3%

37.2%

37.9%

31.4%

31.3%

26.8%

27.8%

20.9%

30.3%

31.4%

23.2%

43.3%

36.5%

16.3%

15.2%

18.6%

31.3%

18.1%

13.9%

4.7%

4.5%

11.6%

8.1%

8.7%

10.4%

2.3%

0.0%

1.2%

1.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18歳～20歳代

(n=43)

30歳代

(n=66)

40歳代

(n=86)

50歳代

(n=99)

60歳代

(n=127)

70歳以上

(n=115)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

55.8% 21.0%

50.0% 19.7%

37.2% 30.2%

36.4% 39.4%

29.9% 26.8%

39.1% 24.3%

【年代別】 
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問３ あなたは、女性の人権が尊重されている社会だと思いますか。 

 

 

回

答

者

数

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

無

回

答

556 46 175 179 105 47 4

100.0 8.3% 31.5% 32.2% 18.9% 8.5% 0.7%

性別 男性 226 14.6% 40.3% 27.9% 11.1% 5.8% 0.4%

女性 316 3.8% 24.4% 35.8% 24.7% 10.4% 0.9%

その他 4 0.0% 25.0% 0.0% 50.0% 25.0% 0.0%

無回答 10 10.0% 60.0% 30.0% 0.0% 0.0% 0.0%

年齢層 18～20歳代 43 18.6% 37.2% 20.9% 16.3% 4.7% 2.3%

30歳代 66 12.1% 37.9% 30.3% 15.2% 4.5% 0.0%

40歳代 86 5.8% 31.4% 31.4% 18.6% 11.6% 1.2%

50歳代 99 5.1% 31.3% 23.2% 31.3% 8.1% 1.0%

60歳代 127 3.1% 26.8% 43.3% 18.1% 8.7% 0.0%

70歳以上 115 11.3% 27.8% 36.5% 13.9% 10.4% 0.0%

無回答 20 15.0% 50.0% 15.0% 10.0% 5.0% 5.0%

職業 自営業者 66 18.2% 25.8% 34.8% 13.6% 6.1% 1.5%

農林漁業 15 13.3% 26.7% 46.7% 13.3% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 34.8% 13.0% 34.8% 13.0% 4.3% 0.0%

自由業 9 11.1% 22.2% 22.2% 33.3% 11.1% 0.0%

家族従業者 20 15.0% 30.0% 30.0% 15.0% 10.0% 0.0%

農林漁業 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 25.0% 37.5% 25.0% 0.0% 12.5% 0.0%

自由業 2 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

雇用人 230 6.1% 36.5% 28.3% 21.7% 7.0% 0.4%

管理職 30 10.0% 30.0% 30.0% 23.3% 6.7% 0.0%

専門技術職 73 4.1% 41.1% 21.9% 27.4% 4.1% 1.4%

事務職 54 3.7% 35.2% 27.8% 25.9% 7.4% 0.0%

労務職 62 9.7% 37.1% 32.3% 11.3% 9.7% 0.0%

無職 158 6.3% 27.2% 36.1% 19.6% 10.1% 0.6%

家事従事者 65 1.5% 18.5% 44.6% 24.6% 10.8% 0.0%

学生 13 23.1% 46.2% 15.4% 15.4% 0.0% 0.0%

その他の無職 52 7.7% 26.9% 32.7% 21.2% 11.5% 0.0%

無回答 82 8.5% 30.5% 34.1% 14.6% 11.0% 1.2%

全体
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 女性に関する人権問題 「仕事を続けにくい社会環境」過半数 

問４ あなたは、女性に関することがらで、現在、

どのような人権問題が起きていると思いますか。

次の中からいくつでもあげてください。（該当す

る番号に〇印をお付けください） 

 

「結婚・出産などにより女性が仕事

を続けにくい社会環境」56.5％、「職場

における差別待遇（採用、昇格、賃金な

ど）」50.2％、「セクシュアル・ハラスメ

ント（性的嫌がらせ）」48.2％、「固定的

な役割分担意識（「男は仕事、女は家庭」

など）」47.1％が上位４項目で、40％を

超えた。 

問３で「どちらかといえばそう思わ

ない」「そう思わない」とした回答者に

絞ると「結婚・出産などにより女性が仕

事を続けにくい社会環境」は前回より

7.0ポイント減少している。この選択肢

について年代別で見ると、「40歳代」が

65％を超えて多くなっているが、その

他の年代では 50％台で推移している。

また、「セクシュアル・ハラスメント」

「女性の意見を尊重しない」「性犯罪」

において前回から微増となっているが、

それ以外の項目でポイントは減少して

いる。 

 

（注）内閣府の調査では同様の質問におい

て、「固定的役割分担」47.0％、「セクシュ

アル・ハラスメント」42.0％、「職場におい

て差別待遇を受けること」39.0％の順に多

い。 

 県の調査では同様の質問において、「ハ

ラスメント」55.6％、「固定的役割分担」

46.1％、「職場差別待遇」43.0％の順に多い。 

 

 

  

47.1%

50.2%

48.2%

28.6%

56.5%

29.5%

20.9%

23.7%

37.9%

21.4%

4.5%

1.4%

3.6%

0.7%

65.1%

65.8%

60.5%

37.5%

66.4%

33.6%

38.2%

35.5%

44.1%

23.7%

0.7%

2.0%

1.3%

0.7%

67.2%

72.9%

56.8%

42.7%

73.4%

40.6%

34.9%

36.5%

42.2%

42.2%

3.1%

2.1%

3.1%

0.0%

40.4%

57.1%

19.3%

13.4%

73.6%

12.7%

21.7%

16.8%

22.7%

22.7%

0.3%

0.3%

0% 50% 100%

固定的な役割分担意識

（「男は仕事、女は家庭」な

ど）

職場における差別待遇

（採用、昇格、賃金など）

セクシュアル・ハラスメント

（性的嫌がらせ）

マタニティ・ハラスメント

（妊婦・出産した女性に対す

る嫌がらせ）

結婚・出産などにより女性が

仕事を続けにくい社会環境

配偶者や交際相手への暴力

家庭や職場、地域などで

女性の意見を尊重しないこと

アダルトビデオやポルノ雑誌

など、女性を性の対象物とと

らえる社会風潮

性犯罪

売春・買春

特にない

その他

わからない

無回答

令和7年度・全体(n=556)

令和7年度・どちらかといえばそう思わない・そう思わない(n=152）

令和2年度・どちらかといえばそう思わない・そう思わない(n=192)

平成27年度(n=322)

【過去調査比較】 
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問４ あなたは、女性に関することがらで、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。次の中からいくつで

もあげてください。 

 

  

回

答

者

数

固

定

的

な

役

割

分

担

意

識

（

「

男

は

仕

事

、

女

は

家

庭

」

な

ど

）

職

場

に

お

け

る

差

別

待

遇

（

採

用

、

昇

格

、

賃

金

な

ど

）

セ

ク

シ

ャ

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

（

性

的

嫌

が

ら

せ

）

マ

タ

ニ

テ

ィ

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

（

妊

婦

・

出

産

し

た

女

性

に

対

す

る

嫌

が

ら

せ

）

結

婚

・

出

産

な

ど

に

よ

り

女

性

が

仕

事

を

続

け

に

く

い

社

会

環

境

配

偶

者

や

交

際

相

手

へ

の

暴

力 家

庭

や

職

場

、

地

域

な

ど

で

女

性

の

意

見

を

尊

重

し

な

い

こ

と

ア

ダ

ル

ト

ビ

デ

オ

や

ポ

ル

ノ

雑

誌

な

ど

、

女

性

を

性

の

対

象

物

と

と

ら

え

る

社

会

風

潮

性

犯

罪

売

春

・

買

春

特

に

な

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

556 262 279 268 159 314 164 116 132 211 119 25 8 20 4

47.1% 50.2% 48.2% 28.6% 56.5% 29.5% 20.9% 23.7% 37.9% 21.4% 4.5% 1.4% 3.6% 0.7%

性別 男性 226 33.2% 42.0% 44.7% 19.9% 50.4% 25.7% 12.4% 15.5% 35.8% 15.9% 8.4% 2.2% 5.8% 1.3%

女性 316 56.3% 55.7% 49.7% 34.5% 60.8% 32.3% 26.9% 29.7% 40.2% 25.6% 1.9% 0.9% 2.2% 0.3%

その他 4 100.0% 75.0% 75.0% 25.0% 50.0% 25.0% 25.0% 25.0% 50.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 10 50.0% 50.0% 70.0% 40.0% 60.0% 30.0% 20.0% 20.0% 10.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

年齢層 18～20歳代 43 53.5% 41.9% 55.8% 32.6% 53.5% 23.3% 9.3% 23.3% 39.5% 20.9% 7.0% 0.0% 2.3% 0.0%

30歳代 66 39.4% 45.5% 54.5% 36.4% 59.1% 25.8% 18.2% 19.7% 36.4% 22.7% 3.0% 4.5% 6.1% 0.0%

40歳代 86 47.7% 44.2% 43.0% 34.9% 65.1% 24.4% 22.1% 19.8% 36.0% 17.4% 4.7% 1.2% 2.3% 1.2%

50歳代 99 48.5% 51.5% 44.4% 26.3% 54.5% 34.3% 23.2% 21.2% 37.4% 21.2% 4.0% 2.0% 3.0% 2.0%

60歳代 127 52.0% 57.5% 59.8% 33.1% 57.5% 37.0% 22.8% 29.1% 46.5% 26.8% 3.1% 0.8% 1.6% 0.0%

70歳以上 115 43.5% 52.2% 37.4% 15.7% 51.3% 27.0% 24.3% 27.0% 33.9% 20.9% 6.1% 0.9% 7.0% 0.0%

無回答 20 40.0% 45.0% 40.0% 25.0% 50.0% 20.0% 5.0% 15.0% 20.0% 5.0% 5.0% 0.0% 0.0% 0.0%

職業 自営業者 66 30.3% 31.8% 37.9% 22.7% 40.9% 22.7% 12.1% 16.7% 24.2% 12.1% 6.1% 0.0% 4.5% 1.5%

農林漁業 15 40.0% 26.7% 40.0% 20.0% 60.0% 13.3% 0.0% 26.7% 26.7% 20.0% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 34.8% 52.2% 56.5% 30.4% 47.8% 30.4% 21.7% 13.0% 34.8% 13.0% 8.7% 0.0% 8.7% 0.0%

自由業 9 66.7% 55.6% 66.7% 55.6% 77.8% 66.7% 33.3% 44.4% 44.4% 22.2% 11.1% 0.0% 11.1% 0.0%

家族従業者 20 35.0% 35.0% 25.0% 20.0% 35.0% 25.0% 10.0% 5.0% 25.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

農林漁業 1 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 62.5% 62.5% 25.0% 37.5% 62.5% 62.5% 25.0% 12.5% 50.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自由業 2 50.0% 50.0% 100.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

雇用人 230 40.4% 49.1% 45.7% 30.9% 57.4% 28.3% 17.4% 18.7% 34.8% 18.3% 3.9% 0.9% 3.5% 0.9%

管理職 30 36.7% 50.0% 46.7% 26.7% 50.0% 33.3% 23.3% 16.7% 36.7% 16.7% 10.0% 3.3% 10.0% 3.3%

専門技術職 73 47.9% 54.8% 56.2% 37.0% 67.1% 35.6% 24.7% 26.0% 38.4% 20.5% 2.7% 0.0% 0.0% 0.0%

事務職 54 48.1% 59.3% 42.6% 27.8% 64.8% 25.9% 22.2% 22.2% 37.0% 20.4% 5.6% 0.0% 1.9% 0.0%

労務職 62 33.9% 41.9% 43.5% 33.9% 53.2% 24.2% 4.8% 11.3% 33.9% 17.7% 1.6% 1.6% 6.5% 1.6%

無職 158 41.1% 44.3% 45.6% 25.9% 41.8% 24.1% 20.9% 23.4% 32.9% 22.2% 1.3% 0.6% 3.2% 0.0%

家事従事者 65 52.3% 56.9% 53.8% 33.8% 53.8% 26.2% 32.3% 32.3% 35.4% 23.1% 0.0% 0.0% 1.5% 0.0%

学生 13 46.2% 53.8% 61.5% 23.1% 46.2% 15.4% 7.7% 7.7% 38.5% 15.4% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0%

その他の無職 52 48.1% 50.0% 55.8% 30.8% 48.1% 36.5% 21.2% 28.8% 46.2% 34.6% 1.9% 1.9% 7.7% 0.0%

職業無回答 82 57.3% 47.6% 47.6% 24.4% 58.5% 29.3% 24.4% 31.7% 36.6% 23.2% 3.7% 2.4% 2.4% 0.0%

全体
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 こどもの人権尊重   「そう思う」（どちらかといえば含む）が４割超え 

問５ あなたは、こどもの人権が尊重されている社会だと思いますか。 

「そう思う」（どちらかといえば含む）が 44.1％と、前回とほぼ同様の結果となった。 

男女別では、男性「そう思う」（どちらかといえば含む）が 52.3％と女性の 37.6％より

14.7ポイント高い。年代別では、18～20歳代と 70歳以上が「そう思う」（どちらかといえ

ば含む）が 50％を超えている。 

 

 
 

11.2%

9.9%

37.5%

32.9%

33.0%

38.8%

28.0%

11.0%

19.3%

5.4%

7.0%

60.2%

0.7%

2.7%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和7年度調査(n=556)

令和2年度調査(n=585)

平成27年度調査(n=586)

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらともいえない どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答

44.1% 16.4%

17.3%

6.6%

35.0%

31.0%

33.2%

43.7%

8.0%

13.3%

5.8%

4.7%

0.9%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

(n=226)

女性

(n=316)

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらともいえない どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答

52.3% 13.8%

37.6% 18.0%

【過去調査との比較】 

【性別】 
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23.3%

15.2%

9.3%

8.1%

7.1%

12.2%

34.9%

30.3%

25.6%

35.4%

29.9%

38.3%

34.9%

37.9%

41.9%

35.4%

45.7%

36.5%

7.0%

12.1%

11.6%

15.2%

10.2%

7.8%

4.5%

11.6%

5.1%

6.3%

3.5%

1.0%

0.8%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳～20歳代

(n=43)

30歳代

(n=66)

40歳代

(n=86)

50歳代

(n=99)

60歳代

(n=127)

70歳以上

(n=115)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

58.2% 7.0%

45.5% 16.6%

34.9% 23.2%

43.5% 20.3%

37.0% 16.5%

50.5% 11.3%

【年代別】 
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問５ あなたは、こどもの人権が尊重されている社会だと思いますか。 

 

 

回

答

者

数

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

無

回

答

556 62 183 216 61 30 4

100.0 11.2 32.9 38.8 11.0 5.4 0.7

性別 男性 226 17.3% 35.0% 33.2% 8.0% 5.8% 0.9%

女性 316 6.6% 31.0% 43.7% 13.3% 4.7% 0.6%

その他 4 25.0% 25.0% 25.0% 0.0% 25.0% 0.0%

無回答 10 10.0% 50.0% 20.0% 10.0% 10.0% 0.0%

年齢 18歳～20歳代 43 23.3% 34.9% 34.9% 7.0% 0.0% 0.0%

30歳代 66 15.2% 30.3% 37.9% 12.1% 4.5% 0.0%

40歳代 86 9.3% 25.6% 41.9% 11.6% 11.6% 0.0%

50歳代 99 8.1% 35.4% 35.4% 15.2% 5.1% 1.0%

60歳代 127 7.1% 29.9% 45.7% 10.2% 6.3% 0.8%

70歳以上 115 12.2% 38.3% 36.5% 7.8% 3.5% 1.7%

無回答 20 15.0% 45.0% 25.0% 15.0% 0.0% 0.0%

職業 自営業者 66 16.7% 25.8% 39.4% 9.1% 7.6% 1.5%

農林漁業 15 6.7% 33.3% 40.0% 20.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 13.0% 26.1% 52.2% 0.0% 4.3% 4.3%

自由業 9 22.2% 33.3% 22.2% 11.1% 11.1% 0.0%

家族従業者 20 15.0% 25.0% 35.0% 20.0% 5.0% 0.0%

農林漁業 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 12.5% 37.5% 37.5% 12.5% 0.0% 0.0%

自由業 2 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

雇用人 230 10.0% 33.9% 37.8% 10.4% 7.0% 0.9%

管理職 30 3.3% 46.7% 36.7% 3.3% 10.0% 0.0%

専門技術職 73 8.2% 30.1% 37.0% 16.4% 6.8% 1.4%

事務職 54 1.9% 35.2% 46.3% 13.0% 1.9% 1.9%

労務職 62 24.2% 32.3% 30.6% 3.2% 9.7% 0.0%

無職 158 9.5% 32.9% 43.7% 11.4% 1.9% 0.6%

家事従事者 65 4.6% 29.2% 49.2% 15.4% 1.5% 0.0%

学生 13 23.1% 30.8% 38.5% 7.7% 0.0% 0.0%

その他の無職 52 7.7% 38.5% 38.5% 9.6% 3.8% 1.9%

無回答 82 12.2% 37.8% 32.9% 11.0% 6.1% 0.0%

全体
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 こどもに関する人権問題 「保護者によるこどもへの暴力や育児の放棄などの虐待」が７割 

問６  あなたは、こどもに関することがらで、現

在、どのような人権問題が起きていると思いま

すか。次の中からいくつでもあげてください。

（該当する番号に〇印をお付けください） 

 「保護者によるこどもへの暴力や育

児の放棄などの虐待」が 68.7％、「こど

もによる暴力、いじめ、無視などの仲間

はずし」が 60.4％、「インターネットを

使ってのいじめ」が 59.0％と上位３項

目は前回調査と同じ結果となった。 

「インターネットを使ってのいじめ」

は前回までは概ね若い年代ほど多くの

人が挙げていたが、今回の調査では「60

歳代」が 69.3％と最も高い。 

 

（注）内閣府の調査では同様の質問において、

「いじめを受けること」65.2％、「いじめ、体

罰や虐待を見て見ぬふりをすること」56.0％、

「虐待を受けること」53.9％の順に多い。 

県の調査では同様の質問において「仲間は

ずし・いじめ」70.9％、「親がこどもを虐待」

67.2％、「見て見ぬふり」65.2％の順に多い。 

 

  

68.7%

40.8%

27.5%

60.4%

59.0%

34.2%

35.4%

3.8%

2.2%

4.9%

0.0%

69.2%

52.7%

46.2%

67.0%

65.9%

47.3%

47.3%

1.1%

9.9%

1.1%

0.0%

91.6%

59.1%

44.8%

72.1%

64.3%

46.1%

43.5%

0.0%

1.9%

1.9%

0.0%

80.2%

31.2%

21.0%

66.0%

36.3%

17.0%

26.9%

0.6%

0.6%

0.3%

0% 50% 100%

保護者による子どもへの

暴力や育児の放棄などの虐待

大人が子どもの意見を聞かず

自分の意見を子どもに強制するこ

と

大人が「子どもだから」という理

由で、

子どものプライバシーを尊重しな

いこと

子どもによる暴力、

いじめ、無視などの仲間はずし

インターネットを使ってのいじめ

教師などによる言葉の暴力や体罰

暴力や性など子どもにとって

有害な情報の氾濫

特にない

その他

わからない

無回答

令和7年度・全体(n=556)

令和7年度・どちらかといえばそう思わない・そう思わない(n=91）

令和2年度・どちらかといえばそう思わない・そう思わない(n=154)

平成27年度(n=353)

【過去調査比較】 
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問６ あなたは、こどもに関することがらで、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。 

 

 

  

回

答

者

数

保

護

者

に

よ

る

こ

ど

も

へ

の

暴

力

や

育

児

の

放

棄

な

ど

の

虐

待

大

人

が

こ

ど

も

の

意

見

を

聞

か

ず

自

分

の

意

見

を

こ

ど

も

に

強

制

す

る

こ

と

大

人

が

「

こ

ど

も

だ

か

ら

」

と

い

う

理

由

で

、

こ

ど

も

の

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

を

尊

重

し

な

い

こ

と

こ

ど

も

に

よ

る

暴

力

、

い

じ

め

、

無

視

な

ど

の

仲

間

は

ず

し

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

を

使

っ

て

の

い

じ

め

教

師

な

ど

に

よ

る

言

葉

の

暴

力

や

体

罰

暴

力

や

性

な

ど

こ

ど

も

に

と

っ

て

有

害

な

情

報

の

氾

濫

特

に

な

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

556 382 227 153 336 328 190 197 21 12 27 0

68.7% 40.8% 27.5% 60.4% 59.0% 34.2% 35.4% 3.8% 2.2% 4.9% 0.0%

性別 男性 226 64.2% 31.9% 23.0% 55.8% 55.8% 27.4% 30.1% 6.6% 1.8% 5.3% 0.0%

女性 316 72.5% 47.2% 31.0% 64.2% 62.3% 38.6% 40.2% 1.6% 2.5% 4.7% 0.0%

その他 4 50.0% 25.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 10 60.0% 50.0% 10.0% 50.0% 30.0% 40.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0%

年齢層 18～20歳代 43 69.8% 34.9% 34.9% 67.4% 67.4% 37.2% 25.6% 2.3% 0.0% 0.0% 0.0%

30歳代 66 65.2% 37.9% 31.8% 60.6% 56.1% 27.3% 33.3% 0.0% 4.5% 7.6% 0.0%

40歳代 86 58.1% 53.5% 30.2% 60.5% 67.4% 33.7% 37.2% 4.7% 4.7% 2.3% 0.0%

50歳代 99 73.7% 39.4% 22.2% 59.6% 58.6% 29.3% 34.3% 4.0% 1.0% 6.1% 0.0%

60歳代 127 81.1% 45.7% 33.1% 67.7% 69.3% 40.9% 47.2% 2.4% 0.8% 3.9% 0.0%

70歳以上 115 64.3% 31.3% 20.9% 52.2% 44.3% 34.8% 29.6% 6.1% 2.6% 7.8% 0.0%

無回答 20 45.0% 40.0% 15.0% 50.0% 35.0% 30.0% 20.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0%

職業 自営業者 66 39.4% 27.3% 12.1% 43.9% 36.4% 21.2% 24.2% 7.6% 3.0% 6.1% 0.0%

農林漁業 15 66.7% 20.0% 0.0% 66.7% 33.3% 33.3% 40.0% 6.7% 0.0% 13.3% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 52.2% 43.5% 26.1% 56.5% 65.2% 21.7% 26.1% 13.0% 4.3% 4.3% 0.0%

自由業 9 44.4% 55.6% 22.2% 66.7% 44.4% 44.4% 44.4% 11.1% 11.1% 11.1% 0.0%

家族従業者 20 40.0% 45.0% 30.0% 50.0% 40.0% 25.0% 35.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

農林漁業 1 ##### ##### ##### ##### ##### ##### ##### 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 87.5% 87.5% 37.5% 87.5% 75.0% 50.0% 62.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自由業 2 0.0% 50.0% ##### ##### 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

雇用人 230 64.8% 42.6% 29.6% 56.1% 59.1% 31.7% 34.3% 3.0% 1.3% 2.6% 0.0%

管理職 30 76.7% 43.3% 36.7% 66.7% 56.7% 36.7% 43.3% 3.3% 0.0% 3.3% 0.0%

専門技術職 73 69.9% 49.3% 38.4% 67.1% 60.3% 31.5% 34.2% 2.7% 2.7% 1.4% 0.0%

事務職 54 66.7% 46.3% 29.6% 53.7% 68.5% 42.6% 44.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

労務職 62 62.9% 38.7% 21.0% 50.0% 61.3% 25.8% 27.4% 6.5% 1.6% 6.5% 0.0%

無職 158 62.0% 28.5% 20.3% 51.3% 51.9% 29.1% 31.0% 0.6% 0.0% 5.7% 0.0%

家事従事者 65 78.5% 44.6% 26.2% 64.6% 61.5% 35.4% 47.7% 0.0% 0.0% 3.1% 0.0%

学生 13 84.6% 30.8% 30.8% 69.2% 76.9% 15.4% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

その他の無職 52 69.2% 23.1% 21.2% 57.7% 61.5% 40.4% 32.7% 1.9% 0.0% 13.5% 0.0%

職業無回答 82 72.0% 45.1% 28.0% 63.4% 54.9% 35.4% 35.4% 2.4% 4.9% 6.1% 0.0%

全体
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 高齢者の人権尊重   「そう思う」（どちらかといえば含む）が５割 

問７ あなたは、高齢者の人権が尊重されている社会だと思いますか。 

「そう思う」（どちらかといえば含む）が 47.8％と、前回とほぼ同様の結果となった。 

 男女別では、男性の「そう思う」（どちらかといえば含む）が 58.4％で前回の「そう思う」

55.0％を 3.4ポイント上回った一方、女性は 39.5％（前回 44.3％）と 4.8ポイント減少し

ている。 

 年代別では、概ね年代が上がるほど「そう思う」（どちらかといえば含む）の割合が減少

し、「そう思わない」（どちらかといえば含む）の割合が増える傾向となっている。 

 

 

 

 
 

 

13.1%

14.9%

41.3%

34.7%

34.5%

36.2%

26.7%

11.7%

15.2%

3.2%

6.7%

57.2%

1.1%

2.1%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和7年度調査(n=556)

令和2年度調査(n=585)

平成27年度調査(n=586)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

47.8% 14.9%

19.5%

8.5%

38.9%

31.0%

28.8%

41.8%

9.7%

13.3%

2.2%

4.1%

0.9%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

(n=226)

女性

(n=316)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

58.4% 11.9%

39.5% 17.4%

【性別】 

【過去調査との比較】 
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34.9%

16.7%

18.6%

9.1%

4.7%

11.3%

25.6%

45.5%

37.2%

35.4%

32.3%

29.6%

27.9%

33.3%

32.6%

35.4%

44.1%

39.1%

9.3%

4.5%

8.1%

14.1%

15.7%

11.3%

2.3%

1.2%

5.1%

2.4%

7.0%

2.3%

1.0%

0.8%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳～20

歳代

(n=43)

30歳代

(n=66)

40歳代

(n=86)

50歳代

(n=99)

60歳代

(n=127)

70歳以上

(n=115)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

60.5% 11.6%

62.2% 4.5%

55.8% 9.3%

44.5% 19.2%

37.0% 18.1%

40.9% 18.3%

【年代別】 
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問７ あなたは、高齢者の人権が尊重されている社会だと思いますか。 

 

  

回

答

者

数

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

無

回

答

556 73 193 201 65 18 6

100.0 13.1% 34.7% 36.2% 11.7% 3.2% 1.1%

性別 男性 226 19.5% 38.9% 28.8% 9.7% 2.2% 0.9%

女性 316 8.5% 31.0% 41.8% 13.3% 4.1% 1.3%

その他 4 25.0% 0.0% 50.0% 25.0% 0.0% 0.0%

無回答 10 10.0% 70.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0%

年齢 18歳～20歳代 43 34.9% 25.6% 27.9% 9.3% 2.3% 0.0%

30歳代 66 16.7% 45.5% 33.3% 4.5% 0.0% 0.0%

40歳代 86 18.6% 37.2% 32.6% 8.1% 1.2% 2.3%

50歳代 99 9.1% 35.4% 35.4% 14.1% 5.1% 1.0%

60歳代 127 4.7% 32.3% 44.1% 15.7% 2.4% 0.8%

70歳以上 115 11.3% 29.6% 39.1% 11.3% 7.0% 1.7%

無回答 20 15.0% 50.0% 15.0% 20.0% 0.0% 0.0%

職業 自営業者 66 27.3% 25.8% 33.3% 10.6% 1.5% 1.5%

農林漁業 15 6.7% 20.0% 66.7% 6.7% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 34.8% 17.4% 43.5% 4.3% 0.0% 0.0%

自由業 9 22.2% 44.4% 11.1% 22.2% 0.0% 0.0%

家族従業者 20 10.0% 35.0% 45.0% 5.0% 5.0% 0.0%

農林漁業 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 12.5% 37.5% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自由業 2 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

雇用人 230 12.6% 38.7% 34.3% 12.2% 2.2% 0.0%

管理職 30 13.3% 40.0% 30.0% 13.3% 3.3% 0.0%

専門技術職 73 12.3% 37.0% 30.1% 19.2% 1.4% 0.0%

事務職 54 9.3% 40.7% 37.0% 11.1% 1.9% 0.0%

労務職 62 17.7% 37.1% 38.7% 4.8% 1.6% 0.0%

無職 158 9.5% 29.7% 42.4% 10.8% 5.1% 2.5%

家事従事者 65 9.2% 23.1% 53.8% 6.2% 6.2% 1.5%

学生 13 46.2% 23.1% 15.4% 7.7% 7.7% 0.0%

その他の無職 52 3.8% 34.6% 34.6% 17.3% 5.8% 3.8%

無回答 82 11.0% 40.2% 29.3% 14.6% 3.7% 1.2%

全体
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 高齢者に関する人権問題  「詐欺や悪徳商法の被害が多いこと」63.3％ 

問８ あなたは、高齢者に関することがらで、現

在、どのような人権問題が起きていると思いま

すか。次の中からいくつでもあげてください。

（該当する番号に〇印をお付けください） 

「詐欺や悪徳商法の被害が多いこと」

63.3％（前回 74.4％）、「収入が少なく

経済的に自立できないこと」48.7％（前

回 44.4％）、「家族や介護者から身体的、

心理的虐待があること」29.9％（前回

34.4％）の順に続く。 

トップの「詐欺や悪徳商法の被害が

多いこと」は 11.1ポイント減少してい

る。この選択肢について年代別に見る

と、概ね高い年代ほど多い傾向が見て

とれる。 

 

（注）内閣府の調査では同様の質問におい

て、「悪徳商法、特殊詐欺の被害が多いこと」

44.7％、「病院での看護や養護施設におい

て劣悪な処遇や虐待を受けること」33.6％、

「高齢者が邪魔者扱いされること」31.7％

の順に多い。 

県の調査では同様の質問において、「悪徳

商法被害」74.2％、「独居老人孤独死」

44.8％、「認知症等への理解不足」44.7％の

順に多い。 

 

  

【過去調査】 

48.7%

29.7%

20.0%

29.9%

29.7%

19.8%

63.3%

26.6%

6.1%

1.1%

3.6%

0.4%

68.7%

43.4%

39.8%

36.1%

34.9%

32.5%

68.7%

41.0%

0.0%

1.2%

0.0%

0.0%

71.1%

39.8%

34.4%

53.1%

46.1%

46.9%

79.7%

0.8%

2.3%

2.3%

0.0%

61.5%

29.0%

21.2%

28.1%

34.3%

29.0%

61.2%

0.3%

0.6%

0.9%

0% 50% 100%

収入が少なく経済的に自立で

きないこと

自分の能力を発揮する機会が

少ないこと

高齢者の意見や行動を尊重し

ないこと

家族や介護者から身体的、心

理的虐待があること

病院や福祉施設で不当な扱い

や身体的、心理的虐待がある

こと

高齢者を邪魔者扱いし、つま

はじきにすること

詐欺や悪徳商法の被害が多い

こと

アパートなどの住宅への入居

が困難なこと

特にない

その他

わからない

無回答

令和7年度・全体(n=556)

令和7年度・どちらかといえばそう思わない・そう思わない(n=83）

令和2年度・どちらかといえばそう思わない・そう思わない(n=128)

平成27年度(n=335)

【過去調査比較】 
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問８ あなたは、高齢者に関することがらで、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。 

 
  

回

答

者

数

収

入

が

少

な

く

経

済

的

に

自

立

で

き

な

い

こ

と

自

分

の

能

力

を

発

揮

す

る

機

会

が

少

な

い

こ

と

高

齢

者

の

意

見

や

行

動

を

尊

重

し

な

い

こ

と

家

族

や

介

護

者

か

ら

身

体

的

、

心

理

的

虐

待

が

あ

る

こ

と

病

院

や

福

祉

施

設

で

不

当

な

扱

い

や

身

体

的

、

心

理

的

虐

待

が

あ

る

こ

と

高

齢

者

を

邪

魔

者

扱

い

し

、

つ

ま

は

じ

き

に

す

る

こ

と

詐

欺

や

悪

徳

商

法

の

被

害

が

多

い

こ

と

ア

パ

ー

ト

な

ど

の

住

宅

へ

の

入

居

が

困

難

な

こ

と

特

に

な

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

556 271 165 111 166 165 110 352 148 34 6 20 2

48.7% 29.7% 20.0% 29.9% 29.7% 19.8% 63.3% 26.6% 6.1% 1.1% 3.6% 0.4%

性別 男性 226 43.8% 29.6% 17.3% 21.7% 23.9% 15.0% 60.2% 22.1% 7.5% 1.3% 3.5% 0.0%

女性 316 53.2% 29.4% 21.5% 36.7% 34.5% 23.4% 66.5% 30.4% 5.1% 0.9% 3.5% 0.6%

その他 4 0.0% 50.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0%

無回答 10 40.0% 30.0% 40.0% 0.0% 10.0% 20.0% 40.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0%

年齢層 18～20歳代 43 30.2% 18.6% 18.6% 37.2% 25.6% 27.9% 62.8% 18.6% 4.7% 2.3% 2.3% 0.0%

30歳代 66 42.4% 25.8% 19.7% 34.8% 30.3% 28.8% 57.6% 28.8% 9.1% 0.0% 4.5% 0.0%

40歳代 86 43.0% 26.7% 10.5% 18.6% 32.6% 15.1% 51.2% 20.9% 7.0% 2.3% 7.0% 1.2%

50歳代 99 52.5% 34.3% 17.2% 31.3% 30.3% 21.2% 65.7% 24.2% 6.1% 2.0% 2.0% 0.0%

60歳代 127 59.8% 37.8% 28.3% 39.4% 36.2% 19.7% 66.9% 36.2% 4.7% 0.0% 1.6% 0.0%

70歳以上 115 50.4% 27.0% 20.9% 25.2% 22.6% 15.7% 71.3% 27.8% 6.1% 0.9% 4.3% 0.9%

無回答 20 35.0% 20.0% 20.0% 5.0% 20.0% 10.0% 55.0% 5.0% 5.0% 0.0% 5.0% 0.0%

職業 自営業者 66 27.3% 16.7% 12.1% 15.2% 16.7% 10.6% 40.9% 13.6% 9.1% 3.0% 1.5% 1.5%

農林漁業 15 40.0% 13.3% 20.0% 26.7% 26.7% 6.7% 60.0% 6.7% 0.0% 6.7% 0.0% 6.7%

商工・建設・サービス業 23 34.8% 17.4% 8.7% 13.0% 26.1% 13.0% 52.2% 21.7% 21.7% 0.0% 0.0% 0.0%

自由業 9 44.4% 55.6% 33.3% 33.3% 11.1% 33.3% 66.7% 33.3% 11.1% 11.1% 11.1% 0.0%

家族従業者 20 35.0% 15.0% 15.0% 20.0% 25.0% 20.0% 25.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

農林漁業 1 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 50.0% 25.0% 37.5% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自由業 2 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

雇用人 230 46.5% 27.8% 19.6% 29.6% 28.7% 20.4% 60.9% 20.9% 5.7% 0.4% 3.0% 0.4%

管理職 30 36.7% 40.0% 23.3% 23.3% 46.7% 26.7% 63.3% 13.3% 3.3% 0.0% 3.3% 0.0%

専門技術職 73 47.9% 37.0% 28.8% 35.6% 28.8% 26.0% 56.2% 23.3% 5.5% 1.4% 4.1% 1.4%

事務職 54 53.7% 24.1% 14.8% 31.5% 24.1% 22.2% 63.0% 31.5% 5.6% 0.0% 0.0% 0.0%

労務職 62 51.6% 19.4% 14.5% 29.0% 29.0% 12.9% 74.2% 16.1% 8.1% 0.0% 4.8% 0.0%

無職 158 70.9% 44.3% 25.3% 39.2% 39.2% 23.4% 85.4% 44.9% 5.1% 1.9% 7.6% 0.0%

家事従事者 65 55.4% 29.2% 15.4% 33.8% 30.8% 16.9% 69.2% 36.9% 3.1% 0.0% 6.2% 0.0%

学生 13 46.2% 0.0% 7.7% 53.8% 30.8% 23.1% 61.5% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

その他の無職 52 53.8% 32.7% 21.2% 26.9% 23.1% 19.2% 61.5% 34.6% 3.8% 0.0% 7.7% 0.0%

職業無回答 82 51.2% 41.5% 22.0% 23.2% 31.7% 15.9% 61.0% 32.9% 4.9% 3.7% 4.9% 0.0%

全体
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 障がいのある人の人権尊重  「そう思う」（どちらかといえば含む）が 35.3％ 

問９ あなたは、障がいのある人の人権が尊重されている社会だと思いますか。 

 「そう思う」（どちらかといえば含む）が 35.3％で、「そう思わない」（どちらかといえば

含む）が 27.0％と、肯定的回答が 8.3ポイント上回っている。 

「そう思う」（どちらかといえば含む）は前回（28.6％）から 6.7ポイント増加している。 

男女別では、「そう思う」（どちらかといえば含む）が男性 46.4％、女性 26.6％と男性が

19.8ポイント高く、「そう思わない」（どちらかといえば含む）は、男性 24.3％、女性 29.1％

と女性が 4.8ポイント高い結果となった。 

 年代別では、「そう思う」（どちらかといえば含む）が 50 歳代で 29.3％と最も低く、70

歳以上が 40.8％と最も高い。 

 

 

 

 

7.4%

5.0%

33.8%

27.9%

23.6%

36.9%

29.1%

19.4%

26.2%

7.6%

14.0%

64.3%

0.9%

2.2%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和7年度調査(n=556)

令和2年度調査(n=585)

平成27年度調査(n=586)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

35.3% 27.0%

10.6%

5.1%

35.8%

21.5%

28.3%

43.4%

16.8%

21.8%

7.5%

7.3%

0.9%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

(n=226)

女性

(n=316)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

46.4% 24.3%

26.6% 29.1%

【性別】 

【過去調査との比較】 
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16.3%

9.1%

3.5%

5.1%

6.3%

7.8%

20.9%

24.2%

30.2%

24.2%

26.8%

33.0%

34.9%

34.8%

40.7%

39.4%

37.8%

36.5%

20.9%

24.2%

14.0%

24.2%

22.0%

13.0%

4.7%

7.6%

11.6%

6.1%

6.3%

8.7%

2.3%

1.0%

0.8%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18歳～20歳代

(n=43)

30歳代

(n=66)

40歳代

(n=86)

50歳代

(n=99)

60歳代

(n=127)

70歳以上

(n=115)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

37.2% 25.6%

33.3% 31.8%

33.7% 25.6%

29.3% 30.3%

33.1% 28.3%

40.8% 21.7%

【年代別】 
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問９ あなたは、障がいのある人の人権が尊重されている社会だと思いますか。 

 

  

回

答

者

数

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

無

回

答

556 41 155 205 108 42 5

100.0 7.4% 27.9% 36.9% 19.4% 7.6% 0.9%

男性 226 10.6% 35.8% 28.3% 16.8% 7.5% 0.9%

女性 316 5.1% 21.5% 43.4% 21.8% 7.3% 0.9%

その他 4 0.0% 25.0% 0.0% 25.0% 50.0% 0.0%

無回答 10 10.0% 50.0% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0%

18歳～20歳代 43 16.3% 20.9% 34.9% 20.9% 4.7% 2.3%

30歳代 66 9.1% 24.2% 34.8% 24.2% 7.6% 0.0%

40歳代 86 3.5% 30.2% 40.7% 14.0% 11.6% 0.0%

50歳代 99 5.1% 24.2% 39.4% 24.2% 6.1% 1.0%

60歳代 127 6.3% 26.8% 37.8% 22.0% 6.3% 0.8%

70歳以上 115 7.8% 33.0% 36.5% 13.0% 8.7% 0.9%

無回答 20 15.0% 40.0% 15.0% 20.0% 5.0% 5.0%

職業 自営業者 66 9.1% 25.8% 36.4% 18.2% 7.6% 3.0%

農林漁業 15 6.7% 20.0% 46.7% 20.0% 0.0% 6.7%

商工・建設・サービス業 23 8.7% 21.7% 52.2% 13.0% 4.3% 0.0%

自由業 9 11.1% 33.3% 22.2% 22.2% 0.0% 11.1%

家族従業者 20 10.0% 25.0% 35.0% 25.0% 5.0% 0.0%

農林漁業 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 12.5% 25.0% 25.0% 37.5% 0.0% 0.0%

自由業 2 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0%

雇用人 230 7.8% 27.4% 35.2% 22.6% 6.5% 0.4%

管理職 30 6.7% 43.3% 33.3% 10.0% 6.7% 0.0%

専門技術職 73 6.8% 19.2% 42.5% 24.7% 6.8% 0.0%

事務職 54 5.6% 22.2% 38.9% 29.6% 3.7% 0.0%

労務職 62 12.9% 35.5% 22.6% 19.4% 8.1% 1.6%

無職 158 5.7% 27.2% 37.3% 17.7% 11.4% 0.6%

家事従事者 65 4.6% 23.1% 44.6% 15.4% 12.3% 0.0%

学生 13 15.4% 30.8% 30.8% 23.1% 0.0% 0.0%

その他の無職 52 5.8% 23.1% 34.6% 19.2% 17.3% 0.0%

無回答 82 7.3% 32.9% 41.5% 13.4% 3.7% 1.2%

全体

性別

年齢
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 障がいのある人に関する人権問題  「収入が少なく経済的に自立できない」が過半数 

問 10 あなたは、障がいのある人に関すること

がらで、現在、どのような人権問題が起きてい

ると思いますか。次の中からいくつでもあげてく

ださい。（該当する番号に〇印をお付けください） 

 「収入が少なく、経済的に自立ができ

ないこと」55.4％、「就職や仕事の内容、

待遇で不利な取り扱いをすること」

49.1％、「交通機関等がバリアフリーに

なっておらず、自由な行動が妨げられ

ること」47.7％の順に続く。 

 年代別では、年代が低いほど「じろじ

ろと見たり、避けたりすること」、「障が

いのある人だからという理由で、意見

や行動を尊重しないこと」を挙げてい

る。 

 

（注）内閣府の調査では同様の質問におい

て、「職場、学校などで嫌がらせやいじめを

受けること」43.3％、「じろじろ見られたり、

避けられたりすること」40.7％、「差別的な

言動をされること」38.9％の順に多い。 

県の調査では同様の質問において、「障

がい理解不足」57.2％、「就職・職場の不利」

50.2％、「差別的言動」45.2％の順に多い。 

  

29.1%

55.4%

49.1%

24.6%

47.7%

21.8%

19.4%

27.2%

4.7%

0.9%

9.7%

0.2%

34.0%

74.7%

64.0%

32.7%

60.7%

29.3%

26.7%

36.0%

0.7%

1.3%

4.0%

0.0%

45.5%

77.0%

79.6%

43.8%

63.4%

30.6%

54.9%

42.6%

0.4%

3.4%

3.0%

0

18.8%

57.8%

54.6%

22.5%

43.0%

18.0%

11.9%

36.6%

0.8%

2.4%

0% 50% 100%

結婚について周囲が反対する

こと

収入が少なく経済的に自立で

きないこと

就職や仕事の内容、待遇で不

利な取り扱いをすること

障がいのある人だからという

理由で、意見や行動を尊重し

ないこと

交通機関等がバリアフリーに

なっておらず、自由な行動が

妨げられること

病院や福祉施設で不当な扱い

や虐待があること

アパートなどの住宅への入居

が困難なこと

じろじろと見たり、避けたり

すること

特にない

その他

わからない

無回答

令和7年度・全体(n=556)

令和7年度・どちらかといえばそう思わない・そう思わない(n=150）

令和2年度・どちらかといえばそう思わない・そう思わない(n=235)

平成27年度(n=377)

【過去調査比較】 
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問 10 あなたは、障がいのある人に関することがらで、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。 
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無
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556 162 308 273 137 265 121 108 151 26 5 54 1

29.1% 55.4% 49.1% 24.6% 47.7% 21.8% 19.4% 27.2% 4.7% 0.9% 9.7% 0.2%

性別 男性 226 31.4% 55.3% 45.1% 18.6% 42.0% 15.5% 16.4% 20.8% 6.6% 0.9% 8.4% 0.0%

女性 316 28.2% 56.3% 52.8% 29.4% 52.2% 26.3% 21.8% 30.7% 3.5% 0.9% 10.4% 0.3%

その他 4 25.0% 25.0% 50.0% 25.0% 50.0% 75.0% 25.0% 75.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0%

無回答 10 10.0% 40.0% 20.0% 10.0% 30.0% 0.0% 10.0% 40.0% 0.0% 0.0% 10.0% 0.0%

年齢層 18～20歳代 43 34.9% 53.5% 46.5% 37.2% 37.2% 25.6% 7.0% 46.5% 2.3% 0.0% 7.0% 0.0%

30歳代 66 27.3% 60.6% 45.5% 30.3% 45.5% 24.2% 24.2% 31.8% 6.1% 1.5% 7.6% 0.0%

40歳代 86 27.9% 57.0% 48.8% 24.4% 39.5% 24.4% 16.3% 31.4% 3.5% 2.3% 9.3% 0.0%

50歳代 99 26.3% 53.5% 50.5% 28.3% 48.5% 22.2% 24.2% 27.3% 7.1% 1.0% 7.1% 0.0%

60歳代 127 37.8% 56.7% 52.0% 21.3% 59.8% 28.3% 22.0% 25.2% 3.1% 0.0% 10.2% 0.0%

70歳以上 115 24.3% 51.3% 50.4% 18.3% 47.8% 10.4% 17.4% 17.4% 6.1% 0.9% 12.2% 0.9%

無回答 20 15.0% 60.0% 35.0% 20.0% 30.0% 15.0% 15.0% 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0%

職業 自営業者 66 16.7% 36.4% 28.8% 12.1% 25.8% 13.6% 12.1% 12.1% 7.6% 1.5% 6.1% 0.0%

農林漁業 15 26.7% 53.3% 46.7% 13.3% 40.0% 20.0% 13.3% 26.7% 0.0% 0.0% 13.3% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 21.7% 52.2% 30.4% 17.4% 26.1% 13.0% 13.0% 4.3% 21.7% 0.0% 4.3% 0.0%

自由業 9 22.2% 44.4% 55.6% 22.2% 55.6% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 11.1% 11.1% 0.0%

家族従業者 20 30.0% 50.0% 30.0% 30.0% 30.0% 20.0% 10.0% 30.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

農林漁業 1 0.0% 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 62.5% 100.0% 50.0% 50.0% 75.0% 25.0% 25.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自由業 2 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

雇用人 230 28.7% 55.2% 50.9% 27.8% 46.5% 23.5% 17.0% 28.7% 4.3% 1.3% 6.5% 0.0%

管理職 30 36.7% 56.7% 50.0% 26.7% 43.3% 33.3% 16.7% 30.0% 3.3% 0.0% 16.7% 0.0%

専門技術職 73 30.1% 64.4% 56.2% 35.6% 56.2% 23.3% 21.9% 27.4% 2.7% 0.0% 0.0% 0.0%

事務職 54 33.3% 59.3% 55.6% 35.2% 50.0% 22.2% 20.4% 35.2% 1.9% 1.9% 5.6% 0.0%

労務職 62 24.2% 50.0% 50.0% 17.7% 41.9% 24.2% 11.3% 29.0% 9.7% 3.2% 11.3% 0.0%

無職 158 22.8% 46.2% 42.4% 18.4% 43.7% 18.4% 19.0% 20.9% 2.5% 0.0% 10.8% 0.0%

家事従事者 65 32.3% 50.8% 41.5% 18.5% 53.8% 27.7% 26.2% 26.2% 3.1% 0.0% 15.4% 0.0%

学生 13 15.4% 53.8% 46.2% 30.8% 61.5% 15.4% 15.4% 30.8% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0%

その他の無職 52 25.0% 63.5% 65.4% 25.0% 50.0% 17.3% 21.2% 23.1% 1.9% 0.0% 13.5% 0.0%

職業無回答 82 29.3% 50.0% 40.2% 18.3% 43.9% 14.6% 18.3% 25.6% 3.7% 1.2% 13.4% 0.0%

全体
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 同和問題の解消  「そう思う」（どちらかといえば含む）が 40.6％ 

問 11 あなたは、同和問題が解消されている社会だと思いますか。 

「そう思う」（どちらかといえば含む）40.6％、「そう思わない」（どちらかといえば含む）

が 14.6％となり、肯定的回答が否定的回答を 26.0ポイント上回る結果となった。 

また、「どちらともいえない」が 42.8％と最も高い割合となっている。 

男女別では、「そう思う」（どちらかといえば含む）が男性 47.8％、女性 35.8％で、男性

が 12.0ポイント高くなっている。 

年代別では、「そう思わない」（どちらかといえば含む）の割合は高い年代ほど多い傾向

が見てとれる。 

 

 

 

 

 

 

11.5%

12.8%

50.9%

29.1%

29.7%

42.8%

35.4%

7.6%

16.1%

7.0%

5.6%

46.8%

2.0%

0.3%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和7年度調査(n=556)

令和2年度調査(n=585)

平成27年度調査(n=586)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

40.6% 14.6%

17.3%

7.3%

30.5%

28.5%

35.0%

48.1%

8.0%

7.6%

8.0%

6.0%

1.3%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

(n=226)

女性

(n=316)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

47.8% 16.0%

35.8% 13.6%

【性別】 

【過去調査との比較】 
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16.3%

15.2%

19.8%

5.1%

5.5%

12.2%

30.2%

22.7%

26.7%

25.3%

31.5%

35.7%

41.9%

48.5%

38.4%

51.5%

44.9%

33.9%

4.7%

3.0%

10.5%

10.1%

6.3%

8.7%

2.3%

10.6%

4.7%

3.0%

11.0%

7.8%

4.7%

5.1%

0.8%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳～20歳代

(n=43)

30歳代

(n=66)

40歳代

(n=86)

50歳代

(n=99)

60歳代

(n=127)

70歳以上

(n=115)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

46.5% 7.0%

37.9% 13.6%

46.5% 15.2%

30.4% 13.1%

37.0% 17.3%

47.9% 16.5%

【年代別】 
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問 11 あなたは、同和問題が解消されている社会だと思いますか。 

 

  

回

答

者

数

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

無

回

答

556 64 162 238 42 39 11

100.0 11.5% 29.1% 42.8% 7.6% 7.0% 2.0%

男性 226 17.3% 30.5% 35.0% 8.0% 8.0% 1.3%

女性 316 7.3% 28.5% 48.1% 7.6% 6.0% 2.5%

その他 4 25.0% 0.0% 50.0% 0.0% 25.0% 0.0%

無回答 10 10.0% 30.0% 50.0% 0.0% 10.0% 0.0%

18歳～20歳代 43 16.3% 30.2% 41.9% 4.7% 2.3% 4.7%

30歳代 66 15.2% 22.7% 48.5% 3.0% 10.6% 0.0%

40歳代 86 19.8% 26.7% 38.4% 10.5% 4.7% 0.0%

50歳代 99 5.1% 25.3% 51.5% 10.1% 3.0% 5.1%

60歳代 127 5.5% 31.5% 44.9% 6.3% 11.0% 0.8%

70歳以上 115 12.2% 35.7% 33.9% 8.7% 7.8% 1.7%

無回答 20 20.0% 25.0% 40.0% 5.0% 5.0% 5.0%

職業 自営業者 66 13.6% 28.8% 43.9% 6.1% 6.1% 1.5%

農林漁業 15 20.0% 26.7% 40.0% 13.3% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 13.0% 21.7% 52.2% 8.7% 4.3% 0.0%

自由業 9 11.1% 55.6% 22.2% 0.0% 0.0% 11.1%

家族従業者 20 15.0% 30.0% 40.0% 15.0% 0.0% 0.0%

農林漁業 1 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 12.5% 12.5% 50.0% 25.0% 0.0% 0.0%

自由業 2 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

雇用人 230 11.7% 28.7% 43.9% 8.3% 6.1% 1.3%

管理職 30 3.3% 40.0% 43.3% 3.3% 6.7% 3.3%

専門技術職 73 12.3% 23.3% 47.9% 6.8% 6.8% 2.7%

事務職 54 11.1% 27.8% 44.4% 13.0% 3.7% 0.0%

労務職 62 16.1% 30.6% 37.1% 9.7% 6.5% 0.0%

無職 158 10.8% 28.5% 43.7% 8.9% 7.6% 0.6%

家事従事者 65 7.7% 27.7% 50.8% 6.2% 7.7% 0.0%

学生 13 15.4% 30.8% 38.5% 7.7% 7.7% 0.0%

その他の無職 52 13.5% 23.1% 40.4% 15.4% 7.7% 0.0%

無回答 82 9.8% 31.7% 37.8% 6.1% 7.3% 7.3%

全体

性別

年齢
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 同和に関する人権問題  「結婚問題で周囲が反対」が 34.5％ 

問 12 あなたは、同和問題（部落差別）に関す

ることがらで、現在、どのような人権問題が起き

ていると思いますか。次の中からいくつでもあ

げてください。（該当する番号に〇印をお付けく

ださい） 

「結婚について周囲が反対すること」

34.5％（前回 44.4％）、「身元を調査す

ること」27.9％（前回 33.0％）、「差別

的な言動をすること」18.5％（前回

20.0％）、「インターネットを利用して

差別的な情報を掲載すること」18.5％

（前回 16.9％）の順に続く。 

トップの「結婚について周囲が反対

すること」が前回から 9.9 ポイント、

「身元を調査すること」は 5.1 ポイン

ト、ともに減少するなど減少傾向が見

てとれる。 

一方、「特にない」は全体で 20.5％と、

他の質問項目の結果に比べるとやや高

くなっており、「わからない」は全体で

は 3番目に多い 24.6％だった。 

 

（注）内閣府の調査では同様の質問におい

て、「交際や結婚を反対されること」40.4％、

「差別的な言葉を言われること」32.3％、

「就職・職場で不利な扱いを受けること」

27.5％の順に多い。 

 県の調査では同様の質問において、「わ

からない」44.1％、「結婚問題」33.5％、「差

別的な言動」28.1％の順に多い。 

 

  

34.5%

11.2%

27.9%

18.5%

18.5%

6.3%

20.5%

1.8%

24.6%

0.5%

63.0%

18.5%

43.2%

33.3%

23.5%

7.4%

1.2%

4.9%

17.3%

1.2%

79.5%

26.8%

59.8%

43.3%

30.7%

18.9%

3.9%

2.4%

3.1%

0.8%

71.9%

22.3%

52.9%

38.3%

19.3%

8.4%

2.6%

8.4%

2.2%

0% 50% 100%

結婚について周囲が反対する

こと

就職・職場で不利な扱いをす

ること

身元を調査すること

差別的な言動をすること

インターネットを利用して差

別的な情報を掲載すること

差別的な落書きをすること

特にない

その他

わからない

無回答

令和7年度・全体(n=556)

令和7年度・どちらかといえばそう思わない・そう思わない(n=152）

令和2年度・どちらかといえばそう思わない・そう思わない(n=127)

平成27年度調査(n=274)

【過去調査比較】 
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問 12 あなたは、同和問題（部落差別）に関することがらで、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。 

 

  

回

答

者

数

結

婚

に

つ

い

て

周

囲

が

反

対

す

る

こ

と

就

職

・

職

場

で

不

利

な

扱

い

を

す

る

こ

と

身

元

を

調

査

す

る

こ

と

差

別

的

な

言

動

を

す

る

こ

と

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

を

利

用

し

て

差

別

的

な

情

報

を

掲

載

す

る

こ

と

差

別

的

な

落

書

き

を

す

る

こ

と 特

に

な

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

556 192 62 155 103 103 35 114 10 137 3

34.5% 11.2% 27.9% 18.5% 18.5% 6.3% 20.5% 1.8% 24.6% 0.5%

性別 男性 226 37.6% 11.1% 23.5% 14.6% 17.7% 6.2% 27.0% 3.1% 19.5% 0.0%

女性 316 33.2% 11.4% 31.6% 22.2% 19.0% 6.6% 15.8% 0.9% 27.5% 0.9%

その他 4 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 75.0% 0.0%

無回答 10 10.0% 10.0% 20.0% 0.0% 30.0% 0.0% 30.0% 0.0% 30.0% 0.0%

年齢層 18～20歳代 43 20.9% 11.6% 25.6% 25.6% 20.9% 14.0% 18.6% 0.0% 27.9% 0.0%

30歳代 66 24.2% 18.2% 27.3% 34.8% 25.8% 6.1% 22.7% 1.5% 25.8% 0.0%

40歳代 86 31.4% 11.6% 24.4% 19.8% 19.8% 9.3% 25.6% 3.5% 26.7% 0.0%

50歳代 99 37.4% 11.1% 28.3% 19.2% 17.2% 5.1% 14.1% 3.0% 26.3% 0.0%

60歳代 127 41.7% 7.9% 35.4% 15.7% 21.3% 5.5% 15.0% 1.6% 22.8% 0.8%

70歳以上 115 37.4% 12.2% 24.3% 9.6% 8.7% 3.5% 27.0% 0.9% 22.6% 1.7%

無回答 20 35.0% 0.0% 20.0% 10.0% 30.0% 5.0% 25.0% 0.0% 20.0% 0.0%

職業 自営業者 66 21.2% 7.6% 18.2% 9.1% 4.5% 4.5% 22.7% 1.5% 16.7% 1.5%

農林漁業 15 26.7% 0.0% 33.3% 6.7% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 26.7% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 34.8% 17.4% 17.4% 13.0% 4.3% 8.7% 30.4% 4.3% 21.7% 4.3%

自由業 9 22.2% 11.1% 33.3% 22.2% 22.2% 11.1% 33.3% 0.0% 22.2% 0.0%

家族従業者 20 15.0% 10.0% 25.0% 15.0% 5.0% 5.0% 10.0% 0.0% 5.0% 0.0%

農林漁業 1 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 37.5% 25.0% 37.5% 37.5% 0.0% 12.5% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自由業 2 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0%

雇用人 230 35.7% 11.3% 31.3% 23.5% 23.9% 5.7% 20.0% 2.6% 15.7% 0.0%

管理職 30 43.3% 13.3% 33.3% 20.0% 33.3% 10.0% 23.3% 6.7% 13.3% 0.0%

専門技術職 73 38.4% 15.1% 39.7% 27.4% 23.3% 6.8% 15.1% 2.7% 20.5% 0.0%

事務職 54 37.0% 13.0% 38.9% 25.9% 27.8% 3.7% 24.1% 0.0% 13.0% 0.0%

労務職 62 33.9% 6.5% 19.4% 22.6% 21.0% 4.8% 24.2% 3.2% 16.1% 0.0%

無職 158 25.9% 6.3% 17.7% 9.5% 12.0% 3.8% 13.3% 0.6% 29.1% 1.3%

家事従事者 65 26.2% 6.2% 23.1% 13.8% 13.8% 4.6% 16.9% 0.0% 41.5% 0.0%

学生 13 30.8% 15.4% 23.1% 23.1% 7.7% 0.0% 7.7% 0.0% 38.5% 0.0%

その他の無職 52 38.5% 7.7% 19.2% 5.8% 17.3% 5.8% 17.3% 1.9% 26.9% 0.0%

職業無回答 82 28.0% 11.0% 25.6% 15.9% 24.4% 7.3% 15.9% 1.2% 36.6% 0.0%

全体
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 外国人の人権尊重   「どちらともいえない」が 45.7％ 

問 13 あなたは、外国人の人権が尊重されている社会だと思いますか。 

 「どちらともいえない」が 45.7％と最も高く、「そう思う」（どちらかといえば含む）が

36.4％、「そう思わない」（どちらかといえば含む）が 16.2％と肯定的回答が否定的回答を

20.2ポイント上回った。否定が肯定を 4.4ポイント上回った前回調査と結果が逆転してい

る。 

男女別では、「そう思う」（どちらかといえば含む）が男性 45.2％、女性 30.1％と男性が

女性を 15.1ポイント上回っている。 

年代別では、「そう思う」（どちらかといえば含む）は年代が低いほど高い傾向が見てと

れる。 

審議会からは、「どちらともいえない」が半数近くを占める背景として、国策による外国

人労働者やインバウンドの急増に対し、現場の受け入れスピードや市民の意識が追いつい

ていない実態が考えられる。今後、特定技能外国人の採用増加等が見込まれる中、企業側

への日本語学習の機会提供や日本人との交流促進など、行政機関からの働きかけに期待す

るとの意見が挙げられた。 

 

 

 

10.3%

6.5%

49.3%

26.1%

21.7%

45.7%

37.6%

11.3%

25.6%

4.9%

7.0%

47.4%

1.8%

1.5%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査(n=556)

令和2年度調査(n=585)

平成27年度調査(n=586)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

36.4% 16.2%【過去調査との比較】 
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13.3%

7.9%

31.9%

22.2%

37.6%

51.3%

10.2%

12.0%

6.2%

4.1%

0.9%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

(n=226)

女性

(n=316)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

45.2% 16.4%

30.1% 16.1%

25.6%

15.2%

11.6%

5.1%

4.7%

9.6%

25.6%

36.4%

26.7%

31.3%

21.3%

21.7%

37.2%

36.4%

40.7%

47.5%

54.3%

48.7%

11.6%

7.6%

14.0%

9.1%

13.4%

9.6%

4.5%

7.0%

5.1%

4.7%

6.1%

2.0%

1.6%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳～20歳代

(n=43)

30歳代

(n=66)

40歳代

(n=86)

50歳代

(n=99)

60歳代

(n=127)

70歳以上

(n=115)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

51.2% 11.6%

51.6% 12.1%

38.3% 21.0%

36.4% 14.2%

26.0% 18.1%

31.3% 15.7%

【性別】 

【年代別】 
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問 13 あなたは、外国人の人権が尊重されている社会だと思いますか。 
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答
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数
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と
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う
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そ

う

思

わ

な

い

無

回

答

556 57 145 254 63 27 10

100.0 10.3% 26.1% 45.7% 11.3% 4.9% 1.8%

男性 226 13.3% 31.9% 37.6% 10.2% 6.2% 0.9%

女性 316 7.9% 22.2% 51.3% 12.0% 4.1% 2.5%

その他 4 0.0% 25.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 10 20.0% 20.0% 40.0% 20.0% 0.0% 0.0%

18歳～20歳代 43 25.6% 25.6% 37.2% 11.6% 0.0% 0.0%

30歳代 66 15.2% 36.4% 36.4% 7.6% 4.5% 0.0%

40歳代 86 11.6% 26.7% 40.7% 14.0% 7.0% 0.0%

50歳代 99 5.1% 31.3% 47.5% 9.1% 5.1% 2.0%

60歳代 127 4.7% 21.3% 54.3% 13.4% 4.7% 1.6%

70歳以上 115 9.6% 21.7% 48.7% 9.6% 6.1% 4.3%

無回答 20 20.0% 20.0% 35.0% 20.0% 0.0% 5.0%

職業 自営業者 66 13.6% 18.2% 48.5% 7.6% 7.6% 4.5%

農林漁業 15 6.7% 6.7% 53.3% 6.7% 13.3% 13.3%

商工・建設・サービス業 23 17.4% 21.7% 52.2% 4.3% 4.3% 0.0%

自由業 9 11.1% 11.1% 44.4% 33.3% 0.0% 0.0%

家族従業者 20 10.0% 5.0% 70.0% 5.0% 5.0% 5.0%

農林漁業 1 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 12.5% 12.5% 62.5% 0.0% 12.5% 0.0%

自由業 2 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0%

雇用人 230 9.6% 29.6% 45.2% 10.0% 4.8% 0.9%

管理職 30 13.3% 56.7% 20.0% 10.0% 0.0% 0.0%

専門技術職 73 8.2% 24.7% 47.9% 12.3% 6.8% 0.0%

事務職 54 7.4% 25.9% 57.4% 7.4% 0.0% 1.9%

労務職 62 12.9% 27.4% 43.5% 8.1% 8.1% 0.0%

無職 158 10.8% 27.2% 42.4% 13.9% 3.8% 1.9%

家事従事者 65 9.2% 26.2% 46.2% 10.8% 4.6% 3.1%

学生 13 30.8% 38.5% 23.1% 7.7% 0.0% 0.0%

その他の無職 52 7.7% 26.9% 42.3% 17.3% 3.8% 1.9%

無回答 82 8.5% 25.6% 45.1% 14.6% 4.9% 0.0%

全体

性別

年齢
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 外国人に関する人権問題  全体的に減少傾向 

問 14 あなたは、外国人に関することがらで、

現在、どのような人権問題が起きていると思い

ますか。次の中からいくつでもあげてください。

（該当する番号に〇印をお付けください） 

 「地域社会での受け入れが十分でな

いこと」32.6％（前回 38.1％）、「就職

や仕事の内容、待遇で不利な取扱いを

受けること」が 29.1％（前回 41.5％）、

「保健、医療、防災、教育などの生活に

必要な情報が十分手に入らないこと」

27.3％（前回 41.4％）の順に続く。 

問 13で「そう思わない」（どちらかと

いえば含む）と答えた人に絞ると、「地

域社会での受入れが十分でないこと」

の 57.8％が最も高い。今回からの選択

肢「ヘイトスピーチなど特定の国籍の

外国人を排斥する趣旨の言動を行うこ

と」は 33.3％となっている。 

 

（注）内閣府の調査では同様の質問におい

て、「風習や習慣等の違いが受け入れられ

ないこと」27.8％、「就職・職場で不利な扱

いを受けること」22.1％、「差別的な言葉を

言われること」19.5％の順に多い。 

 県の調査では同様の質問において、「情

報の得にくさ」50.4％、「就職・職場の不利」

39.5％、「わからない」26.9％の順に多い。 

 

  

32.6%

13.8%

27.3%

29.1%

13.5%

16.5%

15.8%

19.2%

14.7%

2.2%

22.1%

0.9%

57.8%

24.4%

43.3%

54.4%

22.2%

28.9%

20.0%

33.3%

4.4%

2.2%

8.9%

1.1%

67.5%

42.9%

61.8%

66.0%

40.8%

43.5%

44.5%

1.0%

2.1%

6.8%

0.5%

58.6%

15.8%

37.8%

46.4%

14.4%

34.5%

22.7%

4.0%

7.2%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80%

地域社会での受け入れが十分でない

こと

アパートなどの住宅への入居が困難

なこと

保健、医療、防災、教育などの生活

に必要な情報が十分手に入らないこ

と

就職や仕事の内容、待遇で不利な取

扱いをすること

学校の受験資格の取扱いや、受入れ

体制が十分でないこと

文化・スポーツ施設、ショッピング

施設、役所、病院などで外国語表記

がなく、十分なサービスが受けられ

ないこと

難しい日本語表記や難しい漢字にル

ビが振っていないこと

ヘイトスピーチなど特定の国籍の外

国人を排斥する趣旨の言動を行うこ

と

特にない

その他

わからない

無回答

令和7年度・全体(n=556)

令和7年度・どちらかといえばそう思わない・そう思わない(n=90）

令和2年度・どちらかといえばそう思わない・そう思わない(n=191)

平成27年度(n=278)

【過去調査比較】 
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問 14 あなたは、外国人に関することがらで、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。 

 

 

  

回

答

者

数

地

域

社

会

で

の

受

け

入

れ

が

十

分

で

な

い

こ

と

ア

パ

ー

ト

な

ど

の

住

宅

へ

の

入

居

が

困

難

な

こ

と

保

健

、

医

療

、

防

災

、

教

育

な

ど

の

生

活

に

必

要

な

情

報

が

十

分

手

に

入

ら

な

い

こ

と

就

職

や

仕

事

の

内

容

、

待

遇

で

不

利

な

取

扱

い

を

す

る

こ

と

学

校

の

受

験

資

格

の

取

扱

い

や

、

受

入

れ

体

制

が

十

分

で

な

い

こ

と

文

化

・

ス

ポ

ー

ツ

施

設

、

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

施

設

、

役

所

、

病

院

な

ど

で

外

国

語

表

記

が

な

く

、

十

分

な

サ

ー

ビ

ス

が

受

け

ら

れ

な

い

こ

と

難

し

い

日

本

語

表

記

や

難

し

い

漢

字

に

ル

ビ

が

振

っ

て

い

な

い

こ

と

ヘ

イ

ト

ス

ピ

ー

チ

な

ど

特

定

の

国

籍

の

外

国

人

を

排

斥

す

る

趣

旨

の

言

動

を

行

う

こ

と

特

に

な

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

556 181 77 152 162 75 92 88 107 82 12 123 5

32.6% 13.8% 27.3% 29.1% 13.5% 16.5% 15.8% 19.2% 14.7% 2.2% 22.1% 0.9%

性別 男性 226 34.1% 11.5% 25.2% 28.3% 12.4% 14.6% 15.9% 22.1% 18.6% 2.7% 14.6% 0.9%

女性 316 32.3% 15.8% 29.4% 29.7% 14.2% 18.0% 16.1% 18.0% 12.0% 1.9% 26.6% 0.9%

その他 4 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0%

無回答 10 10.0% 10.0% 20.0% 30.0% 20.0% 10.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 40.0% 0.0%

年齢層 18～20歳代 43 23.3% 4.7% 25.6% 32.6% 11.6% 11.6% 16.3% 18.6% 23.3% 2.3% 11.6% 0.0%

30歳代 66 31.8% 6.1% 25.8% 24.2% 9.1% 15.2% 16.7% 13.6% 18.2% 6.1% 15.2% 1.5%

40歳代 86 26.7% 8.1% 20.9% 25.6% 12.8% 11.6% 15.1% 23.3% 20.9% 5.8% 19.8% 1.2%

50歳代 99 34.3% 20.2% 25.3% 32.3% 16.2% 16.2% 20.2% 12.1% 16.2% 1.0% 25.3% 0.0%

60歳代 127 40.9% 19.7% 29.9% 32.3% 16.5% 19.7% 15.7% 26.8% 9.4% 0.0% 21.3% 0.8%

70歳以上 115 33.0% 14.8% 33.0% 27.0% 10.4% 21.7% 13.0% 18.3% 9.6% 0.9% 29.6% 0.9%

無回答 20 15.0% 10.0% 25.0% 30.0% 20.0% 5.0% 10.0% 15.0% 15.0% 0.0% 25.0% 0.0%

職業 自営業者 66 22.7% 18.2% 13.6% 16.7% 12.1% 9.1% 9.1% 18.2% 12.1% 1.5% 13.6% 1.5%

農林漁業 15 13.3% 26.7% 6.7% 20.0% 26.7% 20.0% 20.0% 20.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 43.5% 17.4% 21.7% 21.7% 8.7% 8.7% 8.7% 21.7% 17.4% 0.0% 17.4% 4.3%

自由業 9 33.3% 44.4% 33.3% 33.3% 22.2% 11.1% 11.1% 44.4% 11.1% 11.1% 22.2% 0.0%

家族従業者 20 35.0% 10.0% 15.0% 25.0% 10.0% 5.0% 15.0% 20.0% 5.0% 0.0% 5.0% 0.0%

農林漁業 1 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 62.5% 12.5% 25.0% 37.5% 12.5% 0.0% 25.0% 25.0% 12.5% 0.0% 12.5% 0.0%

自由業 2 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

雇用人 230 32.6% 13.0% 23.9% 31.7% 13.5% 14.8% 18.3% 19.1% 15.7% 2.2% 15.7% 0.4%

管理職 30 36.7% 20.0% 20.0% 26.7% 10.0% 6.7% 20.0% 23.3% 16.7% 3.3% 20.0% 0.0%

専門技術職 73 37.0% 15.1% 31.5% 38.4% 19.2% 17.8% 16.4% 20.5% 16.4% 2.7% 12.3% 1.4%

事務職 54 25.9% 11.1% 27.8% 33.3% 14.8% 16.7% 14.8% 20.4% 16.7% 1.9% 20.4% 0.0%

労務職 62 37.1% 11.3% 17.7% 30.6% 9.7% 16.1% 25.8% 17.7% 16.1% 1.6% 16.1% 0.0%

無職 158 24.7% 8.9% 25.9% 22.2% 10.1% 15.8% 9.5% 13.3% 10.8% 0.6% 20.3% 0.6%

家事従事者 65 27.7% 10.8% 29.2% 27.7% 10.8% 13.8% 10.8% 16.9% 13.8% 0.0% 30.8% 1.5%

学生 13 23.1% 0.0% 15.4% 15.4% 15.4% 15.4% 15.4% 0.0% 30.8% 7.7% 7.7% 0.0%

その他の無職 52 34.6% 13.5% 38.5% 28.8% 13.5% 26.9% 11.5% 19.2% 7.7% 0.0% 21.2% 0.0%

職業無回答 82 29.3% 15.9% 29.3% 28.0% 9.8% 19.5% 14.6% 18.3% 14.6% 3.7% 28.0% 3.7%

全体
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 ハンセン病患者（回復者）の人権尊重  「どちらともいえない」が過半数 

問 15 あなたは、ハンセン病患者（回復者）の人権が尊重されている社会だと思いますか。 

「どちらともいえない」が 57.2％と、他の質問項目と比較しても特に多い。 

「そう思う」（どちらかといえば含む）が 25.4％、「そう思わない」（どちらかといえば含

む）が 14.2％と肯定的回答が否定的回答を 11.2 ポイント上回る結果となった。今回初め

て肯定が否定を上回る結果となった。 

 年代別では、概ね年齢が上がるほど「そう思わない」（どちらかといえば含む）の割合が

高くなっている。 

 

 
 

 

 

8.5%

3.8%

37.0%

16.9%

13.0%

57.2%

55.6%

8.6%

16.9%

5.6%

8.5%

58.0%

3.2%

2.2%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和7年度調査(n=556)

令和2年度調査(n=585)

平成27年度調査(n=586)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

25.4% 14.2%

12.8%

5.4%

15.9%

17.4%

52.7%

60.1%

11.1%

7.3%

4.9%

6.0%

2.7%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

(n=226)

女性

(n=316)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

28.7% 16.0%

22.8% 13.3%

【過去調査との比較】 

【性別】 
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18.6%

10.6%

9.3%

4.0%

6.3%

7.0%

16.3%

16.7%

12.8%

19.2%

18.1%

15.7%

60.5%

60.6%

60.5%

59.6%

55.9%

53.9%

2.3%

6.1%

14.0%

9.1%

11.8%

6.1%

2.3%

4.5%

2.3%

6.1%

5.5%

10.4%

1.5%

1.2%

2.0%

2.4%

7.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳～20歳代

(n=43)

30歳代

(n=66)

40歳代

(n=86)

50歳代

(n=99)

60歳代

(n=127)

70歳以上

(n=115)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

34.9% 4.6%

27.3% 10.6%

22.1% 16.3%

23.2% 15.2%

24.4% 17.3%

22.7% 16.5%

【年代別】 
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問 15 あなたは、ハンセン病患者（回復者）の人権が尊重されている社会だと思いますか。 

 

  

回

答

者

数

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

無

回

答

556 47 94 318 48 31 18

100.0 8.5% 16.9% 57.2% 8.6% 5.6% 3.2%

男性 226 12.8% 15.9% 52.7% 11.1% 4.9% 2.7%

女性 316 5.4% 17.4% 60.1% 7.3% 6.0% 3.8%

その他 4 0.0% 25.0% 50.0% 0.0% 25.0% 0.0%

無回答 10 10.0% 20.0% 70.0% 0.0% 0.0% 0.0%

18歳～20歳代 43 18.6% 16.3% 60.5% 2.3% 2.3% 0.0%

30歳代 66 10.6% 16.7% 60.6% 6.1% 4.5% 1.5%

40歳代 86 9.3% 12.8% 60.5% 14.0% 2.3% 1.2%

50歳代 99 4.0% 19.2% 59.6% 9.1% 6.1% 2.0%

60歳代 127 6.3% 18.1% 55.9% 11.8% 5.5% 2.4%

70歳以上 115 7.0% 15.7% 53.9% 6.1% 10.4% 7.0%

無回答 20 20.0% 25.0% 40.0% 0.0% 0.0% 15.0%

職業 自営業者 66 13.6% 13.6% 60.6% 4.5% 4.5% 3.0%

農林漁業 15 6.7% 6.7% 73.3% 6.7% 0.0% 6.7%

商工・建設・サービス業 23 17.4% 13.0% 60.9% 4.3% 4.3% 0.0%

自由業 9 22.2% 11.1% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0%

家族従業者 20 15.0% 15.0% 55.0% 5.0% 5.0% 5.0%

農林漁業 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 25.0% 0.0% 62.5% 0.0% 12.5% 0.0%

自由業 2 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

雇用人 230 8.7% 16.1% 57.8% 10.9% 5.2% 1.3%

管理職 30 13.3% 20.0% 40.0% 16.7% 6.7% 3.3%

専門技術職 73 6.8% 19.2% 54.8% 13.7% 4.1% 1.4%

事務職 54 9.3% 13.0% 63.0% 7.4% 5.6% 1.9%

労務職 62 9.7% 14.5% 59.7% 9.7% 6.5% 0.0%

無職 158 5.1% 18.4% 57.0% 8.2% 7.0% 4.4%

家事従事者 65 3.1% 18.5% 64.6% 4.6% 6.2% 3.1%

学生 13 7.7% 23.1% 69.2% 0.0% 0.0% 0.0%

その他の無職 52 5.8% 13.5% 53.8% 15.4% 7.7% 3.8%

無回答 82 8.5% 19.5% 53.7% 7.3% 4.9% 17.1%

全体

性別

年齢
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 ハンセン病患者（回復者）に関する人権問題  「わからない」が 42.6％ 

問 16 あなたは、ハンセン病患者（回復者）に

関することがらで、現在、どのような人権問題が

起きていると思いますか。次の中からいくつでも

あげてください。（該当する番号に〇印をお付け

ください） 

「わからない」42.6％、「怖い病気と

いった誤解があること」30.8％、「じろ

じろと見たり避けたりすること」

21.4％との順に続く。 

問 15で「そう思わない」（どちらかと

いえば含む）と答えた人の集計では、

「怖い病気といった誤解があること」

57.0％（前回 59.5％）、「偏見により差

別的な言動をとること」、45.6％（前回

60.3％）、「ハンセン病療養所の外で自

立した生活を営むのが困難なこと」

38.0％（前回 58.7％）の順となった。 

人権が尊重されていない内容を問う

９つの質問の中で、「わからない」と答

える人が最も多かったのは、この設問

である。 

 

（注）内閣府の調査では同様の質問におい

て、「特にない」55.5％、「ハンセン病療養

所の外で自立した生活を営むのが困難な

こと」22.2％、交際や結婚を反対されるこ

と」19.3％の順に多い。 

 県の調査では同様の質問において、「わ

からない」55.1％、「自立した生活が困難」

26.6％、「差別的な言動」23.5％の順に多い。 

  

21.4%

12.1%

6.1%

19.8%

20.7%

5.8%

5.4%

30.8%

10.8%

2.0%

42.6%

1.3%

35.4%

31.6%

12.7%

38.0%

45.6%

12.7%

8.9%

57.0%

0.0%

3.8%

20.3%

0.0%

63.5%

49.2%

11.9%

58.7%

60.3%

23.8%

30.2%

59.5%

4.8%

2.4%

11.9%

0.0%

45.7%

22.2%

4.8%

40.2%

28.9%

3.5%

4.2%

47.3%

20.9%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80%

じろじろと見たり避けたりす

ること

就職・職場で不利な扱いをす

ること

医療機関で治療や入院を断る

こと

ハンセン病療養所の外で自立

した生活を営むのが困難なこ

と

偏見により差別的な言動をと

ること

アパートなどの住宅への入居

が困難なこと

旅館、ホテル等において、不

当な扱いをすること

怖い病気といった誤解がある

こと

特にない

その他

わからない

無回答

令和7年度・全体(n=556)

令和7年度・どちらかといえばそう思わない・そう思わない(n=152）

令和2年度・どちらかといえばそう思わない・そう思わない(n=126)

平成27年度調査(n=311)

【過去調査比較】 
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問 16 あなたは、ハンセン病患者（回復者）に関することがらで、現在、どのような人権問題が起きていると思います

か。 

 

 

 

  

回

答

者

数

じ

ろ

じ

ろ

と

見

た

り

避

け

た

り

す

る

こ

と

就

職

・

職

場

で

不

利

な

扱

い

を

す

る

こ

と

医

療

機

関

で

治

療

や

入

院

を

断

る

こ

と

ハ

ン

セ

ン

病

療

養

所

の

外

で

自

立

し

た

生

活

を

営

む

の

が

困

難

な

こ

と 偏

見

に

よ

り

差

別

的

な

言

動

を

と

る

こ

と

ア

パ

ー

ト

な

ど

の

住

宅

へ

の

入

居

が

困

難

な

こ

と

旅

館

、

ホ

テ

ル

等

に

お

い

て

、

不

当

な

扱

い

を

す

る

こ

と

怖

い

病

気

と

い

っ

た

誤

解

が

あ

る

こ

と

特

に

な

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

556 119 67 34 110 115 32 30 171 60 11 237 7

21.4% 12.1% 6.1% 19.8% 20.7% 5.8% 5.4% 30.8% 10.8% 2.0% 42.6% 1.3%

性別 男性 226 24.3% 14.6% 5.3% 18.6% 18.1% 6.2% 5.3% 32.3% 13.3% 1.8% 38.5% 0.4%

女性 316 19.9% 10.8% 7.0% 21.2% 23.1% 5.7% 5.7% 30.1% 8.9% 1.9% 44.9% 1.9%

その他 4 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0%

無回答 10 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 20.0% 10.0% 60.0% 0.0%

年齢層 18～20歳代 43 16.3% 2.3% 7.0% 4.7% 14.0% 2.3% 4.7% 23.3% 7.0% 4.7% 53.5% 0.0%

30歳代 66 24.2% 10.6% 9.1% 15.2% 24.2% 1.5% 6.1% 31.8% 18.2% 0.0% 39.4% 0.0%

40歳代 86 19.8% 15.1% 7.0% 18.6% 23.3% 3.5% 4.7% 23.3% 15.1% 1.2% 47.7% 0.0%

50歳代 99 21.2% 7.1% 6.1% 19.2% 19.2% 6.1% 9.1% 35.4% 9.1% 2.0% 44.4% 1.0%

60歳代 127 24.4% 15.0% 4.7% 29.1% 26.8% 6.3% 2.4% 37.0% 4.7% 0.0% 35.4% 0.8%

70歳以上 115 20.9% 16.5% 6.1% 20.9% 16.5% 11.3% 6.1% 28.7% 12.2% 4.3% 41.7% 3.5%

無回答 20 15.0% 5.0% 0.0% 10.0% 5.0% 0.0% 5.0% 25.0% 15.0% 5.0% 50.0% 5.0%

職業 自営業者 66 12.1% 9.1% 4.5% 6.1% 16.7% 1.5% 4.5% 19.7% 12.1% 0.0% 31.8% 0.0%

農林漁業 15 0.0% 6.7% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 13.3% 13.3% 0.0% 53.3% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 26.1% 21.7% 13.0% 13.0% 17.4% 4.3% 8.7% 34.8% 21.7% 0.0% 39.1% 0.0%

自由業 9 22.2% 0.0% 0.0% 11.1% 22.2% 0.0% 11.1% 33.3% 11.1% 0.0% 44.4% 0.0%

家族従業者 20 25.0% 5.0% 10.0% 20.0% 25.0% 5.0% 5.0% 30.0% 5.0% 0.0% 10.0% 5.0%

農林漁業 1 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 37.5% 0.0% 12.5% 25.0% 37.5% 0.0% 0.0% 50.0% 12.5% 0.0% 25.0% 0.0%

自由業 2 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

雇用人 230 20.0% 10.9% 7.4% 18.3% 21.3% 4.8% 5.2% 31.7% 12.6% 2.2% 37.8% 0.4%

管理職 30 20.0% 16.7% 6.7% 20.0% 16.7% 3.3% 6.7% 20.0% 13.3% 0.0% 46.7% 0.0%

専門技術職 73 19.2% 12.3% 9.6% 20.5% 31.5% 6.8% 5.5% 41.1% 12.3% 1.4% 34.2% 1.4%

事務職 54 20.4% 3.7% 7.4% 14.8% 16.7% 3.7% 5.6% 37.0% 13.0% 5.6% 40.7% 0.0%

労務職 62 24.2% 14.5% 6.5% 21.0% 19.4% 4.8% 4.8% 27.4% 14.5% 1.6% 41.9% 0.0%

無職 158 19.0% 10.8% 2.5% 18.4% 16.5% 3.8% 3.8% 26.6% 3.8% 0.6% 36.7% 2.5%

家事従事者 65 23.1% 10.8% 3.1% 24.6% 15.4% 3.1% 3.1% 29.2% 6.2% 1.5% 43.1% 1.5%

学生 13 15.4% 7.7% 0.0% 0.0% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 0.0% 76.9% 0.0%

その他の無職 52 25.0% 17.3% 3.8% 25.0% 26.9% 7.7% 7.7% 44.2% 1.9% 0.0% 38.5% 1.9%

職業無回答 82 24.4% 9.8% 2.4% 24.4% 15.9% 6.1% 4.9% 25.6% 9.8% 3.7% 42.7% 1.2%

全体
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 性的マイノリティ（性的少数者）の人権尊重  「そう思わない」（どちらかといえば含む）が 31.5％ 

問 17 あなたは、性的マイノリティ（性的少数者）の人権が尊重されている社会だと思いますか。 

 「そう思う」（どちらかといえば含む）が 19.5％、「そう思わない」（どちらかといえば含

む）が 31.5％で、否定的回答が肯定的回答を 12.0ポイント上回った。 

 男女別では、「そう思う」（どちらかといえば含む）は、男性 27.0％、女性 13.6％と男性

が 13.4ポイント高く、「そう思わない」（どちらかといえば含む）は逆に、男性 29.6％、女

性 32.9％と女性が 3.3ポイント高く、男女間での認識の違いが見られる。 

 

 

 

 

 

4.9%

5.1%

40.4%

14.6%

13.5%

46.9%

56.2%

21.2%

13.7%

10.3%

7.9%

53.1%

2.2%

3.6%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和7年度調査(n=556)

令和2年度調査(n=585)

平成27年度調査(n=586)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

19.5% 31.5%

7.5%

3.2%

19.5%

10.4%

40.7%

51.6%

19.9%

22.8%

9.7%

10.1%

2.7%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

(n=226)

女性

(n=316)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

27.0% 29.6%

13.6% 32.9%

【性別】 

【過去調査との比較】 
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9.3%

7.6%

3.5%

4.0%

3.9%

3.5%

11.6%

15.2%

14.0%

18.2%

13.4%

11.3%

39.5%

45.5%

51.2%

43.4%

51.2%

47.8%

25.6%

19.7%

22.1%

29.3%

19.7%

13.9%

14.0%

9.1%

8.1%

5.1%

11.0%

16.5%

3.0%

1.2%

0.8%

7.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳～20歳代

(n=43)

30歳代

(n=66)

40歳代

(n=86)

50歳代

(n=99)

60歳代

(n=127)

70歳以上

(n=115)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

20.9% 39.6%

22.8% 28.8%

17.5% 30.2%

22.2% 34.4%

17.3% 30.7%

14.8% 30.4%

【年代別】 
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問 17 あなたは、性的マイノリティ（性的少数者）の人権が尊重されている社会だと思いますか。 

 

  

回

答

者

数

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

無

回

答

556 27 81 261 118 57 12

100.0 4.9% 14.6% 46.9% 21.2% 10.3% 2.2%

男性 226 7.5% 19.5% 40.7% 19.9% 9.7% 2.7%

女性 316 3.2% 10.4% 51.6% 22.8% 10.1% 1.9%

その他 4 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 75.0% 0.0%

無回答 10 0.0% 40.0% 50.0% 10.0% 0.0% 0.0%

18歳～20歳代 43 9.3% 11.6% 39.5% 25.6% 14.0% 0.0%

30歳代 66 7.6% 15.2% 45.5% 19.7% 9.1% 3.0%

40歳代 86 3.5% 14.0% 51.2% 22.1% 8.1% 1.2%

50歳代 99 4.0% 18.2% 43.4% 29.3% 5.1% 0.0%

60歳代 127 3.9% 13.4% 51.2% 19.7% 11.0% 0.8%

70歳以上 115 3.5% 11.3% 47.8% 13.9% 16.5% 7.0%

無回答 20 10.0% 30.0% 35.0% 25.0% 0.0% 0.0%

自営業者 66 6.1% 13.6% 50.0% 18.2% 10.6% 1.5%

農林漁業 15 6.7% 6.7% 60.0% 6.7% 13.3% 6.7%

商工・建設・サービス業 23 8.7% 13.0% 43.5% 26.1% 8.7% 0.0%

自由業 9 0.0% 11.1% 55.6% 22.2% 11.1% 0.0%

家族従業者 20 0.0% 15.0% 45.0% 20.0% 15.0% 5.0%

農林漁業 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 0.0% 25.0% 62.5% 12.5% 0.0% 0.0%

自由業 2 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0%

雇用人 230 4.8% 14.8% 51.7% 20.9% 7.4% 0.4%

管理職 30 10.0% 20.0% 33.3% 30.0% 6.7% 0.0%

専門技術職 73 2.7% 11.0% 56.2% 19.2% 9.6% 0.0%

事務職 54 1.9% 14.8% 51.9% 25.9% 5.6% 0.0%

労務職 62 6.5% 17.7% 53.2% 14.5% 8.1% 0.0%

無職 158 3.8% 10.8% 43.0% 24.1% 14.6% 3.8%

家事従事者 65 4.6% 6.2% 50.8% 20.0% 15.4% 3.1%

学生 13 15.4% 7.7% 38.5% 30.8% 7.7% 0.0%

その他の無職 52 1.9% 17.3% 34.6% 28.8% 15.4% 1.9%

無回答 82 7.3% 22.0% 39.0% 19.5% 8.5% 3.7%

全体

性別

年齢

職業
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 性的マイノリティ（性的少数者）に関する人権問題  「理解が足りないこと」51.3％ 

問 18 あなたは、性的マイノリティ（性的少数

者）に関することがらで、現在、どのような人権

問題が起きていると思いますか。次の中からい

くつでもあげてください。（該当する番号に〇印

をお付けください） 

 「性的マイノリティ（性的少数者）に

対する理解が足りないこと」が 51.3％、

また問 17で「そう思わない」（どちらか

といえば含む）と答えた人では 73.1％

と最も多かった。 

続いて「差別的な言動をとること」

32.0％、「職場や学校において嫌がらせ

をすること」18.5％、「じろじろ見たり、

避けたりすること」18.0％、「就職や職

場で不利な取扱いをすること」14.9％

となった。 

 

 （注）県の調査では同様の質問において、

「理解不足」54.2％、「差別的言動」38.2％、

「法的支援制度の不整備」33.8％の順に多

い。 

 

  

18.5%

32.0%

14.9%

5.6%

5.0%

5.6%

18.0%

51.3%

10.8%

2.0%

25.0%

1.4%

25.1%

52.0%

23.4%

8.6%

7.4%

7.4%

27.4%

73.1%

2.3%

1.7%

12.6%

0.0%

47.9%

64.4%

37.1%

13.9%

11.2%

10.1%

36.3%

79.8%

1.9%

1.5%

10.1%

0.0%

0% 50% 100%

職場や学校において嫌がらせ

をすること

差別的な言動をとること

就職や職場で不利な取扱いを

すること

アパートなどの住宅への入居

が困難なこと

旅館、ホテル等において、不

当な扱いをすること

店舗等への入店や施設利用に

ついて、不当な扱いをするこ

と

じろじろ見たり、避けたりす

ること

性的マイノリティ（性的少数

者）に対する理解が足りない

こと

特にない

その他

わからない

無回答

令和7年度・全体(n=556)

令和7年度・どちらかといえばそう思わない・そう思わない(n=175）

令2年度・どちらかといえばそう思わない・そう思わない(n=126)

【過去調査比較】 
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問 18 あなたは、性的マイノリティ（性的少数者）に関することがらで、現在、どのような人権問題が起きていると思い

ますか。 

 

  

回

答

者

数

職

場

や

学

校

に

お

い

て

嫌

が

ら

せ

を

す

る

こ

と

差

別

的

な

言

動

を

と

る

こ

と

就

職

や

職

場

で

不

利

な

取

扱

い

を

す

る

こ

と

ア

パ

ー

ト

な

ど

の

住

宅

へ

の

入

居

が

困

難

な

こ

と

旅

館

、

ホ

テ

ル

等

に

お

い

て

、

不

当

な

扱

い

を

す

る

こ

と

店

舗

等

へ

の

入

店

や

施

設

利

用

に

つ

い

て

、

不

当

な

扱

い

を

す

る

こ

と じ

ろ

じ

ろ

見

た

り

、

避

け

た

り

す

る

こ

と

性

的

マ

イ

ノ

リ

テ

ィ

（

性

的

少

数

者

）

に

対

す

る

理

解

が

足

り

な

い

こ

と

特

に

な

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

556 103 178 83 31 28 31 100 285 60 11 139 8

18.5% 32.0% 14.9% 5.6% 5.0% 5.6% 18.0% 51.3% 10.8% 2.0% 25.0% 1.4%

性別 男性 226 17.3% 30.5% 13.7% 3.1% 4.9% 4.4% 13.7% 47.3% 13.3% 1.8% 23.5% 1.8%

女性 316 19.9% 32.6% 15.8% 7.0% 5.4% 6.3% 20.9% 53.8% 8.9% 1.9% 26.3% 1.3%

その他 4 0.0% 75.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 100.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0%

無回答 10 10.0% 30.0% 10.0% 10.0% 0.0% 10.0% 20.0% 40.0% 20.0% 0.0% 30.0% 0.0%

年齢層 18～20歳代 43 25.6% 44.2% 11.6% 0.0% 4.7% 7.0% 18.6% 60.5% 14.0% 2.3% 11.6% 0.0%

30歳代 66 24.2% 34.8% 1.5% 6.1% 4.5% 1.5% 16.7% 59.1% 9.1% 1.5% 13.6% 3.0%

40歳代 86 15.1% 36.0% 16.3% 7.0% 7.0% 5.8% 18.6% 52.3% 9.3% 3.5% 23.3% 1.2%

50歳代 99 18.2% 35.4% 13.1% 6.1% 6.1% 8.1% 19.2% 52.5% 11.1% 1.0% 24.2% 0.0%

60歳代 127 20.5% 33.1% 21.3% 5.5% 3.9% 3.9% 21.3% 55.9% 5.5% 1.6% 26.8% 0.8%

70歳以上 115 13.9% 22.6% 18.3% 6.1% 5.2% 7.8% 15.7% 37.4% 14.8% 1.7% 36.5% 3.5%

無回答 20 15.0% 10.0% 10.0% 5.0% 0.0% 0.0% 5.0% 45.0% 25.0% 5.0% 25.0% 0.0%

職業 自営業者 66 10.6% 12.1% 9.1% 6.1% 1.5% 3.0% 9.1% 33.3% 12.1% 3.0% 18.2% 0.0%

農林漁業 15 0.0% 6.7% 0.0% 6.7% 0.0% 6.7% 13.3% 33.3% 13.3% 0.0% 40.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 26.1% 26.1% 26.1% 8.7% 4.3% 4.3% 17.4% 56.5% 17.4% 4.3% 17.4% 0.0%

自由業 9 11.1% 11.1% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 44.4% 22.2% 11.1% 22.2% 0.0%

家族従業者 20 20.0% 30.0% 15.0% 10.0% 10.0% 10.0% 15.0% 35.0% 5.0% 0.0% 0.0% 5.0%

農林漁業 1 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 37.5% 50.0% 25.0% 12.5% 12.5% 12.5% 25.0% 62.5% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0%

自由業 2 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

雇用人 230 18.3% 35.2% 11.3% 4.8% 5.7% 4.8% 17.4% 51.3% 11.3% 1.3% 18.7% 0.9%

管理職 30 16.7% 33.3% 13.3% 6.7% 10.0% 6.7% 20.0% 46.7% 10.0% 3.3% 23.3% 0.0%

専門技術職 73 20.5% 39.7% 12.3% 1.4% 5.5% 4.1% 20.5% 56.2% 9.6% 1.4% 20.5% 2.7%

事務職 54 18.5% 37.0% 9.3% 9.3% 9.3% 1.9% 18.5% 66.7% 7.4% 1.9% 16.7% 0.0%

労務職 62 19.4% 35.5% 12.9% 4.8% 1.6% 8.1% 14.5% 43.5% 19.4% 0.0% 19.4% 1.6%

無職 158 13.9% 26.6% 13.3% 5.1% 3.2% 2.5% 15.2% 43.7% 5.7% 1.3% 24.1% 1.9%

家事従事者 65 13.8% 27.7% 15.4% 7.7% 3.1% 3.1% 16.9% 50.8% 4.6% 1.5% 33.8% 1.5%

学生 13 30.8% 46.2% 15.4% 0.0% 7.7% 7.7% 15.4% 53.8% 7.7% 0.0% 15.4% 0.0%

その他の無職 52 17.3% 34.6% 17.3% 5.8% 3.8% 1.9% 21.2% 55.8% 9.6% 1.9% 26.9% 1.9%

職業無回答 82 18.3% 31.7% 14.6% 3.7% 4.9% 7.3% 19.5% 50.0% 8.5% 2.4% 26.8% 2.4%

全体



50 

 

 犯罪被害者等の人権尊重  「そう思わない」（どちらかといえば含む）が 35.3％ 

問 19 あなたは、犯罪被害者等の人権が尊重されている社会だと思いますか。 

 「そう思う」（どちらかといえば含む）が 11.9％、「そう思わない」（どちらかといえば含

む）が 35.3％で、否定的回答が肯定的回答を 23.4ポイントと大きく上回った。 

 男女別では、「そう思う」（どちらかといえば含む）は、男性 14.2％、女性 10.1％と男性

が 4.1 ポイント高く、「そう思わない」（どちらかといえば含む）も、男性 38.0％、女性

34.2％と男性が 3.8ポイント高い。 

 

 

 

  

3.1%

4.0%

2.5%

8.8%

10.2%

7.6%

49.5%

46.0%

50.9%

18.9%

19.9%

18.7%

16.4%

18.1%

15.5%

3.4%

1.8%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=556)

男性

(n=226)

女性

(n=316)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

11.9% 35.3%

14.2% 38.0%

10.1% 34.2%

9.3%

3.0%

1.2%

3.0%

1.6%

4.3%

7.0%

15.2%

7.0%

7.1%

9.4%

6.1%

44.2%

56.1%

57.0%

50.5%

44.9%

47.0%

27.9%

13.6%

15.1%

24.2%

18.9%

16.5%

11.6%

12.1%

17.4%

14.1%

21.3%

18.3%

2.3%

1.0%

3.9%

7.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳～20歳代

(n=43)

30歳代

(n=66)

40歳代

(n=86)

50歳代

(n=99)

60歳代

(n=127)

70歳以上

(n=115)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

16.3% 39.5%

18.2% 25.7%

8.2% 32.5%

10.1% 38.3%

11.0% 40.2%

10.4% 34.8%

【年代別】 

【性別】 
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問 19 あなたは、犯罪被害者等の人権が尊重されている社会だと思いますか。 

 

  

回

答

者

数

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

無

回

答

556 17 49 275 105 91 19

100.0 3.1% 8.8% 49.5% 18.9% 16.4% 3.4%

男性 226 4.0% 10.2% 46.0% 19.9% 18.1% 1.8%

女性 316 2.5% 7.6% 50.9% 18.7% 15.5% 4.7%

その他 4 0.0% 25.0% 50.0% 0.0% 25.0% 0.0%

無回答 10 0.0% 10.0% 80.0% 10.0% 0.0% 0.0%

18歳～20歳代 43 9.3% 7.0% 44.2% 27.9% 11.6% 0.0%

30歳代 66 3.0% 15.2% 56.1% 13.6% 12.1% 0.0%

40歳代 86 1.2% 7.0% 57.0% 15.1% 17.4% 2.3%

50歳代 99 3.0% 7.1% 50.5% 24.2% 14.1% 1.0%

60歳代 127 1.6% 9.4% 44.9% 18.9% 21.3% 3.9%

70歳以上 115 4.3% 6.1% 47.0% 16.5% 18.3% 7.8%

無回答 20 0.0% 20.0% 45.0% 20.0% 5.0% 10.0%

自営業者 66 7.6% 7.6% 53.0% 16.7% 13.6% 1.5%

農林漁業 15 6.7% 13.3% 46.7% 20.0% 13.3% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 13.0% 0.0% 69.6% 13.0% 4.3% 0.0%

自由業 9 11.1% 11.1% 33.3% 22.2% 11.1% 11.1%

家族従業者 20 5.0% 10.0% 40.0% 15.0% 25.0% 5.0%

農林漁業 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 12.5% 0.0% 62.5% 12.5% 12.5% 0.0%

自由業 2 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

雇用人 230 1.3% 7.8% 55.7% 18.3% 16.1% 0.9%

管理職 30 0.0% 13.3% 43.3% 23.3% 20.0% 0.0%

専門技術職 73 0.0% 4.1% 61.6% 15.1% 17.8% 1.4%

事務職 54 1.9% 5.6% 59.3% 24.1% 7.4% 1.9%

労務職 62 3.2% 11.3% 50.0% 17.7% 17.7% 0.0%

無職 158 3.2% 7.0% 43.0% 21.5% 19.0% 6.3%

家事従事者 65 4.6% 1.5% 50.8% 12.3% 23.1% 7.7%

学生 13 7.7% 7.7% 38.5% 30.8% 15.4% 0.0%

その他の無職 52 0.0% 13.5% 30.8% 32.7% 19.2% 3.8%

無回答 82 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

性別

年齢

職業
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 犯罪被害者等に関する人権問題  「インターネット上での書き込み」54.5％ 

問 20 あなたは、犯罪被害者等に関することが

らで、現在、どのような人権問題が起きていると

思いますか。次の中からいくつでもあげてくださ

い。（該当する番号に〇印をお付けください） 

 「インターネット上での誹謗中傷、個

人情報の書き込みなど」が 54.5％、ま

た問 19で「そう思わない」（どちらかと

いえば含む）と答えた人では 71.4％と

最も多かった。 

続いて「周囲のうわさ話や興味本位

の質問」49.5％、「マスメディアやイン

ターネット上での情報発信によるプラ

イバシーの侵害」48.9％、「捜査や裁判

における精神的・時間的負担」48.2％と

なった。 

 

 （注）県の調査では同様の質問において、

「プライバシーが保てない」63.2％、「うわ

さ話をされる」58.1％、「精神的負担を受け

る」44.3％の順に多い。 

  

48.2%

29.1%

30.2%

49.5%

48.9%

54.5%

23.4%

20.3%

26.8%

2.9%

1.4%

19.4%

0.9%

61.7%

43.4%

43.4%

64.8%

66.8%

71.4%

35.7%

27.6%

39.3%

0.5%

1.5%

9.2%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

捜査や裁判における精神的・

時間的負担

捜査・公判・行政手続きの過

程、医療、福祉等の場での配

慮に欠ける対応

家族、親戚、友人など身近な

人の理解を欠く言動

周囲のうわさ話や興味本位の

質問

マスメディアやインターネッ

ト上での情報発信によるプラ

イバシーの侵害

インターネット上での誹謗中

傷、個人情報の書き込みなど

医療費の負担や生計者の死

亡・失職などによる経済的困

窮

過去の犯罪被害に関する情報

の拡散

加害者が同じ犯罪被害者等へ

再度加害行動を起こすこと

特にない

その他

わからない

無回答

令和7年度・全体(n=556)

令和7年度・どちらかといえばそう思わない・そう思わない(n=196）
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問 20 あなたは、犯罪被害者等に関することがらで、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。 

 

  

回

答

者

数

捜

査

や

裁

判

に

お

け

る

精

神

的

・

時

間

的

負

担

捜

査

・

公

判

・

行

政

手

続

き

の

過

程

、

医

療

、

福

祉

等

の

場

で

の

配

慮

に

欠

け

る

対

応

家

族

、

親

戚

、

友

人

な

ど

身

近

な

人

の

理

解

を

欠

く

言

動

周

囲

の

う

わ

さ

話

や

興

味

本

位

の

質

問

マ

ス

メ

デ

ィ

ア

や

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

上

で

の

情

報

発

信

に

よ

る

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

の

侵

害

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

上

で

の

誹

謗

中

傷

、

個

人

情

報

の

書

き

込

み

な

ど

医

療

費

の

負

担

や

生

計

者

の

死

亡

・

失

職

な

ど

に

よ

る

経

済

的

困

窮 過

去

の

犯

罪

被

害

に

関

す

る

情

報

の

拡

散

加

害

者

が

同

じ

犯

罪

被

害

者

等

へ

再

度

加

害

行

動

を

起

こ

す

こ

と

特

に

な

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

556 268 162 168 275 272 303 130 113 149 16 8 108 5

48.2% 29.1% 30.2% 49.5% 48.9% 54.5% 23.4% 20.3% 26.8% 2.9% 1.4% 19.4% 0.9%

性別 男性 226 42.0% 26.5% 26.5% 44.7% 46.0% 50.4% 19.9% 17.3% 23.5% 3.1% 1.8% 22.6% 1.3%

女性 316 52.8% 31.3% 33.2% 52.8% 51.3% 58.2% 25.9% 22.5% 29.4% 2.8% 1.3% 17.1% 0.6%

その他 4 50.0% 25.0% 25.0% 75.0% 75.0% 50.0% 25.0% 0.0% 75.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0%

無回答 10 40.0% 20.0% 20.0% 40.0% 30.0% 30.0% 20.0% 30.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0%

年齢層 18～20歳代 43 44.2% 23.3% 32.6% 55.8% 60.5% 65.1% 14.0% 30.2% 23.3% 4.7% 0.0% 11.6% 0.0%

30歳代 66 57.6% 42.4% 31.8% 62.1% 57.6% 62.1% 21.2% 25.8% 30.3% 3.0% 3.0% 13.6% 3.0%

40歳代 86 40.7% 25.6% 30.2% 46.5% 54.7% 59.3% 20.9% 19.8% 29.1% 4.7% 1.2% 18.6% 0.0%

50歳代 99 58.6% 32.3% 30.3% 51.5% 49.5% 58.6% 24.2% 24.2% 30.3% 4.0% 2.0% 14.1% 0.0%

60歳代 127 51.2% 30.7% 36.2% 51.2% 52.8% 54.3% 26.0% 18.9% 28.3% 2.4% 0.8% 18.1% 0.0%

70歳以上 115 40.0% 22.6% 24.3% 39.1% 33.0% 42.6% 28.7% 14.8% 21.7% 0.9% 1.7% 32.2% 2.6%

無回答 20 35.0% 25.0% 15.0% 45.0% 35.0% 35.0% 10.0% 5.0% 15.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0%

職業 自営業者 66 27.3% 19.7% 15.2% 31.8% 28.8% 30.3% 16.7% 10.6% 19.7% 1.5% 0.0% 18.2% 0.0%

農林漁業 15 40.0% 26.7% 20.0% 40.0% 33.3% 40.0% 33.3% 6.7% 26.7% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 34.8% 30.4% 21.7% 47.8% 47.8% 47.8% 17.4% 21.7% 30.4% 0.0% 0.0% 26.1% 0.0%

自由業 9 44.4% 22.2% 22.2% 44.4% 33.3% 33.3% 22.2% 11.1% 22.2% 11.1% 0.0% 33.3% 0.0%

家族従業者 20 40.0% 20.0% 10.0% 30.0% 35.0% 45.0% 25.0% 10.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0%

農林漁業 1 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 75.0% 37.5% 12.5% 62.5% 62.5% 87.5% 50.0% 12.5% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自由業 2 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

雇用人 230 49.1% 31.3% 33.0% 54.8% 53.0% 57.8% 17.8% 21.7% 31.3% 3.9% 0.9% 12.2% 0.4%

管理職 30 46.7% 33.3% 36.7% 50.0% 56.7% 43.3% 30.0% 26.7% 36.7% 0.0% 0.0% 23.3% 0.0%

専門技術職 73 49.3% 28.8% 38.4% 60.3% 57.5% 69.9% 12.3% 23.3% 34.2% 2.7% 1.4% 13.7% 0.0%

事務職 54 59.3% 38.9% 38.9% 68.5% 64.8% 64.8% 22.2% 27.8% 35.2% 1.9% 0.0% 7.4% 0.0%

労務職 62 50.0% 32.3% 25.8% 48.4% 45.2% 54.8% 17.7% 16.1% 27.4% 9.7% 1.6% 11.3% 0.0%

無職 158 40.5% 18.4% 23.4% 36.1% 43.0% 46.2% 25.3% 12.0% 15.2% 2.5% 0.6% 18.4% 1.3%

家事従事者 65 47.7% 18.5% 29.2% 44.6% 52.3% 58.5% 29.2% 13.8% 12.3% 1.5% 1.5% 24.6% 0.0%

学生 13 46.2% 7.7% 30.8% 46.2% 53.8% 53.8% 15.4% 7.7% 15.4% 7.7% 0.0% 15.4% 0.0%

その他の無職 52 51.9% 30.8% 26.9% 42.3% 51.9% 53.8% 36.5% 17.3% 26.9% 3.8% 0.0% 21.2% 0.0%

職業無回答 82 47.6% 32.9% 28.0% 43.9% 42.7% 50.0% 22.0% 29.3% 23.2% 2.4% 3.7% 22.0% 1.2%

全体
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 トピック分析  潜在化しやすい人権課題と「わからない」という回答傾向 

各人権課題について「現在どのような人権問題が起きていると思うか」を尋ねる設問

（問 4、6、8、10、12、14、16、18、20）において、「わからない」を選択した回答者の

割合を比較するため、ランキング形式で集計を行った。 

この結果から、市民が実態を把握しづらい人権課題の傾向を把握する。 

 

1位の「ハンセン病患者（42.6%）」、2位の「性的マイノリティ（性的少数者）

（25.0%）」と、感染症に関連するデリケートな人権課題に対して「現在どんな問題が起き

ているかわからない」とする市民が上位を占めている。 

 3位の「同和問題（24.6%）」も含め、これら上位 3つのテーマは「当事者が身近にいる

かどうかが外見や日常生活から見えにくい（潜在化しやすい）」という共通点がある。そ

のため、ニュースなどの情報以外で市民が実態を把握しづらく、問題の所在が「わからな

い」という結果に直結していると考えられる。 

さらに審議会からは、これらの課題が「わからない」と認識されやすい背景には、被差

別当事者の存在が見えにくく、声を上げづらくさせている社会構造そのものに問題がある

との指摘がなされた。問題の潜在化を防ぐためには、当事者が安心して声をあげられる環

境整備と、社会全体でそれを正しく受け止める体制づくりが求められる。 

  

順位 設問 テーマ 
わからない 

選択率(%) 

1 問 16 ハンセン病患者 42.6% 

2 問 18 性的マイノリティ（性的少数者） 25.0% 

3 問 12 同和問題（部落差別） 24.6% 

4 問 14 外国人 22.1% 

5 問 20 犯罪被害者等 19.4% 

6 問 10 障がいのある人 9.7% 

7 問 6 こども 4.9% 

8 問 4 女性 3.6% 

8 問 8 高齢者 3.6% 
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 結婚に周囲の人が反対したら  「当人同士の合意尊重」が 96.8％ 

問 21 結婚は、二人の合意により成立することになっています。しかし、現実には、いろいろな理由で、家

族やまわりの人たちが反対することがあります。このことについて、あなたは、どのように思いますか。 

「家族やまわりの人の意見も無視できないが、どちらかといえば、当人同士の合意が、

より尊重されるべきである」が、78.1％と圧倒的に多く、「当人同士の合意があればよい。

周りの意見に左右されるべきではない」の 18.7％を合わせ、当人同士の合意尊重が 96.8％

となった。「家族やまわりの意見を尊重」は２つ合わせても 1.9％に過ぎない。 

 これは性別、年代で見ても大きな差異はない。 

 

 

 

  

18.7%

13.5%

11.4%

78.1%

80.9%

81.2%

1.4%

3.2%

3.6%

0.5%

0.9%

1.5%

1.1%

0.3%

0.2%

1.2%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和7年度調査(n=556)

令和2年度調査(n=585)

平成27年度調査(n=586)

当人同士の合意があればよい。

まわりの意見に左右されるべきでない

家族やまわりの人の意見も無視できないが、

どちらかといえば、当人同士の合意が、

より尊重されるべきである

当人同士の合意も無視できないが、

どちらかといえば、家族やまわりの人の意見が、

より尊重されるべきである

家族やまわりの人の意見が、

尊重されるべきである

その他 無回答

２．結婚について 

【過去調査との比較】 
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21.7%

15.8%

73.9%

82.0%

1.3%

1.6%

1.3%

1.8%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

(n=226)

女性

(n=316)

当人同士の合意があればよい。

まわりの意見に左右されるべきでない

家族やまわりの人の意見も無視できない

が、どちらかといえば、当人同士の合意

が、より尊重されるべきである

当人同士の合意も無視できないが、

どちらかといえば、家族やまわりの

人の意見が、より尊重されるべきである

家族やまわりの人の意見が、

尊重されるべきである

その他 無回答

23.3%

24.2%

16.3%

20.2%

10.2%

23.5%

72.1%

71.2%

79.1%

77.8%

88.2%

73.9%

4.7%

2.3%

1.0%

0.8%

0.9%

1.5%

1.2%

0.8%

3.0%

1.2%

1.0%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳～20歳

代…

30歳代

(n=66)

40歳代

(n=86)

50歳代

(n=99)

60歳代

(n=127)

70歳以上

(n=115)

当人同士の合意があればよい。

まわりの意見に左右されるべきでない

家族やまわりの人の意見も無視できない

が、どちらかといえば、当人同士の合意

が、より尊重されるべきである
当人同士の合意も無視できないが、

どちらかといえば、家族やまわりの

人の意見が、より尊重されるべきである

家族やまわりの人の意見が、

尊重されるべきである

その他 無回答

【年代別】 

【性別】 
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問 21 結婚は、二人の合意により成立することになっています。しかし、現実には、いろいろな理由で、家族やまわりの

人たちが反対することがあります。このことについて、あなたは、どのように思いますか。 

 

  

回

答

者

数

当

人

同

士

の

合

意

が

あ

れ

ば

よ

い

。

ま
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に
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い

家
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や

ま
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の

人
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意
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無

視

で

き

な

い

が

、

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

、

当

人

同

士

の

合

意

が

、

よ

り

尊

重

さ

れ

る

べ

き

で

あ

る

当

人

同

士

の

合

意

も

無

視

で

き

な

い

が

、

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

、

家

族

や

ま

わ

り

の

人

の

意

見

が

、

よ

り

尊

重

さ

れ

る

べ

き

で

あ

る

家

族

や

ま

わ

り

の

人

の

意

見

が

、

尊

重

さ

れ

る

べ

き

で

あ

る

そ

の

他

無

回

答

556 104 434 8 3 6 1

100.0 18.7% 78.1% 1.4% 0.5% 1.1% 0.2%

男性 226 21.7% 73.9% 1.3% 1.3% 1.8% 0.0%

女性 316 15.8% 82.0% 1.6% 0.0% 0.6% 0.0%

その他 4 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 10 30.0% 60.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0%

18歳～20歳代 43 23.3% 72.1% 4.7% 0.0% 0.0% 0.0%

30歳代 66 24.2% 71.2% 0.0% 1.5% 3.0% 0.0%

40歳代 86 16.3% 79.1% 2.3% 1.2% 1.2% 0.0%

50歳代 99 20.2% 77.8% 1.0% 0.0% 1.0% 0.0%

60歳代 127 10.2% 88.2% 0.8% 0.8% 0.0% 0.0%

70歳以上 115 23.5% 73.9% 0.9% 0.0% 1.7% 0.0%

無回答 20 20.0% 70.0% 5.0% 0.0% 0.0% 5.0%

自営業者 66 27.3% 71.2% 1.5% 0.0% 0.0% 0.0%

農林漁業 15 20.0% 73.3% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 21.7% 78.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自由業 9 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家族従業者 20 15.0% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

農林漁業 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 25.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自由業 2 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

雇用人 230 13.0% 79.1% 0.9% 0.9% 1.3% 0.0%

管理職 30 13.3% 80.0% 0.0% 6.7% 0.0% 0.0%

専門技術職 73 9.6% 87.7% 1.4% 0.0% 1.4% 0.0%

事務職 54 14.8% 83.3% 1.9% 0.0% 0.0% 0.0%

労務職 62 17.7% 79.0% 0.0% 0.0% 3.2% 0.0%

無職 158 18.4% 78.5% 1.3% 0.6% 1.3% 0.0%

家事従事者 65 9.2% 87.7% 1.5% 0.0% 1.5% 0.0%

学生 13 30.8% 61.5% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0%

その他の無職 52 17.3% 78.8% 0.0% 1.9% 1.9% 0.0%

無回答 82 22.0% 74.4% 1.2% 0.0% 1.2% 1.2%

全体

性別

年齢

職業
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 同和地区出身と告げられたら  「結婚する」が 48.7％も「わからないが」45.1％ 

（次の問は、既に結婚されている方も、未婚だと仮定してお答えください。） 

問 22 結婚しようと考えていた相手の方から、自分は同和地区（被差別部落）の出身であると告げられま

した。あなたはその方と結婚しますか。 

「結婚する」48.7％、「結婚しない」4.5％と「結婚する」が大きく上回っている一方、

「わからない」とする回答が 45.1％であった。 

年代別では「結婚する」は 30歳代では 60.6％であるのに対し、70歳以上では 43.5％と

なっている。 

 （注）県の調査では「自分の意志を貫いて結婚する」47.2％、「家族や親戚の反対があれば、結婚

しない」9.1％、「絶対に結婚しない」0.9％、「わからない」39.2％となっている。 

 

 
 

  

48.7%

55.3%

44.6%

4.5%

4.0%

5.1%

45.1%

39.4%

49.1%

1.6%

1.3%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

(n=226)

女性

(n=316)

結婚する 結婚しない わからない 無回答

53.5%

60.6%

51.2%

50.5%

45.7%

43.5%

4.7%

6.1%

4.7%

2.0%

5.5%

5.2%

41.9%

30.3%

44.2%

45.5%

48.0%

49.6%

3.0%

2.0%

0.8%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳～20歳代

(n=43)

30歳代

(n=66)

40歳代

(n=86)

50歳代

(n=99)

60歳代

(n=127)

70歳以上

(n=115)

結婚する 結婚しない わからない 無回答

【性別】 

【年代別】 
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問 22 結婚しようと考えていた相手の方から、自分は同和地区（被差別部落）の出身であると告げられました。あなた

はその方と結婚しますか。 

 

  

回

答

者

数

結

婚

す

る

結

婚

し

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

556 271 25 251 9

100.0 48.7% 4.5% 45.1% 1.6%

男性 226 55.3% 4.0% 39.4% 1.3%

女性 316 44.6% 5.1% 49.1% 1.3%

その他 4 25.0% 0.0% 75.0% 0.0%

無回答 10 40.0% 0.0% 40.0% 20.0%

18歳～20歳代 43 53.5% 4.7% 41.9% 0.0%

30歳代 66 60.6% 6.1% 30.3% 3.0%

40歳代 86 51.2% 4.7% 44.2% 0.0%

50歳代 99 50.5% 2.0% 45.5% 2.0%

60歳代 127 45.7% 5.5% 48.0% 0.8%

70歳以上 115 43.5% 5.2% 49.6% 1.7%

無回答 20 30.0% 0.0% 60.0% 10.0%

自営業者 66 54.5% 6.1% 39.4% 0.0%

農林漁業 15 33.3% 0.0% 66.7% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 60.9% 4.3% 34.8% 0.0%

自由業 9 55.6% 11.1% 33.3% 0.0%

家族従業者 20 40.0% 0.0% 60.0% 0.0%

農林漁業 1 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 50.0% 0.0% 50.0% 0.0%

自由業 2 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

雇用人 230 54.3% 4.3% 40.0% 1.3%

管理職 30 53.3% 3.3% 43.3% 0.0%

専門技術職 73 54.8% 2.7% 41.1% 1.4%

事務職 54 53.7% 1.9% 44.4% 0.0%

労務職 62 56.5% 9.7% 32.3% 1.6%

無職 158 3.2% 0.0% 3.2% 0.6%

家事従事者 65 40.0% 7.7% 52.3% 0.0%

学生 13 46.2% 0.0% 53.8% 0.0%

その他の無職 52 40.4% 7.7% 50.0% 1.9%

無回答 82 43.9% 2.4% 50.0% 3.7%

全体

性別

年齢

職業
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 同和地区出身の人との結婚に反対されたら  「結婚する」が 83.1％ 

問 23 仮にあなたが、同和地区（被差別部落）出身の方と結婚しようとするとき、家族や親戚から反対をさ

れたら、あなたはどうしますか。次の中から、あなたのお考えに最も近いものをお選びください。 

 「親の説得に全力を傾けた後、自分の意志を貫いて結婚する」62.1％と「自分の意志を

貫いて結婚する 21.0％を合わせ、「結婚する」が 83.1％に上る。 

一方「家族の者や親戚の反対があれば、結婚しない」が２割を超えるのは 18～20歳代と

70歳以上となっている。 

 （注）問 22と同じ 

 

 

 

  

21.0%

18.3%

16.2%

62.1%

60.7%

63.0%

14.0%

15.9%

14.7%

2.2%

2.2%

2.9%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和7年度調査(n=556)

令和2年度調査(n=585)

平成27年度調査(n=586)

自分の意志を貫いて結婚する

親の説得に全力を傾けた後、自分の意志を貫いて結婚する

家族の者や親戚の反対があれば、結婚しない

絶対に結婚しない

無回答

【過去調査との比較】 
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29.2%

14.9%

59.3%

64.6%

10.2%

17.1%

1.3%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

(n=226)

女性

(n=316)

自分の意志を貫いて結婚する

家族や親戚の説得に全力を傾けた後、自分の意志を貫いて結婚する

家族や親戚の反対があれば、結婚しない

無回答

11.6%

21.2%

18.6%

28.3%

15.7%

27.8%

67.4%

66.7%

67.4%

57.6%

70.1%

47.0%

20.9%

10.6%

8.1%

12.1%

13.4%

21.7%

1.5%

5.8%

2.0%

0.8%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳～20歳代

(n=43)

30歳代

(n=66)

40歳代

(n=86)

50歳代

(n=99)

60歳代

(n=127)

70歳以上

(n=115)

自分の意志を貫いて結婚する

家族や親戚の説得に全力を傾けた後、自分の意志を貫いて結婚する

家族や親戚の反対があれば、結婚しない

無回答

【性別】 

【年代別】 
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問 23 仮にあなたが、同和地区（被差別部落）出身の方と結婚しようとするとき、家族や親戚から反対をされたら、あ

なたはどうしますか。次の中から、あなたのお考えに最も近いものをお選びください。 

 

  

回

答

者

数

自

分

の

意

志

を

貫

い

て

結

婚

す

る

家

族

や

親

戚

の

説

得

に

全

力

を

傾

け

た

後

、

自

分

の

意

志

を

貫

い

て

結

婚

す

る

家

族

や

親

戚

の

反

対

が

あ

れ

ば

、

結

婚

し

な

い

無

回

答

556 117 345 78 16

100.0 21.0% 62.1% 14.0% 2.9%

男性 226 29.2% 59.3% 10.2% 1.3%

女性 316 14.9% 64.6% 17.1% 3.5%

その他 4 50.0% 25.0% 25.0% 0.0%

無回答 10 20.0% 60.0% 0.0% 20.0%

18歳～20歳代 43 11.6% 67.4% 20.9% 0.0%

30歳代 66 21.2% 66.7% 10.6% 1.5%

40歳代 86 18.6% 67.4% 8.1% 5.8%

50歳代 99 28.3% 57.6% 12.1% 2.0%

60歳代 127 15.7% 70.1% 13.4% 0.8%

70歳以上 115 27.8% 47.0% 21.7% 3.5%

無回答 20 10.0% 70.0% 5.0% 15.0%

自営業者 66 37.9% 51.5% 10.6% 0.0%

農林漁業 15 26.7% 40.0% 33.3% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 34.8% 56.5% 8.7% 0.0%

自由業 9 33.3% 66.7% 0.0% 0.0%

家族従業者 20 10.0% 75.0% 15.0% 0.0%

農林漁業 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 12.5% 62.5% 25.0% 0.0%

自由業 2 50.0% 50.0% 0.0% 0.0%

雇用人 230 20.4% 67.8% 10.0% 1.7%

管理職 30 16.7% 70.0% 10.0% 3.3%

専門技術職 73 16.4% 68.5% 13.7% 1.4%

事務職 54 25.9% 70.4% 3.7% 0.0%

労務職 62 22.6% 66.1% 8.1% 3.2%

無職 158 17.1% 56.3% 21.5% 5.1%

家事従事者 65 7.7% 60.0% 27.7% 4.6%

学生 13 15.4% 61.5% 23.1% 0.0%

その他の無職 52 13.5% 57.7% 19.2% 9.6%

無回答 82 19.5% 62.2% 13.4% 4.9%

全体

性別

年齢

職業
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 こどもが同和地区出身の人と結婚  「認めない」は 3.6％ 

（次の問は、お子さんが既に結婚されていたり、今現在お子さんがいない方も、あなたのお子さんが、これ

から結婚すると仮定してお答えください。） 

問 24 仮にあなたのお子さんが、同和地区（被差別部落）出身の方と結婚しようとするとき、あなたはどう

しますか。次の中から、あなたのお考えに最も近いものをお選びください。 

 今回調査より「こどもの意志を尊重する。相手の方が同和地区出身であることは結婚に

関係ない」の選択肢を追加したため単純な比較はできないが、「こどもの意志を尊重する。

相手の方が同和地区出身であることは結婚に関係ない」「こどもの意志を尊重する。親が口

出しすべきことではない」を合わせて 73.4％、「親として反対するが、こどもの意志が強け

ればしかたない」が 20.9％と合わせ 94.3％が容認している。「家族の者や親族の反対があ

れば、結婚を認めない」2.9％、「絶対に結婚を認めない」が 0.7％で「認めない」は 3.6％

である。 

ただ 60歳代、70歳以上は「親として反対するが、こどもの意志が強ければしかたない」

とする消極的な容認がそれぞれ 27.6、25.2％と他の年代よりも高くなっている。 

（注）県の調査では同様の質問において「賛成し、協力する」7.7％、「こどもの意志を尊重する。

親が口出しすべきことではない」52.1％、「親としては反対するが、こどもの意志が強ければしかた

ない」11.8％、「家族や親戚の反対があれば、結婚を認めない」1.0％「絶対に結婚を認めない」0.7％

「わからない」20.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

42.8% 30.6%

55.2%

55.6%

20.9%

35.0%

32.4%

2.9%

3.9%

6.1%

0.7%

2.6%

2.6%

2.2%

3.2%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和7年度調査(n=556)

令和2年度調査(n=585)

平成27年度調査(n=586)

こどもの意思を尊重する。相手の方が同和地区出身であることは結婚に関係ない

こどもの意志を尊重する。親が口出しすべきことではない

親として反対するが、こどもの意志が強ければしかたがない

家族や親戚の反対があれば、結婚を認めない

絶対に結婚を認めない

無回答

【過去調査との比較】 
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48.7%

38.9%

31.4%

30.1%

14.2%

25.6%

4.0%

2.2%

0.9%

0.6%

0.9%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

(n=260)

女性

(n=303)

子どもの意思を尊重する。相手の方が同和地区出身であることは結婚に関係ない

子どもの意志を尊重する。親が口出しすべきことではない

親として反対するが、子どもの意志が強ければしかたがない

家族や親戚の反対があれば、結婚を認めない

絶対に結婚を認めない

無回答

53.5%

53.0%

48.8%

45.5%

37.8%

35.7%

23.3%

31.8%

26.7%

34.3%

32.3%

28.7%

16.3%

10.6%

18.6%

17.2%

27.6%

25.2%

4.7%

3.0%

1.2%

2.0%

1.6%

6.1%

2.3%

1.5%

1.2%

0.8%

3.5%

1.0%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳～20歳

代(n=54)

30歳代

(n=79)

40歳代

(n=92)

50歳代

(n=102)

60歳代

(n=119)

70歳以上

(n=117)

子どもの意思を尊重する。相手の方が同和地区出身であることは結婚に関係ない

子どもの意志を尊重する。親が口出しすべきことではない

親として反対するが、子どもの意志が強ければしかたがない

家族や親戚の反対があれば、結婚を認めない

絶対に結婚を認めない

無回答

【性別】 

【年代別】 
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問 24 仮にあなたのお子さんが、同和地区（被差別部落）出身の方と結婚しようとするとき、あなたはどうしますか。つ

ぎの中から、あなたのお考えに最も近いものをお選びください。 

 

  

回

答

者

数

子

ど

も

の

意

思

を

尊

重

す

る

。

相

手

の

方

が

同

和

地

区

出

身

で

あ

る

こ

と

は

結

婚

に

関

係

な

い

子

ど

も

の

意

志

を

尊

重

す

る

。

親

が

口

出

し

す

べ

き

こ

と

で

は

な

い

親

と

し

て

反

対

す

る

が

、

子

ど

も

の

意

志

が

強

け

れ

ば

し

か

た

が

な

い 家

族

や

親

戚

の

反

対

が

あ

れ

ば

、

結

婚

を

認

め

な

い

絶

対

に

結

婚

を

認

め

な

い

無

回

答

556 238 170 116 16 4 12

100.0 42.8% 30.6% 20.9% 2.9% 0.7% 2.2%

男性 226 48.7% 31.4% 14.2% 4.0% 0.9% 0.9%

女性 316 38.9% 30.1% 25.6% 2.2% 0.6% 2.5%

その他 4 75.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 10 20.0% 40.0% 20.0% 0.0% 0.0% 20.0%

18歳～20歳代 43 53.5% 23.3% 16.3% 4.7% 2.3% 0.0%

30歳代 66 53.0% 31.8% 10.6% 3.0% 1.5% 0.0%

40歳代 86 48.8% 26.7% 18.6% 1.2% 1.2% 3.5%

50歳代 99 45.5% 34.3% 17.2% 2.0% 0.0% 1.0%

60歳代 127 37.8% 32.3% 27.6% 1.6% 0.8% 0.0%

70歳以上 115 35.7% 28.7% 25.2% 6.1% 0.0% 4.3%

無回答 20 20.0% 40.0% 25.0% 0.0% 0.0% 15.0%

自営業者 66 47.0% 28.8% 16.7% 4.5% 3.0% 0.0%

農林漁業 15 40.0% 20.0% 26.7% 13.3% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 34.8% 39.1% 13.0% 4.3% 8.7% 0.0%

自由業 9 44.4% 22.2% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0%

家族従業者 20 30.0% 35.0% 35.0% 0.0% 0.0% 0.0%

農林漁業 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 50.0% 12.5% 37.5% 0.0% 0.0% 0.0%

自由業 2 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

雇用人 230 47.8% 31.3% 17.8% 2.2% 0.9% 0.0%

管理職 30 50.0% 33.3% 13.3% 3.3% 0.0% 0.0%

専門技術職 73 46.6% 28.8% 21.9% 2.7% 0.0% 0.0%

事務職 54 44.4% 42.6% 13.0% 0.0% 0.0% 0.0%

労務職 62 51.6% 25.8% 17.7% 1.6% 3.2% 0.0%

無職 158 38.6% 26.6% 25.9% 5.1% 0.6% 3.2%

家事従事者 65 35.4% 32.3% 29.2% 1.5% 0.0% 1.5%

学生 13 61.5% 15.4% 0.0% 15.4% 7.7% 0.0%

その他の無職 52 34.6% 21.2% 30.8% 7.7% 0.0% 5.8%

無回答 82 36.6% 36.6% 19.5% 0.0% 1.2% 6.1%

全体

性別

年齢

職業
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 人権侵害の増減  この 5年間で「あまり変わらない」32.6％ 

問 25 この 5 年間で、あなたの身の回りで、人権が侵害されるようなことは、次第に少なくなってきたと思

いますか。あまり変わらないと思いますか。それとも次第に多くなってきたと思いますか。 

 全体では、「あまり変わらない」32.6％と最も多く、「少なくなってきた」27.2％、「多く

なってきた」5.2％、「わからない」33.1％という結果となった。 

男女別では、「少なくなってきた」が男性 34.1％と女性 22.8％と男性が女性より 11.3ポ

イント高い。 

年代別では、「少なくなってきた」が 18～20歳代、30歳代、70歳以上で３割を超えてい

る。 

（注） 内閣府の調査では同様の質問において、「少なくなってきた」21.9％、「あまり変わらな

い」37.5％、「多くなってきた」38.9％となっている。 

 

 

 

 

27.2%

34.1%

22.8%

32.6%

28.3%

35.4%

5.2%

6.6%

4.4%

33.1%

30.5%

34.8%

2.0%

0.4%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=556)

男性

(n=226)

女性

(n=316)

少なくなってきた あまり変わらない 多くなってきた わからない 無回答

37.2%

33.3%

23.3%

14.1%

26.8%

33.9%

39.5%

28.8%

32.6%

37.4%

36.2%

24.3%

2.3%

4.5%

11.6%

6.1%

3.9%

3.5%

18.6%

33.3%

32.6%

41.4%

31.5%

34.8%

2.3%

1.0%

1.6%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳～20歳代

(n=43)

30歳代

(n=66)

40歳代

(n=86)

50歳代

(n=99)

60歳代

(n=127)

70歳以上

(n=115)

少なくなってきた あまり変わらない 多くなってきた わからない 無回答

３．人権侵害について 

【性別】 

【年代別】 
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問 25 この 5 年間で、あなたの身の回りで、人権が侵害されるようなことは、次第に少なくなってきたと思いますか。

あまり変わらないと思いますか。それとも次第に多くなってきたと思いますか。 

 

   

回

答

者

数

少

な

く

な

っ

て

き

た

あ

ま

り

変

わ

ら

な

い

多

く

な

っ

て

き

た

わ

か

ら

な

い

無

回

答

556 151 181 29 184 11

100.0 27.2% 32.6% 5.2% 33.1% 2.0%

男性 226 34.1% 28.3% 6.6% 30.5% 0.4%

女性 316 22.8% 35.4% 4.4% 34.8% 2.5%

その他 4 25.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 10 10.0% 20.0% 0.0% 50.0% 20.0%

18歳～20歳代 43 37.2% 39.5% 2.3% 18.6% 2.3%

30歳代 66 33.3% 28.8% 4.5% 33.3% 0.0%

40歳代 86 23.3% 32.6% 11.6% 32.6% 0.0%

50歳代 99 14.1% 37.4% 6.1% 41.4% 1.0%

60歳代 127 26.8% 36.2% 3.9% 31.5% 1.6%

70歳以上 115 33.9% 24.3% 3.5% 34.8% 3.5%

無回答 20 30.0% 30.0% 0.0% 25.0% 15.0%

自営業者 66 33.3% 39.4% 1.5% 25.8% 0.0%

農林漁業 15 26.7% 40.0% 0.0% 33.3% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 43.5% 34.8% 4.3% 17.4% 0.0%

自由業 9 22.2% 44.4% 0.0% 33.3% 0.0%

家族従業者 20 30.0% 20.0% 5.0% 40.0% 5.0%

農林漁業 1 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 25.0% 12.5% 0.0% 62.5% 0.0%

自由業 2 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0%

雇用人 230 27.8% 33.9% 6.1% 30.4% 1.7%

管理職 30 33.3% 36.7% 10.0% 20.0% 0.0%

専門技術職 73 24.7% 32.9% 4.1% 34.2% 4.1%

事務職 54 24.1% 38.9% 7.4% 27.8% 1.9%

労務職 62 32.3% 33.9% 4.8% 29.0% 0.0%

無職 158 25.9% 28.5% 4.4% 39.2% 1.9%

家事従事者 65 20.0% 24.6% 4.6% 49.2% 1.5%

学生 13 53.8% 7.7% 7.7% 30.8% 0.0%

その他の無職 52 28.8% 32.7% 5.8% 30.8% 1.9%

無回答 82 22.0% 34.1% 7.3% 32.9% 3.7%

全体

性別

年齢

職業
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 人権が侵害された経験  「ある」が 24.6％ 

問 26 あなたは、今までに、ご自分の人権が侵害されたと思ったことがありますか。 

 全体では「ある」が 24.6％（前回 24.6％）、「ない」が 73.2％（前回 71.3％）で、前回

とほぼ同様の結果となった。 

 男女別では、「ある」が男性 16.8％、女性 29.1％と女性が 12.3ポイント高い。 

（注）内閣府の調査では同様の質問において、「ある」27.8％、「ない」71.0％となっている。 

県の調査では最近５年間で人権が侵害されたかを聞いており、「ある」17.1％、「ない」82.1％と

なっている。 

 

 
 

 

 

 

24.6%

24.6%

30.0%

73.2%

71.3%

68.4%

2.2%

4.1%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和7年度調査（n=556)

令和2年度調査（n=585)

平成27年度調査(n=586)

ある ない 無回答

16.8%

29.1%

82.3%

68.4%

0.9%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

(n=226)

女性

(n=316)

ある ない 無回答

【性別】 

【過去調査との比較】 
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20.9%

22.2%

42.9%

34.8%

41.8%

35.8%

37.2%

27.2%

32.5%

20.2%

28.4%

29.8%

23.6%

22.7%

29.4%

16.5%

10.3%

20.5%

76.7%

77.8%

57.1%

63.6%

54.4%

63.0%

61.6%

70.7%

67.5%

78.8%

69.6%

69.1%

74.0%

75.6%

70.6%

82.6%

81.2%

75.0%

2.3%

1.5%

3.8%

1.2%

1.2%

2.2%

1.0%

2.0%

1.1%

2.4%

1.7%

0.9%

8.5%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和7年度調査

18歳～20歳代(n=43)

令和2年度調査

18歳～20歳代(n=54)

平成27年度調査

18歳～20歳代(n=56)

令和7年度調査

30歳代(n=66)

令和2年度調査

30歳代(n=79)

平成27年度調査

30歳代(n=81)

令和7年度調査

40歳代(n=86)

令和2年度調査

40歳代(n=92)

平成27年度調査

40歳代(n=83)

令和7年度調査

50歳代(n=99)

令和2年度調査

50歳代(n=102)

平成27年度調査

50歳代(n=94)

令和7年度調査

60歳代(n=127)

令和2年度調査

60歳代(n=119)

平成27年度調査

60歳代(n=136)

令和7年度調査

70歳以上(n=115)

令和2年度調査

70歳以上(n=117)

平成27年度調査

70歳以上(n=132)

ある ない 無回答

【年代別】 
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問 26 あなたは、今までに、ご自分の人権が侵害されたと思ったことがありますか。 

 
  

回

答

者

数

あ

る

な

い

無

回

答

556 137 407 12

100.0 24.6% 73.2% 2.2%

男性 226 16.8% 82.3% 0.9%

女性 316 29.1% 68.4% 2.5%

その他 4 100.0% 0.0% 0.0%

無回答 10 30.0% 50.0% 20.0%

18歳～20歳代 43 20.9% 76.7% 2.3%

30歳代 66 34.8% 63.6% 1.5%

40歳代 86 37.2% 61.6% 1.2%

50歳代 99 20.2% 78.8% 1.0%

60歳代 127 23.6% 74.0% 2.4%

70歳以上 115 16.5% 82.6% 0.9%

無回答 20 20.0% 60.0% 20.0%

自営業者 66 16.7% 83.3% 0.0%

農林漁業 15 20.0% 80.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 8.7% 91.3% 0.0%

自由業 9 44.4% 55.6% 0.0%

家族従業者 20 20.0% 80.0% 0.0%

農林漁業 1 100.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 12.5% 87.5% 0.0%

自由業 2 50.0% 50.0% 0.0%

雇用人 230 29.1% 69.6% 1.3%

管理職 30 26.7% 73.3% 0.0%

専門技術職 73 31.5% 67.1% 1.4%

事務職 54 33.3% 63.0% 3.7%

労務職 62 24.2% 75.8% 0.0%

無職 158 1.9% 5.1% 0.0%

家事従事者 65 18.5% 80.0% 1.5%

学生 13 0.0% 100.0% 0.0%

その他の無職 52 17.3% 76.9% 5.8%

無回答 82 31.7% 62.2% 6.1%

全体

性別

年齢

職業
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 どのような人権侵害  「あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口」が過半数 

問 27 （問 26 で「① ある」とお答えの方にお

尋ねします）それは、どのような人権侵害で

すか。差し支えなければお聞かせください。

次の中からいくつでもあげてください。（該当

する番号に〇印をお付けください） 

 前回調査と同様に「あらぬ噂、他人か

らの悪口、かげ口」が 52.6％と飛び抜

けて多い。 

 続いて回答数が多い順では「プライ

バシーの侵害」20.4％、「セクシュアル・

ハラスメント（性的嫌がらせ）」18.2％、

「名誉・信用のき損、侮辱」16.8％が続

く。 

 

 （注）内閣府の調査では同様の質問にお

いて、「あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口」

54.4％、「職場での嫌がらせ」30.1％、「名

誉・信用のき損、侮辱」22.9％、「プライバ

シーの侵害」18.8％の順に多い。 

 県の調査では同様の質問において、「パ

ワハラ」45.9％、「悪口・噂」43.7％、「差

別待遇」24.3％の順に多い。 

 

 

52.6%

20.4%

16.8%

12.4%

8.8%

4.4%

10.2%

8.0%

18.2%

7.3%

6.6%

4.4%

1.5%

0.0%

2.9%

4.4%

8.8%

2.9%

61.1%

21.5%

27.1%

17.4%

4.2%

4.9%

7.6%

11.8%

16.0%

9.0%

6.3%

4.4%

3.5%

0.7%

3.5%

4.2%

7.6%

2.1%

58.5%

29.5%

22.7%

21.0%

8.0%

9.7%

10.8%

13.1%

11.4%

7.4%

5.1%

2.8%

1.7%

5.1%

2.3%

6.3%

3.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口

プライバシーの侵害

名誉・信用のき損、侮辱

人種・信条・性別・社会的身分など

による差別待遇

悪臭・騒音等の公害

警察官などの公務員からの不当な取

扱い

暴力、脅迫、強要

使用者による労働強制等の不当な待

遇

セクシュアル・ハラスメント（性的

嫌がらせ）

マタニティ・ハラスメント（妊婦・

出産した女性に対する嫌がらせ）

特定の人に執拗につきまとわれる

地域社会での嫌がらせ

犯罪、不法行為のぬれぎぬ

社会福祉施設での不当な取扱い

住居の安全に関するもの

なんとなく

その他

答えたくない

令和7年度調査（n=137) 令和2年度調査（n=144)

平成27年度調査(n=176)

【過去調査との比較】 
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50.0%

23.7%

23.7%

7.9%

13.2%

7.9%

21.1%

13.2%

0.0%

0.0%

2.6%

7.9%

2.6%

0.0%

5.3%

7.9%

13.2%

2.6%

53.3%

18.5%

15.2%

13.0%

7.6%

3.3%

6.5%

5.4%

23.9%

9.8%

5.4%

3.3%

1.1%

0.0%

2.2%

3.3%

6.5%

3.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口

プライバシーの侵害

名誉・信用のき損、侮辱

人種・信条・性別・社会的身分などによる差別待遇

悪臭・騒音等の公害

警察官などの公務員からの不当な取扱い

暴力、脅迫、強要

使用者による労働強制等の不当な待遇

セクシャル・ハラスメント（性的嫌がらせ）

マタニティ・ハラスメント（妊婦・出産した女性に対する嫌が

らせ）

特定の人に執拗につきまとわれる

地域社会での嫌がらせ

犯罪、不法行為のぬれぎぬ

社会福祉施設での不当な取扱い

住居の安全に関するもの

なんとなく

その他

答えたくない

男性(38) 女性(92)

【性別】 
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問 27 それは、どのような人権侵害ですか。差し支えなければお聞かせください。 

 

  

回

答

者

数

あ

ら

ぬ

噂

、

他

人

か

ら

の

悪

口

、

か

げ

口

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

の

侵

害

名

誉

・

信

用

の

き

損

、

侮

辱

人

種

・

信

条

・

性

別

・

社

会

的

身

分

な

ど

に

よ

る

差

別

待

遇

悪

臭

・

騒

音

等

の

公

害

警

察

官

な

ど

の

公

務

員

か

ら

の

不

当

な

取

扱

い

暴

力

、

脅

迫

、

強

要

使

用

者

に

よ

る

労

働

強

制

等

の

不

当

な

待

遇

セ

ク

シ

ャ

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

（

性

的

嫌

が

ら

せ

）

マ

タ

ニ

テ

ィ

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

（

妊

婦

・

出

産

し

た

女

性

に

対

す

る

嫌

が

ら

せ

）

特

定

の

人

に

執

拗

に

つ

き

ま

と

わ

れ

る

地

域

社

会

で

の

嫌

が

ら

せ

犯

罪

、

不

法

行

為

の

ぬ

れ

ぎ

ぬ 社

会

福

祉

施

設

で

の

不

当

な

取

扱

い

住

居

の

安

全

に

関

す

る

も

の

な

ん

と

な

く

そ

の

他

答

え

た

く

な

い

137 72 28 23 17 12 6 14 11 25 10 9 6 2 0 4 6 12 4

52.6% 20.4% 16.8% 12.4% 8.8% 4.4% 10.2% 8.0% 18.2% 7.3% 6.6% 4.4% 1.5% 0.0% 2.9% 4.4% 8.8% 2.9%

性別 男性 38 50.0% 23.7% 23.7% 7.9% 13.2% 7.9% 21.1% 13.2% 0.0% 0.0% 2.6% 7.9% 2.6% 0.0% 5.3% 7.9% 13.2% 2.6%

女性 92 53.3% 18.5% 15.2% 13.0% 7.6% 3.3% 6.5% 5.4% 23.9% 9.8% 5.4% 3.3% 1.1% 0.0% 2.2% 3.3% 6.5% 3.3%

その他 4 50.0% 25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 50.0% 25.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0%

無回答 3 66.7% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

年齢層 18～20歳代 9 66.7% 22.2% 11.1% 22.2% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 33.3% 11.1% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0%

30歳代 23 73.9% 30.4% 17.4% 4.3% 4.3% 0.0% 13.0% 8.7% 21.7% 4.3% 8.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.3% 8.7% 0.0%

40歳代 32 43.8% 28.1% 18.8% 6.3% 6.3% 3.1% 9.4% 15.6% 15.6% 15.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 9.4% 9.4% 3.1%

50歳代 20 65.0% 10.0% 20.0% 25.0% 5.0% 5.0% 10.0% 15.0% 25.0% 5.0% 20.0% 10.0% 5.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 5.0%

60歳代 30 40.0% 16.7% 23.3% 16.7% 10.0% 3.3% 16.7% 3.3% 16.7% 6.7% 6.7% 10.0% 3.3% 0.0% 6.7% 6.7% 13.3% 3.3%

70歳以上 19 47.4% 5.3% 5.3% 10.5% 26.3% 10.5% 0.0% 0.0% 10.5% 0.0% 0.0% 5.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.3% 0.0%

無回答 4 25.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 25.0%

職業 自営業者 11 45.5% 0.0% 9.1% 36.4% 9.1% 9.1% 18.2% 9.1% 18.2% 0.0% 9.1% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 9.1% 0.0%

農林漁業 15 13.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 4.3% 0.0% 0.0% 4.3% 4.3% 4.3% 4.3% 4.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.3% 0.0% 0.0%

自由業 9 22.2% 0.0% 11.1% 33.3% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 22.2% 0.0% 11.1% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家族従業者 4 25.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

農林漁業 1 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自由業 2 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

雇用人 67 68.7% 35.8% 25.4% 11.9% 10.4% 6.0% 16.4% 13.4% 28.4% 10.4% 9.0% 4.5% 3.0% 0.0% 6.0% 6.0% 7.5% 3.0%

管理職 30 16.7% 6.7% 6.7% 0.0% 3.3% 0.0% 6.7% 3.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.3% 0.0% 3.3% 0.0% 6.7% 3.3%

専門技術職 73 20.5% 11.0% 9.6% 4.1% 1.4% 1.4% 5.5% 5.5% 6.8% 2.7% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 2.7% 0.0% 1.4%

事務職 54 22.2% 16.7% 7.4% 5.6% 5.6% 3.7% 0.0% 3.7% 18.5% 5.6% 3.7% 3.7% 0.0% 0.0% 1.9% 1.9% 3.7% 0.0%

労務職 62 22.6% 8.1% 6.5% 3.2% 3.2% 1.6% 8.1% 3.2% 6.5% 3.2% 4.8% 1.6% 1.6% 0.0% 1.6% 1.6% 1.6% 0.0%

無職 29 34.5% 6.9% 10.3% 13.8% 3.4% 0.0% 0.0% 0.0% 6.9% 6.9% 3.4% 3.4% 0.0% 0.0% 0.0% 3.4% 13.8% 6.9%

家事従事者 12 58.3% 0.0% 25.0% 25.0% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 0.0% 0.0% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 8.3%

その他の無職 9 33.3% 22.2% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 22.2% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 33.3% 11.1%

職業無回答 26 38.5% 11.5% 7.7% 19.2% 7.7% 3.8% 23.1% 11.5% 38.5% 3.8% 7.7% 7.7% 7.7% 0.0% 3.8% 3.8% 3.8% 3.8%

全体
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 だれに相談？  「友人」が 31.4％ 

問 28 （問 26 で「① ある」とお答えの方にお

尋ねします）そのとき、だれかに相談しました

か。次の中からいくつでもあげてください。（該

当する番号に〇印をお付けください） 

 今回調査より「友人、同僚、上司」は

「友人」と「同僚、上司」に選択肢を分

けたため単純な比較はできないが、相

談先は「両親、兄弟、姉妹、こども、親

戚」38.7％、「友人」31.4％、「同僚、上

司」19.7％、「自分で処理（解決）した」

13.1％の順となった。「何もしなかった」

は 25.5％で全体では３番目に多い。 

 

 （注）県の調査では、「家族」53.4％、「友

人・知人」53.4％、「上司・同僚」49.3％の

順に多い。 

 

 

 

 

 

31.4%

19.7%

38.7%

13.1%

2.2%

3.6%

2.9%

2.2%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

5.8%

25.5%

4.4%

0.7%

42.4%

42.4%

31.9%

21.5%

6.9%

2.8%

2.1%

1.4%

0.7%

0.7%

0.7%

4.2%

29.2%

1.4%

1.4%

48.3%

48.3%

39.8%

17.6%

4.0%

5.7%

1.7%

0.6%

0.6%

1.1%

3.4%

24.4%

1.7%

2.3%

0 0.2 0.4 0.6

友人

同僚、上司

両親、兄弟、姉妹、こども、親

戚

自分で処理（解決）した

警察

弁護士

市

県

法務局

人権相談所

人権擁護委員

民間運動団体

その他

何もしなかった

忘れた

無回答

令和7年度調査（n=137) 令和2年度調査（n=144)

平成27年度調査(n=176)

【過去調査との比較】 



75 

 

 

  

18.4%

18.4%

23.7%

26.3%

2.6%

5.3%

5.3%

2.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

5.3%

23.7%

10.5%

0.0%

33.7%

20.7%

45.7%

7.6%

2.2%

3.3%

2.2%

2.2%

2.2%

0.0%

0.0%

0.0%

6.5%

28.3%

1.1%

1.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

友人

同僚、上司

両親、兄弟、姉妹、子ども、親戚

自分で処理（解決）した

警察

弁護士

市

県

法務局

人権相談所

人権擁護委員

民間運動団体

その他

何もしなかった

忘れた

無回答

男性(38) 女性(92)

【性別】 
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問 28 そのとき、だれかに相談しましたか。 

 

  

回

答

者

数

友

人

同

僚

、

上

司

両

親

、

兄

弟

、

姉

妹

、

子

ど

も

、

親

戚

自

分

で

処

理

（

解

決

）

し

た

警

察

弁

護

士

市 県 法

務

局

人

権

相

談

所

人

権

擁

護

委

員

民

間

運

動

団

体

そ

の

他

何

も

し

な

か

っ

た

忘

れ

た

無

回

答

137 43 27 53 18 3 5 4 3 2 0 0 0 8 35 6 1

31.4% 19.7% 38.7% 13.1% 2.2% 3.6% 2.9% 2.2% 1.5% 0.0% 0.0% 0.0% 5.8% 25.5% 4.4% 0.7%

性別 男性 38 18.4% 18.4% 23.7% 26.3% 2.6% 5.3% 5.3% 2.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.3% 23.7% 10.5% 0.0%

女性 92 33.7% 20.7% 45.7% 7.6% 2.2% 3.3% 2.2% 2.2% 2.2% 0.0% 0.0% 0.0% 6.5% 28.3% 1.1% 1.1%

その他 4 75.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0%

無回答 3 66.7% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

年齢層 18～20歳代 9 22.2% 11.1% 22.2% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 44.4% 22.2% 0.0%

30歳代 23 39.1% 21.7% 56.5% 8.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.3% 21.7% 8.7% 0.0%

40歳代 32 25.0% 21.9% 40.6% 6.3% 0.0% 0.0% 3.1% 6.3% 3.1% 0.0% 0.0% 0.0% 15.6% 31.3% 0.0% 0.0%

50歳代 20 25.0% 25.0% 25.0% 20.0% 5.0% 10.0% 0.0% 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 15.0% 5.0% 0.0%

60歳代 30 36.7% 23.3% 50.0% 16.7% 0.0% 10.0% 6.7% 0.0% 3.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 3.3% 3.3%

70歳以上 19 42.1% 10.5% 26.3% 10.5% 10.5% 0.0% 5.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.5% 31.6% 0.0% 0.0%

無回答 4 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0%

職業 自営業者 11 9.1% 18.2% 27.3% 18.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 36.4% 9.1% 0.0%

農林漁業 15 0.0% 6.7% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 0.0% 0.0% 4.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.7% 0.0% 0.0%

自由業 9 11.1% 11.1% 11.1% 22.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 11.1% 0.0%

家族従業者 4 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0%

農林漁業 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自由業 2 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0%

雇用人 67 38.8% 29.9% 52.2% 14.9% 3.0% 7.5% 6.0% 4.5% 3.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.5% 29.9% 3.0% 0.0%

管理職 30 10.0% 13.3% 10.0% 6.7% 0.0% 6.7% 3.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.3% 3.3% 0.0% 0.0%

専門技術職 73 8.2% 9.6% 13.7% 5.5% 1.4% 1.4% 0.0% 0.0% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 11.0% 0.0% 0.0%

事務職 54 16.7% 11.1% 22.2% 1.9% 0.0% 1.9% 3.7% 3.7% 1.9% 0.0% 0.0% 0.0% 3.7% 11.1% 1.9% 0.0%

労務職 62 12.9% 4.8% 16.1% 4.8% 1.6% 1.6% 1.6% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 8.1% 1.6% 0.0%

無職 29 17.2% 6.9% 24.1% 3.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.4% 10.3% 0.0% 0.0%

家事従事者 12 41.7% 16.7% 58.3% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 25.0% 0.0% 0.0%

その他の無職 9 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

職業無回答 26 30.8% 11.5% 26.9% 19.2% 0.0% 3.8% 0.0% 3.8% 3.8% 0.0% 0.0% 0.0% 3.8% 30.8% 7.7% 3.8%

全体
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 相談した結果  「気持ちが軽くなった」32.8％ 

問 29 （問 28で、どなたかに相談された方にお尋ねします）相談した結果はどうでしたか。 

実際に相談した人（88人）に聞いた結果は、「気持ちが軽くなった」が 47.7％（前回 36.8％）

と前回調査に続いて精神面を挙げた人が最も多い。前回と比較すると、「解決した」、「十分

ではないが解消した」を合わせ 26.1％（前回 22.6％）となり、良好な結果につながった相

談については、前回から 3.5ポイント増加した。 

男女別では、女性の「気持ちが軽くなった」50.0％が最も多い回答となった。「解決した」、

「十分ではないが解消した」を合わせた割合は男性が女性を 9.2ポイント上回っている。 

 

 

 

 

  

3.4%

7.5%

8.4%

22.7%

15.1%

18.5%

47.7%

36.8%

46.2%

15.9%

20.8%

18.5%

3.4%

2.8%

2.5%

1.1%

2.8%

2.5%

5.7%

14.2%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査(n=88)

令和2年度調査（n=106)

平成27年度調査(n=119)

解決した 十分ではないが解消した 気持ちが軽くなった

変わらなかった 悪化した その他

無回答

4.8%

3.2%

28.6%

21.0%

38.1%

50.0%

19.0%

16.1%

3.2%

1.6%

9.5%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

(n=21)

女性

(n=62)

解決した 十分ではないが解消した 気持ちが軽くなった

変わらなかった 悪化した その他

無回答

【過去調査との比較】 

【性別】 
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問 29 相談した結果はどうでしたか。 

 

  

回

答

者

数

解

決

し

た

十

分

で

は

な

い

が

解

消

し

た

気

持

ち

が

軽

く

な

っ

た

変

わ

ら

な

か

っ

た

悪

化

し

た

そ

の

他

無

回

答

88 3 20 42 14 3 1 5

100.0 3.4% 22.7% 47.7% 15.9% 3.4% 1.1% 5.7%

男性 21 4.8% 28.6% 38.1% 19.0% 0.0% 0.0% 9.5%

女性 62 3.2% 21.0% 50.0% 16.1% 3.2% 1.6% 4.8%

その他 3 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0%

無回答 2 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

18歳～20歳代 4 0.0% 25.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0%

30歳代 16 0.0% 25.0% 37.5% 18.8% 12.5% 0.0% 6.3%

40歳代 21 9.5% 23.8% 38.1% 19.0% 4.8% 4.8% 0.0%

50歳代 14 0.0% 14.3% 57.1% 21.4% 0.0% 0.0% 7.1%

60歳代 21 4.8% 28.6% 52.4% 9.5% 0.0% 0.0% 4.8%

70歳以上 12 0.0% 16.7% 58.3% 16.7% 0.0% 0.0% 8.3%

無回答 0 - - - - - - -

自営業者 6 0.0% 16.7% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3%

農林漁業 2 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 1 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自由業 2 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%

家族従業者 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

農林漁業 0 - - - - - - -

商工・建設・サービス業 0 - - - - - - -

自由業 0 - - - - - - -

雇用人 51 3.9% 23.5% 45.1% 15.7% 3.9% 2.0% 5.9%

管理職 7 14.3% 28.6% 14.3% 28.6% 0.0% 0.0% 14.3%

専門技術職 13 0.0% 23.1% 46.2% 15.4% 7.7% 0.0% 7.7%

事務職 16 6.3% 18.8% 50.0% 12.5% 6.3% 0.0% 6.3%

労務職 13 0.0% 23.1% 53.8% 15.4% 0.0% 7.7% 0.0%

無職 18 0.0% 22.2% 50.0% 22.2% 5.6% 0.0% 0.0%

家事従事者 9 0.0% 22.2% 55.6% 22.2% 0.0% 0.0% 0.0%

その他の無職 4 0.0% 50.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0%

無回答 5 0.0% 0.0% 80.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 12 8.3% 16.7% 58.3% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0%

性別

年齢

職業

全体
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 インターネット悪用の人権侵害  「著名人に対するもの」41.7％ 

問 30 あなたは、ここ１、２年の間で、インター

ネットを悪用した人権侵害事例を、見聞きした

ことがありますか。次の中からいくつでもあげ

てください。（該当する番号に〇印をお付けく

ださい） 

前回の結果と同様に「女性に対する

もの」の回答が 20.3％（前回 22.6％）

と多いが、今回から選択肢に追加され

た、「著名人に対するもの」41.7％、「事

件、事故の関係者に対するもの」32.7％

が１位と２位である。続いて、「外国人

に対するもの（ヘイトスピーチ）」

24.3％、「女性に対するもの」20.3％、

「障がい者に対するもの」17.1％の順

に続く。 

なかでも「外国人に対するもの（ヘイ

トスピーチ）」「障がい者に対するもの」

は前々回調査（平成 27年度）から上昇

傾向にあるのが見てとれる。 

一方、「人権侵害事例を見たことがな

い」が 12.8％（前回 23.1％）と半減し

ている。また、「インターネットを利用

したことがない」は 11.3％（前回 24.6％）

と前回より 13.3ポイント減少した。 

 

（注）内閣府の調査では、インターネッ

トによる人権侵害に関し、現在どのような

問題が起きていると思いますかと聞き「他

人を誹謗中傷する情報が掲載されること」

67.7％、「他人に差別をしようとする気持

ちを起こさせたり、それを助長するような

情報が掲載されること」42.8％、「プライバ

シーに関する情報が掲載されること」

42.5％の順に多い。 

県の調査も同じ聞き方で「他人を誹謗中

傷する表現を掲載すること」86.4％、「出会

い系サイトなど犯罪を誘発する場となっ

ていること」65.8％、「プライバシーに関す

る情報を掲載すること」62.5％の順に多い。 

 

3.6%

17.1%

24.3%

20.3%

2.9%

17.8%

32.7%

2.5%

41.7%

12.8%

11.3%

1.1%

7.0%

5.8%

15.6%

15.9%

22.6%

4.8%

15.7%

23.1%

24.6%

6.3%

12.6%

4.3%

13.1%

12.8%

15.2%

3.2%

21.8%

32.8%

1.9%

19.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

同和地区（被差別部落）出身者に

対するもの

障がい者に対するもの

外国人に対するもの（ヘイトス

ピーチ）

女性に対するもの

ハンセン病感染者（回復者）・エ

イズ患者及びHIVウイルス感染者

に対するもの

性的マイノリティ（性的少数者）

に対するもの

事件、事故の関係者に対するもの

自分や、自分の友人・知人間で行

われたもの

著名人に対するもの

人権侵害事例を見たことがない

インターネットを利用したことが

ない

その他

無回答

令和7年度調査（n=556) 令和2年度調査（n=585)

平成27年度調査(n=586)

【過去調査との比較】 
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4.0%

16.4%

30.5%

21.2%

3.1%

18.1%

35.4%

2.2%

40.7%

14.6%

10.2%

0.9%

5.8%

3.2%

17.1%

20.3%

19.3%

1.9%

17.1%

31.3%

2.5%

43.0%

11.7%

12.0%

1.3%

7.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

同和地区（被差別部落）出身者に対するもの

障がい者に対するもの

外国人に対するもの（ヘイトスピーチ）

女性に対するもの

ハンセン病感染者（回復者）・エイズ患者及びHIVウイ

ルス感染者に対するもの

性的マイノリティ（性的少数者）に対するもの

事件、事故の関係者に対するもの

自分や、自分の友人・知人間で行われたもの

著名人に対するもの

人権侵害事例を見たことがない

インターネットを利用したことがない

その他

無回答

男性(226) 女性(316)

【性別】 
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問 30 あなたは、ここ１、２年の間で、インターネットを悪用した人権侵害事例を、見聞きしたことがありますか。 

 

  

回

答

者

数

同

和

地

区

（

被

差

別

部

落

）

出

身

者

に

対

す

る

も

の

障

が

い

者

に

対

す

る

も

の

外

国

人

に

対

す

る

も

の

（

ヘ

イ

ト

ス

ピ

ー

チ

）

女

性

に

対

す

る

も

の

ハ

ン

セ

ン

病

感

染

者

（

回

復

者

）

・

エ

イ

ズ

患

者

及

び

H

I

V

ウ

イ

ル

ス

感

染

者

に

対

す

る

も

の

性

的

マ

イ

ノ

リ

テ

ィ

（

性

的

少

数

者

）

に

対

す

る

も

の

事

件

、

事

故

の

関

係

者

に

対

す

る

も

の

自

分

や

、

自

分

の

友

人

・

知

人

間

で

行

わ

れ

た

も

の

著

名

人

に

対

す

る

も

の

人

権

侵

害

事

例

を

見

た

こ

と

が

な

い

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

を

利

用

し

た

こ

と

が

な

い

そ

の

他

無

回

答

556 20 95 135 113 16 99 182 14 232 71 63 6 42

3.6% 17.1% 24.3% 20.3% 2.9% 17.8% 32.7% 2.5% 41.7% 12.8% 11.3% 1.1% 7.6%

性別 男性 226 4.0% 16.4% 30.5% 21.2% 3.1% 18.1% 35.4% 2.2% 40.7% 14.6% 10.2% 0.9% 5.8%

女性 316 3.2% 17.1% 20.3% 19.3% 1.9% 17.1% 31.3% 2.5% 43.0% 11.7% 12.0% 1.3% 7.9%

その他 4 0.0% 50.0% 25.0% 50.0% 25.0% 50.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 10 10.0% 20.0% 10.0% 20.0% 20.0% 20.0% 10.0% 10.0% 20.0% 10.0% 20.0% 0.0% 10.0%

年齢層 18～20歳代 43 0.0% 32.6% 34.9% 32.6% 0.0% 25.6% 44.2% 4.7% 58.1% 4.7% 2.3% 0.0% 2.3%

30歳代 66 3.0% 19.7% 31.8% 30.3% 0.0% 19.7% 33.3% 1.5% 53.0% 12.1% 1.5% 0.0% 3.0%

40歳代 86 2.3% 20.9% 27.9% 22.1% 1.2% 23.3% 37.2% 4.7% 44.2% 12.8% 4.7% 1.2% 3.5%

50歳代 99 6.1% 20.2% 25.3% 19.2% 4.0% 22.2% 32.3% 4.0% 47.5% 18.2% 5.1% 2.0% 6.1%

60歳代 127 4.7% 12.6% 22.8% 18.1% 5.5% 15.7% 37.8% 1.6% 48.0% 8.7% 11.0% 2.4% 5.5%

70歳以上 115 2.6% 10.4% 18.3% 14.8% 2.6% 11.3% 21.7% 0.0% 19.1% 16.5% 29.6% 0.0% 13.9%

無回答 20 5.0% 10.0% 0.0% 5.0% 5.0% 0.0% 20.0% 5.0% 20.0% 10.0% 20.0% 0.0% 20.0%

職業 自営業者 66 0.0% 1.5% 21.2% 13.6% 1.5% 13.6% 22.7% 0.0% 31.8% 10.6% 13.6% 0.0% 1.5%

農林漁業 15 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 0.0% 6.7% 26.7% 0.0% 26.7% 26.7% 40.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 0.0% 0.0% 43.5% 21.7% 0.0% 21.7% 34.8% 0.0% 52.2% 13.0% 13.0% 0.0% 0.0%

自由業 9 0.0% 11.1% 33.3% 44.4% 11.1% 33.3% 33.3% 0.0% 55.6% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1%

家族従業者 20 0.0% 10.0% 20.0% 15.0% 0.0% 25.0% 5.0% 0.0% 15.0% 10.0% 0.0% 0.0% 5.0%

農林漁業 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 0.0% 12.5% 37.5% 25.0% 0.0% 25.0% 12.5% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自由業 2 0.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%

雇用人 230 4.3% 20.4% 26.1% 22.2% 2.2% 19.1% 35.7% 3.5% 47.0% 13.0% 6.5% 0.9% 5.7%

管理職 30 10.0% 23.3% 40.0% 26.7% 6.7% 20.0% 30.0% 6.7% 50.0% 20.0% 3.3% 3.3% 10.0%

専門技術職 73 8.2% 20.5% 31.5% 31.5% 1.4% 24.7% 37.0% 2.7% 47.9% 11.0% 5.5% 0.0% 1.4%

事務職 54 0.0% 18.5% 16.7% 20.4% 0.0% 14.8% 48.1% 1.9% 61.1% 7.4% 3.7% 1.9% 7.4%

労務職 62 1.6% 24.2% 25.8% 14.5% 3.2% 19.4% 32.3% 4.8% 40.3% 19.4% 12.9% 0.0% 8.1%

無職 158 1.3% 13.9% 17.1% 12.7% 3.8% 12.0% 28.5% 2.5% 31.0% 11.4% 12.0% 0.6% 5.7%

家事従事者 65 1.5% 13.8% 20.0% 9.2% 3.1% 15.4% 32.3% 1.5% 40.0% 13.8% 18.5% 1.5% 7.7%

学生 13 0.0% 38.5% 38.5% 46.2% 0.0% 30.8% 23.1% 7.7% 46.2% 7.7% 7.7% 0.0% 0.0%

その他の無職 52 1.9% 15.4% 17.3% 15.4% 7.7% 9.6% 40.4% 3.8% 32.7% 15.4% 11.5% 0.0% 7.7%

職業無回答 82 6.1% 17.1% 23.2% 22.0% 4.9% 19.5% 30.5% 2.4% 40.2% 8.5% 8.5% 2.4% 11.0%

全体
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 知っている人権擁護機関  「弁護士」「警察」「市」 

問 31 あなたは、人権擁護機関としてどのようなものを知っていますか。次の中からいくつでもあげてくだ

さい。（該当する番号に〇印をお付けください） 

「弁護士」56.8％、「警察」40.6％、「市」35.4％がトップ３である。前回と比べ「警察」

（前回 32.1％）が 8.5 ポイント増加している。「人権擁護委員」は 28.6％（前回 37.1％）

と 8.5ポイント減少した。 

男女別では、「警察」が男性 33.6％、女性 46.2％と女性が男性を 12.6ポイント上回って

いる。 

 

 

 

 

 

 

40.6%

56.8%

20.1%

35.4%

28.6%

21.4%

2.3%

9.4%

32.1%

49.9%

15.7%

44.8%

37.1%

20.3%

4.1%

11.6%

32.8%

48.3%

20.3%

45.2%

40.4%

21.7%

0.7%

15.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

警察

弁護士

法務局

市

人権擁護委員

県

その他

無回答

令和7年度調査（n=556) 令和2年度調査（n=585)

平成27年度調査(n=586)

４．人権擁護機関の周知度について 

【過去調査との比較】 

33.6%

58.4%

21.2%

37.6%

31.9%

28.8%

2.2%

14.2%

46.2%

55.7%

19.6%

34.8%

27.2%

16.5%

2.5%

4.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

警察

弁護士

法務局

市

人権擁護委員

県

その他

無回答

男性(226) 女性(316)

【性別】 
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問 31 あなたは、人権擁護機関としてどのようなものを知っていますか。 

 

  

回

答

者

数

警

察

弁

護

士

法

務

局

市 人

権

擁

護

委

員

県 そ

の

他

無

回

答

556 226 316 112 197 159 119 13 52

40.6% 56.8% 20.1% 35.4% 28.6% 21.4% 2.3% 9.4%

性別 男性 226 33.6% 58.4% 21.2% 37.6% 31.9% 28.8% 2.2% 14.2%

女性 316 46.2% 55.7% 19.6% 34.8% 27.2% 16.5% 2.5% 4.1%

その他 4 75.0% 100.0% 25.0% 25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0%

無回答 10 10.0% 40.0% 10.0% 10.0% 10.0% 10.0% 0.0% 70.0%

年齢層 18～20歳代 43 39.5% 53.5% 20.9% 27.9% 9.3% 25.6% 4.7% 9.3%

30歳代 66 43.9% 56.1% 16.7% 19.7% 13.6% 12.1% 1.5% 15.2%

40歳代 86 38.4% 59.3% 18.6% 31.4% 14.0% 18.6% 3.5% 12.8%

50歳代 99 39.4% 65.7% 22.2% 44.4% 28.3% 30.3% 1.0% 7.1%

60歳代 127 48.8% 63.0% 24.4% 37.8% 38.6% 23.6% 2.4% 3.1%

70歳以上 115 37.4% 45.2% 19.1% 43.5% 44.3% 19.1% 1.7% 7.8%

無回答 20 15.0% 40.0% 5.0% 15.0% 30.0% 10.0% 5.0% 0.0%

職業 自営業者 66 22.7% 40.9% 7.6% 36.4% 18.2% 21.2% 0.0% 3.0%

農林漁業 15 26.7% 40.0% 20.0% 60.0% 33.3% 46.7% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 23 34.8% 65.2% 8.7% 43.5% 21.7% 26.1% 0.0% 4.3%

自由業 9 33.3% 66.7% 0.0% 55.6% 22.2% 11.1% 0.0% 11.1%

家族従業者 20 25.0% 35.0% 20.0% 20.0% 20.0% 10.0% 0.0% 5.0%

農林漁業 1 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

商工・建設・サービス業 8 50.0% 62.5% 37.5% 37.5% 37.5% 25.0% 0.0% 12.5%

自由業 2 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

雇用人 230 39.1% 58.3% 18.7% 30.4% 23.0% 22.2% 2.2% 8.7%

管理職 30 36.7% 73.3% 20.0% 33.3% 30.0% 20.0% 3.3% 10.0%

専門技術職 73 35.6% 54.8% 17.8% 35.6% 26.0% 26.0% 1.4% 11.0%

事務職 54 44.4% 59.3% 22.2% 27.8% 18.5% 25.9% 3.7% 7.4%

労務職 62 46.8% 64.5% 19.4% 30.6% 24.2% 19.4% 1.6% 9.7%

無職 158 38.6% 41.8% 15.8% 31.0% 23.4% 17.1% 1.3% 10.8%

家事従事者 65 47.7% 55.4% 21.5% 36.9% 32.3% 12.3% 0.0% 0.0%

学生 13 38.5% 38.5% 7.7% 30.8% 7.7% 38.5% 0.0% 0.0%

その他の無職 52 48.1% 48.1% 19.2% 40.4% 28.8% 26.9% 3.8% 0.0%

職業無回答 82 37.8% 59.8% 24.4% 37.8% 37.8% 22.0% 3.7% 14.6%

全体
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 人権問題の行事やメディアとの関わり  「ラジオ・テレビ」「インターネット」「新聞」 

問 32 あなたは、人権問題に関する次のようなことに、参加したり、見たり、読んだり、家族で話し合った

経験がありますか。（該当する番号に〇印をお付けください） 

 

 「ラジオ・テレビ」32.2％、「イン

ターネット」29.9％、「新聞」29.3％

が上位となった。 

 前回との比較では、「インターネッ

ト」を除くすべての項目で減少してい

る。前回調査までは、個別の項目ごと

に経験の有無を尋ねる形式であった

のに対し、今回の調査では該当する項

目を選択する形式としたため、特に印

象に残っている項目のみを選択した

結果であると考えられる。 

  

５．人権問題への関わりについて 

21.4%

6.5%

16.4%

21.2%

14.9%

29.3%

32.2%

14.0%

29.9%

18.9%

12.9%

38.0%

17.8%

51.3%

63.2%

46.7%

65.5%

66.8%

46.0%

29.4%

65.3%

46.5%

42.5%

20.3%

56.0%

66.2%

49.0%

70.2%

71.9%

50.7%

18.3%

69.5%

48.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

講演会・研修会

人権フェスティバルなど

のイベント

啓発冊子・パンフレット

市の広報誌

書籍・雑誌

新聞

ラジオ・テレビ

映画・ビデオ

インターネット

掲示物（ポスター、看板

等）

家族と話し合ったことが

ある

令和7年度調査(n=556) 令和2年度調査(n=585)

平成27年度調査(n=586)

【過去調査との比較】
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問 32 あなたは、人権問題に関する次のようなことに、参加したり、見たり、読んだり、家族で話し合った経験がありま

すか。 

 

  

回

答

者

数

講

演

会

・

研

修

会

人

権

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

な

ど

の

イ

ベ

ン

ト

啓

発

冊

子

・

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

市

の

広

報

誌

書

籍

・

雑

誌

新

聞

ラ

ジ

オ

・

テ

レ

ビ

映

画

・

ビ

デ

オ

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

掲

示

物

（

ポ

ス

タ

ー

、

看

板

等

）

家

族

と

話

し

合

っ

た

こ

と

が

あ

る

無

回

答

556 119 36 91 118 83 163 179 78 166 105 72 64

21.4% 6.5% 16.4% 21.2% 14.9% 29.3% 32.2% 14.0% 29.9% 18.9% 12.9% 11.5%

性別 男性 226 23.9% 6.6% 17.3% 22.6% 15.5% 30.5% 30.1% 11.9% 31.4% 15.5% 10.6% 11.1%

女性 316 19.6% 6.0% 15.8% 20.9% 14.6% 29.1% 33.9% 15.5% 28.2% 21.2% 14.9% 11.1%

その他 4 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 50.0% 25.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 10 20.0% 20.0% 20.0% 10.0% 20.0% 10.0% 20.0% 10.0% 40.0% 30.0% 10.0% 40.0%

年齢層 18～20歳代 43 14.0% 2.3% 16.3% 2.3% 14.0% 20.9% 30.2% 27.9% 65.1% 25.6% 4.7% 7.0%

30歳代 66 18.2% 10.6% 9.1% 9.1% 10.6% 18.2% 27.3% 16.7% 48.5% 22.7% 13.6% 10.6%

40歳代 86 15.1% 3.5% 14.0% 4.7% 12.8% 24.4% 34.9% 5.8% 38.4% 22.1% 23.3% 8.1%

50歳代 99 26.3% 9.1% 17.2% 20.2% 13.1% 22.2% 27.3% 10.1% 33.3% 14.1% 11.1% 14.1%

60歳代 127 26.0% 4.7% 20.5% 26.0% 15.7% 37.8% 35.4% 15.0% 22.0% 13.4% 11.0% 8.7%

70歳以上 115 22.6% 7.8% 18.3% 45.2% 20.0% 42.6% 36.5% 15.7% 9.6% 23.5% 11.3% 11.3%

無回答 20 15.0% 5.0% 10.0% 10.0% 15.0% 10.0% 20.0% 15.0% 5.0% 10.0% 15.0% 45.0%

職業 自営業者 66 13.6% 1.5% 9.1% 12.1% 7.6% 18.2% 27.3% 13.6% 22.7% 7.6% 9.1% 7.6%

農林漁業 15 33.3% 0.0% 20.0% 40.0% 0.0% 53.3% 33.3% 13.3% 0.0% 13.3% 0.0% 13.3%

商工・建設・サービス業 23 8.7% 4.3% 4.3% 4.3% 13.0% 13.0% 34.8% 4.3% 39.1% 13.0% 13.0% 17.4%

自由業 9 22.2% 0.0% 22.2% 11.1% 22.2% 11.1% 55.6% 66.7% 66.7% 0.0% 33.3% 11.1%

家族従業者 20 10.0% 0.0% 10.0% 15.0% 10.0% 25.0% 20.0% 10.0% 20.0% 10.0% 10.0% 15.0%

農林漁業 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% ##### 0.0%

商工・建設・サービス業 8 25.0% 0.0% 25.0% 37.5% 25.0% 62.5% 50.0% 25.0% 37.5% 12.5% 12.5% 12.5%

自由業 2 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 50.0%

雇用人 230 19.1% 7.0% 17.4% 14.8% 16.1% 23.9% 27.0% 12.2% 36.1% 17.8% 13.5% 9.6%

管理職 30 33.3% 10.0% 10.0% 20.0% 10.0% 16.7% 23.3% 6.7% 30.0% 3.3% 20.0% 20.0%

専門技術職 73 23.3% 9.6% 16.4% 13.7% 19.2% 30.1% 26.0% 12.3% 35.6% 19.2% 9.6% 12.3%

事務職 54 22.2% 5.6% 27.8% 11.1% 22.2% 24.1% 31.5% 16.7% 40.7% 29.6% 14.8% 5.6%

労務職 62 8.1% 4.8% 16.1% 19.4% 12.9% 24.2% 30.6% 12.9% 41.9% 16.1% 16.1% 16.1%

無職 158 17.1% 3.8% 13.3% 22.8% 9.5% 25.9% 31.0% 9.5% 19.6% 20.3% 10.8% 10.1%

家事従事者 65 24.6% 6.2% 18.5% 30.8% 13.8% 29.2% 35.4% 13.8% 20.0% 27.7% 16.9% 12.3%

学生 13 15.4% 0.0% 15.4% 0.0% 7.7% 15.4% 15.4% 15.4% 61.5% 38.5% 15.4% 7.7%

その他の無職 52 17.3% 3.8% 13.5% 30.8% 9.6% 38.5% 46.2% 7.7% 19.2% 17.3% 7.7% 15.4%

職業無回答 82 28.0% 11.0% 13.4% 23.2% 19.5% 29.3% 32.9% 14.6% 23.2% 20.7% 8.5% 17.1%

全体
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 人権教育・啓発で重要なこと  「教育・啓発・広報活動の推進」が約半数 

問 33 人権問題には、女性、こども、高齢者、

障がい者、同和問題（部落差別）、外国人、Ｈ

ＩＶ感染者、ハンセン病患者、性的マイノリティ

（性的少数者）、刑を終えて出所した人、犯罪

被害者、インターネットによる人権侵害などの

問題がありますが、人権問題を解決するため

に、あなたが重要だと考えるのは、どのような

ことですか。次の中からいくつでもあげてくだ

さい。 

今後の人権教育・啓発の在り方で重

要だと考えることは「人権問題に関す

る教育・啓発・広報活動を推進する」

48.6％、「人権問題に関する相談のため

の機関・施設を充実する」41.9％、「イ

ンターネット上の人権を侵害する情報

を削除する」40.3％の３項目が回答数

上位となった。 

 ただ、「どのようにしても人権侵害は

なくならない」が、19.1％と人権教育・

啓発の難しさを表している。「そっとし

ておけば差別は自然になくなる」が

3.2％でこの２つを合わせた 22.3％は、

人権教育に否定的な考えも持っている

ことになる。 

 

（注）内閣府の調査では、国は、人権課

題の解決に向けて、どのようなことに力を

入れていけばよいと思いますか、と聞いて

おり、「学校内外の人権教育を充実する」

57.6％、「人権意識を高め、人権への理解を

深めてもらうための啓発広報活動を推進

する」46.9％、「人権が侵害された被害者の

救済・支援を充実する」44.2％の順に多い。 

 

  

48.6%

41.9%

38.7%

19.6%

25.2%

40.3%

19.2%

3.2%

19.1%

2.7%

10.1%

2.3%

52.8%

50.3%

52.8%

35.2%

29.1%

6.8%

20.5%

3.8%

8.7%

2.9%

41.3%

39.2%

35.3%

20.1%

14.8%

7.8%

26.1%

0.9%

3.9%

3.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

人権問題に関する教育・啓

発・広報活動を推進する

人権問題に関する相談のため

の機関・施設を充実する

人権が侵害された被害者の救

済を充実する

人権問題に関する情報の収集

及び提供を充実する

差別を禁止するために法律の

整備をする

インターネット上の人権を侵

害する情報を削除する

企業が人権尊重の取組を推進

する

そっとしておけば差別は自然

になくなる

どのようにしても人権侵害は

なくならない

その他

わからない

無回答

令和7年度調査(n=556) 令和2年度調査(n=585)

平成27年度調査(n=586)

【過去調査との比較】 
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49.6%

40.3%

34.1%

17.3%

24.8%

36.7%

18.6%

5.8%

19.0%

2.7%

10.2%

1.8%

48.4%

43.0%

42.4%

21.5%

25.9%

43.7%

19.9%

1.6%

19.3%

2.5%

9.8%

1.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

人権問題に関する教育・

啓発・広報活動を推進す

る

人権問題に関する相談の

ための機関・施設を充実

する

人権が侵害された被害者

の救済を充実する

人権問題に関する情報の

収集及び提供を充実する

差別を禁止するために法

律の整備をする

インターネット上の人権を

侵害する情報を削除する

企業が人権尊重の取組を

推進する

そっとしておけば差別は自

然になくなる

どのようにしても人権侵害

はなくならない

その他（次の設問で具体

的内容をご記入いただき

ます。）

わからない

無回答

男性(226) 女性(316)

【性別】 51.2%

44.2%

30.2%

23.3%

23.3%

25.6%

18.6%

2.3%

25.6%

2.3%

9.3%

2.3%

59.1%

39.4%

25.8%

27.3%

24.2%

36.4%

19.7%

1.5%

19.7%

4.5%

9.1%

1.5%

41.9%

27.9%

45.3%

18.6%

32.6%

41.9%

20.9%

3.5%

19.8%

3.5%

3.5%

1.2%

45.5%

41.4%

42.4%

14.1%

28.3%

42.4%

20.2%

3.0%

19.2%

1.0%

14.1%

1.0%

57.5%

51.2%

46.5%

22.0%

29.1%

50.4%

21.3%

1.6%

15.0%

1.6%

7.9%

0.8%

44.3%

45.2%

32.2%

16.5%

16.5%

35.7%

16.5%

7.0%

20.0%

4.3%

13.9%

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

人権問題に関する教育・啓発・

広報活動を推進する

人権問題に関する相談のための

機関・施設を充実する

人権が侵害された被害者の救済

を充実する

人権問題に関する情報の収集及

び提供を充実する

差別を禁止するために法律の整

備をする

インターネット上の人権を侵害

する情報を削除する

企業が人権尊重の取組を推進す

る

そっとしておけば差別は自然に

なくなる

どのようにしても人権侵害はな

くならない

その他（次の設問で具体的内容

をご記入いただきます。）

わからない

無回答

18～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

【年代別】 
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問 33 人権問題には、女性、こども、高齢者、障がい者、同和問題（部落差別）、外国人、ＨＩＶ感染

者、ハンセン病患者、性的マイノリティ（性的少数者）、刑を終えて出所した人、犯罪被害者、インタ

ーネットによる人権侵害等の問題がありますが、今後の人権教育・啓発のあり方について、あなたが重

要だと考えるのは、どのようなことですか。  

 

  

回

答

者

数

人

権

問

題

に

関

す

る

教

育

・

啓

発

・

広

報

活

動

を

推

進

す

る

人

権

問

題

に

関

す

る

相

談

の

た

め

の

機

関

・

施

設

を

充

実

す

る

人

権

が

侵

害

さ

れ

た

被

害

者

の

救

済

を

充

実

す

る

人

権

問

題

に

関

す

る

情

報

の

収

集

及

び

提

供

を

充

実

す

る

差

別

を

禁

止

す

る

た

め

に

法

律

の

整

備

を

す

る

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

上

の

人

権

を

侵

害

す

る

情

報

を

削

除

す

る

企

業

が

人

権

尊

重

の

取

組

を

推

進

す

る

そ

っ

と

し

て

お

け

ば

差

別

は

自

然

に

な

く

な

る

ど

の

よ

う

に

し

て

も

人

権

侵

害

は

な

く

な

ら

な

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

556 270 233 215 109 140 224 107 18 106 15 56 13

48.6% 41.9% 38.7% 19.6% 25.2% 40.3% 19.2% 3.2% 19.1% 2.7% 10.1% 2.3%

性別 男性 226 49.6% 40.3% 34.1% 17.3% 24.8% 36.7% 18.6% 5.8% 19.0% 2.7% 10.2% 1.8%

女性 316 48.4% 43.0% 42.4% 21.5% 25.9% 43.7% 19.9% 1.6% 19.3% 2.5% 9.8% 1.6%

その他 4 50.0% 75.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0%

無回答 10 30.0% 30.0% 30.0% 20.0% 20.0% 20.0% 20.0% 0.0% 10.0% 0.0% 20.0% 40.0%

年齢層 18～20歳代 43 51.2% 44.2% 30.2% 23.3% 23.3% 25.6% 18.6% 2.3% 25.6% 2.3% 9.3% 2.3%

30歳代 66 59.1% 39.4% 25.8% 27.3% 24.2% 36.4% 19.7% 1.5% 19.7% 4.5% 9.1% 1.5%

40歳代 86 41.9% 27.9% 45.3% 18.6% 32.6% 41.9% 20.9% 3.5% 19.8% 3.5% 3.5% 1.2%

50歳代 99 45.5% 41.4% 42.4% 14.1% 28.3% 42.4% 20.2% 3.0% 19.2% 1.0% 14.1% 1.0%

60歳代 127 57.5% 51.2% 46.5% 22.0% 29.1% 50.4% 21.3% 1.6% 15.0% 1.6% 7.9% 0.8%

70歳以上 115 44.3% 45.2% 32.2% 16.5% 16.5% 35.7% 16.5% 7.0% 20.0% 4.3% 13.9% 2.6%

無回答 20 20.0% 30.0% 40.0% 20.0% 10.0% 30.0% 10.0% 0.0% 20.0% 0.0% 15.0% 40.0%

職業 自営業者 66 33.3% 24.2% 18.2% 12.1% 19.7% 27.3% 10.6% 3.0% 12.1% 3.0% 9.1% 1.5%

農林漁業 15 33.3% 40.0% 13.3% 6.7% 20.0% 26.7% 6.7% 0.0% 13.3% 6.7% 6.7% 6.7%

商工・建設・サービス業 23 52.2% 30.4% 30.4% 13.0% 26.1% 47.8% 17.4% 8.7% 21.7% 0.0% 13.0% 0.0%

自由業 9 55.6% 33.3% 33.3% 44.4% 44.4% 33.3% 22.2% 0.0% 11.1% 11.1% 22.2% 0.0%

家族従業者 20 40.0% 30.0% 15.0% 10.0% 15.0% 15.0% 15.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 10.0%

農林漁業 1 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0%

商工・建設・サービス業 8 62.5% 37.5% 25.0% 12.5% 25.0% 25.0% 25.0% 0.0% 37.5% 0.0% 0.0% 0.0%

自由業 2 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

雇用人 230 47.4% 41.3% 42.2% 20.9% 27.8% 42.2% 19.6% 3.5% 20.0% 1.3% 6.1% 0.4%

管理職 30 53.3% 43.3% 33.3% 20.0% 23.3% 43.3% 30.0% 6.7% 20.0% 0.0% 10.0% 0.0%

専門技術職 73 46.6% 45.2% 42.5% 26.0% 28.8% 41.1% 13.7% 0.0% 23.3% 1.4% 5.5% 0.0%

事務職 54 46.3% 42.6% 51.9% 18.5% 35.2% 46.3% 24.1% 3.7% 20.4% 0.0% 5.6% 0.0%

労務職 62 54.8% 41.9% 45.2% 21.0% 27.4% 46.8% 21.0% 6.5% 19.4% 3.2% 6.5% 0.0%

無職 158 39.9% 38.0% 32.3% 15.8% 17.7% 34.8% 15.8% 2.5% 16.5% 3.8% 10.1% 0.6%

家事従事者 65 53.8% 36.9% 38.5% 16.9% 18.5% 46.2% 15.4% 4.6% 15.4% 3.1% 12.3% 1.5%

学生 13 46.2% 38.5% 15.4% 23.1% 15.4% 7.7% 7.7% 0.0% 30.8% 0.0% 15.4% 7.7%

その他の無職 52 42.3% 59.6% 46.2% 21.2% 26.9% 46.2% 26.9% 1.9% 23.1% 7.7% 11.5% 0.0%

職業無回答 82 46.3% 36.6% 34.1% 19.5% 26.8% 35.4% 20.7% 1.2% 11.0% 2.4% 13.4% 9.8%

全体
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その他記述回答（問 22 は結婚しない理由を記載） 

 

問２ 人権にかかわる問題として、あなたが、関心のあるものを、次の中からいくつでもあげてください。  

男性  40 歳代  マイクロアグレッション  

男性  70 歳以上  原爆被爆者への差別  

男性  70 歳以上  クルド人差別等  

女性  30 歳代  
おそらく問題を認知できれば全て関心をもつと思います。全ての情報や問題を平

等に公平に受けとれる世の中になって欲しいと願います。 

 

問４ あなたは、女性に関することがらで、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。次の
中からいくつでもあげてください。  

男性  30 歳代  女性への理解のなさ（生理や女性ホルモン、更年期障害など）  

男性  40 歳代  

教職員による生徒への性犯罪が多すぎる  

潜在的にはまだまだあると思うし、身近でも起こっていると思う  

教師は信頼出来ない  

男性  50 歳代  女性が過剰に擁護されすぎていると感じる  

男性  70 歳以上  色々なハラスメントで表は守られても出会い系など裏に入る社会はどうか？  

女性  30 歳代  

インターネット上などで見られる女性差別全般  

さすがに一部の男性が目立つのだとは思いますが、例えば性犯罪に対して女性

が苦言をだすと｢これだからフェミはー｣や｢まーん（笑）｣など、女性を侮辱する行為

が SNS 上では日常的に存在しています  

これらの行為に影響され、女性をバカにしてもいいと思っている男性がこれから増

えていってもおかしくないと思います  

女性  30 歳代  

身体機能が違うので①、②はこういう状態になってきたのも理解できる。問題はそこ

ではなくそこに優劣、強弱があり、ジャッジする心だと思います。加害者、被害者に

なる人の心の奥をちゃんとのぞくこと、見る事、寄り添うこと。  

女性  40 歳代  

性犯罪の刑罰が軽すぎる。飲酒運転を厳罰化してから飲酒運転が急激に減った

ように、性犯罪も厳罰化すれば意識が変わり、もっと減少するはず。性犯罪の厳罰

化が早急に必要です。特にこどもへの犯罪は罪が重く、再犯率も高いので、重罰

にするべきです  

 

問６ あなたは、こどもに関することがらで、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。 次の
中からいくつでもあげてください。  

男性  30 歳代  
大人が学ばないためこどもが適切に今の時代に必要な知識を存分に吸収できな

い。 

男性  60 歳代  
こども同士のいじめによる被害者が守られているとは到底言えない。  

被害者が転校する事案はよく聞きますが、加害者を転校させるべき。  

男性  70 歳以上  一人っ子政策であるように思う  

女性  30 歳代  

(1)親によるきょうだい間差別全般  

(2)こども自身が希望する進路を妨害する行為   

(3)所謂きょうだい児・ヤングケアラーなど  

(1)について、些細なことも含むなら、上の子に下の子の面倒を見させ、上の子の

時間を奪う行為も広義の人権侵害だと思います  

(2)について、家庭によって経済格差があるのは仕方ないですが、結果的に能力

は足りていても金銭が足りないから進学を諦める、というケースも大なり小なり存在

します 

他にも教育虐待、金銭は足りていてもこどもに出したがらない (進学させない)、(1)と

合わせて能力に関係なく親が気に入っている子とそれ以外で進学に差をつける、

などもあるかと思います  
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女性  30 歳代  
これも表面的に上がっている問題をみて、ルールや方法で解決するのではなく、根

本を見るから全体が良くなる。  

女性  40 歳代  

「いじめ」という軽い言葉を使わずに「暴行」「暴言」「盗撮」「性暴行」「恐喝」など、

正しい表現を使い、犯罪行為であるという正しい認識を加害者も周囲も持つべき

です。いじめという言葉に矮小化してはならない。  

また、日本はこどもの教育、福祉を驚くほど軽んじすぎている。まずは最低限、年

少扶養控除の復活が急務です。  

高齢者やニートには扶養控除があるのに、こどもには扶養控除がない現状は、こど

もを産めば産むほど増税されているのと同じ。こどもが生きるための最低限の生活

費まで税金で奪っていく、子育て罰。まさに少子化促進政策と言わざるを得ませ

ん。 

際限なく膨らみ続ける手厚すぎる高齢者福祉を削減し、年少扶養控除を復活、

教育にもっと投資してください！！  

女性  40 歳代  １６歳未満のこどもも扶養控除の対象にならないこと  

女性  40 歳代  
学校へ行くのが当然という社会  

受験を前提とした学校教育  

女性  40 歳代  こども達が、ゾーニングされていない性的な広告にさらされている  

女性  50 歳代  格差社会がこどもの人権には強く影響している気がします。  

女性  70 歳以上  

教育現場では自分の意見をしっかり訴えられるこどもは枠からはみ出したこどもとし

てうとんじられる傾向にある。教師の多くは黙ってうなづく“良い子”であれば良いと

いう考えではないか。  

 

問８ あなたは、高齢者に関することがらで、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。次の
中からいくつでもあげてください。  

男性  50 歳代  運転免許など高齢を理由に免許返納を迫るような風潮がある  

男性  50 歳代  世代間対立（収入の格差） 

男性  70 歳以上  ホスピスが足りない  

女性  18～ 20 歳代  
自分自身で死を選べないこと。食事拒否など老衰と考えられるときに治療をしない

という選択肢もあっていいと思う。  

女性  40 歳代  

むしろ日本では高齢者は優遇されすぎています。  

世代間の不公平が大きすぎ、それにより高齢者と現役世代以下の分断が生まれ

ている。 

現役世代は高齢者への強制仕送りとなる重税で生活が苦しく、結婚もできず、こ

どもも持てず、ますます少子高齢化となる悪循環、負のループ。  

特に厚生年金、社会保険の税負担が重すぎる。  

早急に、（最低限平等に）高齢者の医療費を三割負担にしなければ、医療崩壊

は目前です。 

女性  40 歳代  経済的に余裕のある人にも支援が厚いこと。  

女性  50 歳代  
高齢者が元気がなくなったり、アルツハイマー病になった時、高齢者の方が意見を

通そうとして家族の負担が大きい…私の周りにもそういう方もいます。  

 

問１０ あなたは、障がいのある人に関することがらで、現在、どのような人権問題が起きていると思いま

すか。次の中からいくつでもあげてください。  

男性  30 歳代  
中学校ぐらいまでは障がいのある人と共同の空間で過ごしていたが、高校から現

在まで見なくなりました。別の環境にいるのだなと感じています。  

男性  70 歳以上  障害者の人権は低い  

女性  40 歳代  
障害者福祉への所得制限は今すぐ撤廃するべきだと思います（可処分所得の逆

転が起きているので）。  
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女性  40 歳代  
目に見えづらい障害（発達障害・学習障害など）について、学ぶ機会が少ないた

め偏った知識の人が多いように感じる。  

女性  50 歳代  就職困難  

 

問１２  あなたは、同和問題（部落差別）に関することがらで、現在、どのような人権問題が起きていると

思いますか。次の中からいくつでもあげてください。  

男性  30 歳代  

佐久市を含め、長野県内の古くからある地域では、現在も潜在的に同和問題は

続いている。特に、地方公務員として勤務した際には、不等な扱いを受ける部落

の存在がよく分かった。  

男性  40 歳代  

現代社会において部落差別自体が何かわからない人が多いし、問題そのものが

存在しないと思う。「部落差別解消推進法」を盾にし、既得権益を得ている団体が

あると思う。 

男性  50 歳代  表面的には表れないが陰口を聞くことはある。  

男性  50 歳代  古い時代の話で忘れているのにむし返して騒ぎ立てている  

男性  50 歳代  一部に同和の利権を利用し暴力的行動をする勢力がある  

男性  70 歳以上  

同和問題について知らない世代に対する同和教育等が新たな同和問題を生ん

でいる。又逆差別的な面も否めない。同和教育や同和施設の必要性の是非を判

断すべきと考える  

女性  40 歳代  

自分がこどもの頃は学校でかなりの時間を割いて学んだ記憶があるが、こどもたち

は学んでいる様子がない。家庭教育に任されたのかもしれないが、そうなると偏っ

た教育をする家庭もあると思う。  

女性  60 歳代  逆差別（部落差別を受けている立場を利用して、利益を得る）  

女性  60 歳代  関西地方に住んでいたことがあり、比較するとこちらでは感じられない。  

 
問１４  あなたは、外国人に関することがらで、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。次
の中からいくつでもあげてください。  

男性  18～ 20 歳代  外国人の人権が尊重されすぎているからこそマナーのない外国人が多い気がする  

男性  30 歳代  
外国の文化をもっと尊重しようという気運があった方が良い（国際デーや国際祭り

など）  

男性  40 歳代  
外国人の増加に伴い、外国人による犯罪が増える恐れがある。不良外国人は国

外追放してほしい。  

男性  40 歳代  
そもそも、日本は外国人に対して保護し過ぎており、逆に日本人が不利な扱いを

受ける場面が散見される。法による処罰も充分ではない。  

男性  50 歳代  
夜逃げ同然に行方不明になる者に人権は無いと思う、だったら日本へ来ることは

ない。 

男性  70 歳以上  ビザの取得が難しい。  

女性  30 歳代  

長野県や佐久市に限らず全国的に見れば｢犯罪行為をしても刑罰が適切に与え

られなかったり強制送還がされていないため再犯が起きる｣｢生活保護申請が日本

人よりも通りやすい｣など、むしろ海外の人の方が優遇されるケースもあるかと思い

ます 

それらが解消されない限りは、海外の人へのヘイトが向くのは当然です  

なので、海外の人の人権を守るためにも、司法や行政が日本人を海外の人と同

様に扱うことが先決だと思います  

また、難しい漢字が読めない、英語表記がない、については日本で暮らす以上は

翻訳アプリを使う、日本語を勉強する等、ある程度は海外の人自身が対応するべ

きだと思います  

事実、カタコトでも日本語を話す外国の方も少なくないので、頑なに自国語のみを

使う海外の人にまで対応する必要性はわかりません  

施設側が善意で多国語表記するのは自由ですが、行政が強制するのは違うと思
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います (避難経路案内など、緊急度が高い物は英語に限らず表記が多い方がい

いと思います ) 

女性  30 歳代  
これは自分自身が知っている情報が本当かどうかも、ここに書いてある問題がどれ

くらいの人に当てはまるかも全く想像できないです。 

女性  30 歳代  

外国人人権かは分からないが、外国人観光客や（市民税を払っていない人）など

が、救急車を呼ぶことがよくある（病院勤め、救急外来勤務です）。その救急車代

は私たちの税金なのかな、と思うとなんとも言えない気持ちになる。市民税を払って

いない方が救急車を呼んだ場合、請求できる制度にして欲しい。  

女性  40 歳代  日本に住むことについての慣習やルールを教えないことが原因  

女性  40 歳代  
支援が手厚すぎるのは逆差別と感じる。日本のルールを守らないのであれば帰国

する必要がある。  

女性  40 歳代  

世界中で移民問題が起きている昨今、外国人移住者の積極的な受け入れはや

めるべきだと思います。移民促進は絶対に反対です。佐久市でも外国人を見かけ

ることが増えており、これ以上増えてほしくない。どうしても治安面などが心配です。  

 

問１６ あなたは、ハンセン病患者（回復者）に関することがらで、現在、どのような人権問題が起きてい
ると思いますか。次の中からいくつでもあげてください。  

男性  18～ 20 歳代  ハンセン病を初めて聞いたので分からない  

男性  50 歳代  どんな病気なのかわからないし世間も隠して騒ぎ立てている、説明がない  

男性  50 歳代  “かわいそう”な存在と見られてしまうこと。  

男性  70 歳以上  よくわからない、ハンセン患者は少ないと思う  

女性  40 歳代  長い間の政府の対応が間違い、正確な情報知識を伝えなかったことが間違い  

女性  70 歳以上  身近にいない。  

女性  70 歳以上  
身近にハンセン病の方がいないのでよくわからないのですが、治る病だと思いま

す。 

女性  70 歳以上  現在、身近にハンセン病の方と接していないのでわからない。  

女性  70 歳以上  

らい病といわれた病気で「ベンハー」という映画で母と妹がハンセン病で隠れるよう

に生きている姿が印象的でした。身近にはいませんがまだ偏見が根強いと感じて

います。 

女性   現状知らない人が多いのでは？  

 

問１８  あなたは、性的マイノリティ（性的少数者）に関することがらで、現在、どのような人権問題が起き

ていると思いますか。次の中からいくつでもあげてください。  

男性  40 歳代  性的マイノリティ（性的少数者）は左翼活動家に政治利用されていると思う。  

男性  50 歳代  過度に性的少数者の人権を尊重することを求める事に疑問  

男性  60 歳代  

生まれ持っての性同一性障害者と性的指向者との違いがあると思うのですが、性

同一性障害者は内向的な気がしますが。性的指向者は他者に対して迷惑行為

を起こすことがあるように思います。  

男性  70 歳以上  フランスでは多い  

女性  30 歳代  

パートナー制度などが進んでいるとはいえ、やはり同性での結婚など制度上で不

利な場面はあると思います  

それとは全く別の問題として、自称女性による女湯や女子トイレの利用は女性に

対する明確な人権侵害だと思います  

手術済みで戸籍上も心身も本当に女性である元男性もいるとは思いますが、トラ

ンス女性を装って女性に加害行為をする男性がいるのも事実です  

こういった人から女性を守るためにも、一律で産まれた時の性別で分ける行為は差

別とは言えないと思います  

また、肉体的な差も大きいので、スポーツでは明確に産まれた時の性で分けるべき

です 
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特に格闘技スポーツでは、女性の生命に関わります  

新規でトランスジェンダー向けの枠を作る、という手段も考えるべきだと思いますし、

トランス女性が男性枠で出た時に奇異の目を向けることの方が差別行為です  

女性  40 歳代  同性愛者も結婚できるようになってほしい。  

女性  40 歳代  

銭湯や公共トイレは身体特徴で分けてもらえないと女性としてまた、女の子の親と

して恐ろしいです。男性用、女性用、誰でもトイレなど今ある二つに分けるのではな

く、三つ目の選択肢が選ばれるようになればいい。  

女性  60 歳代  
ある一定の場所では確率されているように思うし芸能界などでは需要があるが一般

社会ではまだ難しい。  

女性  70 歳以上  身近にいない。  

女性   地方ではまだ理解されていない事だと思う  

その他  18～ 20 歳代  そもそも知識が足らない。  

 

問２０  あなたは、犯罪被害者等に関することがらで、現在、どのような人権問題が起きていると思いま

すか。次の中からいくつでもあげてください。  

男性  30 歳代  
声を上げることで殺されると思い、トラウマを抱え声を上げることができない人がい

る。 

男性  40 歳代  被害者より加害者の人権のほうが大事と思っている団体がいる事が問題だと思う。  

男性  50 歳代  自分の周りにそういう人がいないのでわからない。  

男性  70 歳以上  しつこい 

女性  30 歳代  

ケースバイケースではありますが、経済的な損害を補償されないケースも多々あると

思います (交通事故で加害者側に支払い能力がない・詐欺被害にあったが金銭

が戻ってこない・そもそも加害者が誰か不明・加害者が加害行為についての告白

本を出版して結果的に加害者の方が金銭的に裕福になっている、など ) 

心理的な被害を回復するのは不可能でも、せめて経済的被害については何らか

の形で補償されるべきだと思います  

特に加害者が得た利益は被害者に還元されるべきです  

女性  50 歳代  差別されたくなければ犯罪を犯さなければよい。  

女性  60 歳代  被害者の人権はもっと守られなければならない。  

女性  70 歳以上  身近にいない 

 

問２１  結婚は、二人の合意により成立することになっています。しかし、現実には、いろいろな理由で、
家族やまわりの人たちが反対することがあります。このことについて、あなたは、どのように思いますか。  

男性  50 歳代  未婚なのでわからない。  

男性  70 歳以上  社会情勢が統一してない。  

女性  40 歳代  当人同士と家族、まわりの意見を大事と思う  

女性  70 歳以上  よくわからない。  

 

問２２  結婚しようと考えていた相手の方から、自分は同和地区（被差別部落）の出身であると告げられ
ました。あなたはその方と結婚しますか。  

男性  70 歳以上  家族や周りの意見も無視できない。  

男性  70 歳以上  結婚しなかった、家族に反対されたから＝後悔  

女性  18～ 20 歳代  結婚してもうまくいかなそうだから、価値観など  

女性  18～ 20 歳代  周りからの目が怖いから  

女性  30 歳代  なんとなく 

女性  40 歳代  親が反対すると思う。  

女性  40 歳代  面倒だから。 

女性  40 歳代  いやだから  

女性  50 歳代  家族に反対されるから。  
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女性  50 歳代  まだまだ差別がありそうだから、  

女性  60 歳代  昔からの根強い事であるから、自分一人だけの問題ではないと考えるから。  

女性  60 歳代  
自分の中にも差別意識がある。中学校で教わった同和教育で初めて差別につい

て知ったが、知らない方が良かったと思っている。  

女性  60 歳代  どうせ別れるから  

女性  60 歳代  生まれてくる子が差別されるかもしれないから。  

 

問２７ （問 26 で「① ある」とお答えの方にお尋ねします）それは、どのような人権侵害ですか。差し支え
なければお聞かせください。次の中からいくつでもあげてください。  

男性  40 歳代  職場でのパワハラ  

男性  60 歳代  パワハラ  

男性  60 歳代  住宅近くの市道路を改修しない  

男性   パワハラ  

女性  30 歳代  お前はこんな事もできないのか等のパワハラ発言  

女性  30 歳代  

｢こどもの権利｣の部分で｢親がこどもの意見を聞かない｣などの項目も含まれていた

ためその他を選択させていただきました  

特にきょうだい間で扱いに大きな差があり、進路にも影響しましたので広義の人権

侵害だと思います  

女性  40 歳代  税金が不当に増え続け当たり前の豊かな暮らしができていない。  

女性  40 歳代  職場でのパワハラ、家庭内でのモラハラ  

女性  60 歳代  ご近所トラブル 

女性  70 歳以上  個人的なこと。 

その他  18～ 20 歳代  親の反対、断絶  

 

問２８ （問 26 で「① ある」とお答えの方にお尋ねします）そのとき、だれかに相談しましたか。次の中か
らいくつでもあげてください。  

男性  40 歳代  妻  

女性  40 歳代  病院  

女性  40 歳代  学校の先生  

女性  40 歳代  労基  

女性  70 歳以上  我慢して耐えた。その時代は・・  

女性  70 歳以上  夫  

 

問２９ （問 28 で、どなたかに相談された方にお尋ねします）相談をした結果はどうでしたか。  

女性  40 歳代  あきらめるしかなかった、被害者なのに折れるしかなかった。  

 

問３０ あなたは、ここ１、２年の間で、インターネットを悪用した人権侵害事例を、見聞きしたことがありま
すか。次の中からいくつでもあげてください。  

男性  40 歳代  分からない 

男性  60 歳代  
韓国出身の有名人リストなど、事実かどうかも怪しいようなヘイト目的と思しき怪情

報  

女性  50 歳代  SNS をあまり使用しない 

女性  50 歳代  情報量が多いので真実が伝わらないのと TV のニュース特集とかのみにしている。  

女性  60 歳代  
いつまでも、同和問題について、騒がなくてもいいかと思う。どうして差別されるの

か、どんな事があってそうなったのか、そんな言葉すら、知らないと思います。  

 
問３１ あなたは、人権擁護機関としてどのようなものを知っていますか。次の中からいくつでもあげてくだ
さい。 

女性  18～ 20 歳代  わからない 

女性  18～ 20 歳代  よくわからない。  



95 

 

女性  30 歳代  なし 

女性  40 歳代  どこもあまり力にならない，機能していない気がする  

女性  60 歳代  わからない 

女性  70 歳以上  ? 

女性   全く知らない 

男性  40 歳代  わからない 

男性  50 歳代  聞いたことがない  

男性  60 歳代  わからない 

男性  60 歳代  本気で擁護してくれるところはないと思います。  

男性  70 歳以上  
①～⑥にかかわる人間の人権に対する理解が不充分であると思うので完全ではな

い。自分を含めて完全な人間はいないので。  

 

問３３ 人権問題には、女性、こども、高齢者、障がい者、同和問題 (部落差別 )、外国人、ＨＩＶ感染者、
ハンセン病患者、性的マイノリティ（性的少数者）、刑を終えて出所した人、犯罪被害者、インターネッ
トによる人権侵害等の問題がありますが、今後の人権教育・啓発のあり方について、あなたが重要だ
と考えるのは、どのようなことですか。次の中からいくつでもあげてください。  

男性  40 歳代  

新潟県より中学校の頃、移ってきました。中学生のころ、同和教育を受けました。

新潟では聞いたことがなく驚きました。逆にほかの方は知って悪ふざけをすることが

多く悪影響では？とこどものころ思いました。今高校性、大学生のこどもがいます

が、日本史をまじえて話をしました。取り方によっては悪影響となる教育はどうかと

思います。 

男性  60 歳代  問題がそれぞれで解決方法は違う  

男性  70 歳以上  権利を都合よく利用する人もいる。  

男性  70 歳以上  国が取り組むべきと思う  

男性  70 歳以上  
学校教育で人権（人は一人の人間として尊重されること）を徹底して教育するこ

と。 

女性  30 歳代  個人的な深いケア  

女性  30 歳代  

別の項目で入力させていただいた内容とも重複しますが、ヘイトスピーチやトランス

差別に至った経緯も考えるべきだと思います  

全員ではなくとも、事実として自称トランスの方による加害行為や海外の人の犯罪

を適切に処理しないなどの問題もありますので、そちらの対策をしないで差別をや

めろと言われても、それは犯罪被害者に対する人権侵害です  

女性  40 歳代  
性犯罪の厳罰化、性犯罪者の名前、顔写真の報道、GPS 埋め込みによる追跡、

データベース化  

女性  40 歳代  政府が国民の人権を大切にしていないので、なんとかしてほしい。  

女性  50 歳代  一人一人がもし自分がその人だったらと、考えられるようになること。  

女性  70 歳以上  戦争がなくならないと同じように人権侵害はなくならない。  

女性  70 歳以上  同和問題はそっとしておけば自然になくなる  

女性  60 歳代  
同和問題に限り全く知らなかったのに教育されることにより、かえってその問題を植

え付けられてしまうことも問題だと思う。  

その他  18～ 20 歳代  
差別をなくそう、ではなく区別（例、障害者と健常者等）していること自体がすでに

おかしいと思う。  
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Ⅲ 総括  

 

本調査の結果から、市民の人権意識の現状と、今後の教育・啓発活動における重要

な課題が見られたので、以下に主要な動向を総括する。 

 

1. 人権尊重の現状と認識の差（ジェンダー・ギャップ） 

 

全体として「人権が尊重されている」とする肯定的回答が「尊重されていない」を上回る

項目が多いものの、属性間での認識の差が顕著であった。 

特に女性の人権について、男性の 54.9％が「尊重されている」と回答しているのに対

し、女性は 28.2％に留まり、逆に「尊重されていない（35.1％）」という否定的回答が上回

った（問 3）。 

この傾向は障がい者の人権（男性肯定的 46.4％、女性肯定的 26.6％）においても同

様に見られ、当事者層や理解の深い層と、それ以外の層との間に意識の差が存在して

いる（問 9）。 

審議会からは、こうした男女間の意識の差の背景には、かつての家父長制の名残や、

こどもの頃からの『男らしく』『女らしく』といった無意識の思い込み（アンコンシャス・バイア

ス）が影響しているとの指摘がなされた。各種行事や家庭内での役割分担を含め、社会

のあらゆる分野におけるジェンダー平等教育の継続が望まれる。  

 

2. 日常生活における深刻な人権課題  

 

女性やこどもをめぐる課題は、依然として高い関心と深刻さを示している。 

女性に関しては、「結婚・出産などにより仕事を続けにくい社会環境（56.5％）」や「職

場における差別待遇（50.2％）」が上位に挙がり、構造的な課題が解消されていない（問

4）。 

こどもに関しては、「保護者による虐待（68.7％）」や「いじめ（60.4％）」が上位を占めて

おり、自由記述ではいじめを「犯罪行為」として厳格に捉えるべきとの切実な意見も寄せ

られている（問 6）。 

これに対し、審議会からは、教育現場の視点からの意見として「関係機関とより一層

積極的に連携しながら、問題の解消を図っていく必要性」が挙げられた。行政としても、

学校や各種支援機関が円滑に協力し合えるよう、地域社会全体でこどもたちを温かく見

守り、支えるネットワークづくりを後押ししていくことが望まれる。  

 

3. インターネット社会における新たな脅威  

 

デジタル環境の普及に伴い、人権侵害の形が変容している。 

ネットを悪用した侵害事例として、「著名人に対するもの（41.7％）」や「事件・事故の関

係者に対するもの（32.7％）」が上位となり、不特定多数による誹謗中傷が社会問題とし

て強く認識されている（問 30）。 

犯罪被害者等についても、54.5％が「ネット上での誹謗中傷や個人情報の書き込み」

を深刻な問題として挙げている（問 20）。 

こうした状況について、審議会においても、インターネットの普及に伴う権利侵害の急

増や、情報の削除を求める声の高まりが指摘された。併せて、従来型の「教育・啓発・広

報」や「相談・救済」といった活動のみでは、急速に変化するネット社会に対応しきれない

という課題も共有されている。今後は、ネット上における「差別の現実」を正しく理解でき

るよう教育・啓発活動を充実させるとともに、デジタル環境の特性に応じた手法の工夫な
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ど、実効性を高めていくことが望まれる。 

 

4. 同和問題と結婚に関する意識  

 

同和問題については、次世代への継承と意識の変容が見られる。 

こどもの結婚については、94.3％が何らかの形で容認する姿勢を示しており、意識の

柔軟化が進んでいる（問 24）。 

しかし、自分自身の結婚については「わからない（45.1％）」とする回答も多く、根強い

不安や戸惑いが残っている（問 22）。 

これらの「不安や戸惑い」の内実を自由記述回答から見ると、「親族からの反対や周

囲の好奇の目にさらされることへの心理的負担」や、「将来生まれてくるこどもが差別を受

けるのではないかという懸念」といった具体的な声が挙げられている。これに対し審議会

からは、表面的な容認姿勢が高まる一方で、依然として一定数の拒否層が解消されず

に残り続けている点に触れ、「依然として差別意識は根強い」との厳しい指摘がなされた。  

また、自由記述では「教育がかえって差別を意識させるのではないか」という懸念や、

逆差別という言葉を用いた意見も寄せられており、市民の一部に同和問題に対する忌

避感や認識の不足がいまだ存在している実態が伺える。 

こうした状況を踏まえ、単なる規範意識の提示にとどまらず、差別の現実と歴史的背

景を正しく理解し、不当な差別に立ち向かい乗り越えていける力を育むための教育・啓

発の充実が求められている。 

 

5. 相談支援体制の在り方  

 

人権侵害の経験がある市民は約 4 人に 1 人（24.6％）に達している（問 26）。 

被害を受けた際、4 分の 1 以上（25.5％）の人が「何もしなかった」と回答しており、相

談機関の周知や利用のしやすさに課題がある（問 28）。 

相談した結果、「気持ちが軽くなった（47.7％）」とする回答が最も多く、法的な解決に

加え、精神的な支えとなる窓口の充実が求められている（問 29）。 

 

結び 

 

審議会からは、社会全体の人権意識が年々高まり、差別意識に変容が見られる一方

で、新たな人権侵害が生じている現状を危惧する声が挙げられた。また、従来の風習や

慣習、固定観念に縛られることなく、個々の意識変革を促していくことが人権問題の解

決には不可欠であるとの指摘がなされた。 

今後の人権施策においては、回答者の約半数が重要だと考える「教育・啓発・広報

活動の推進」が引き続き軸となる。とりわけ、今回の調査における若年層の回答率の低さ

等を受け、審議会からは「学校・地域・企業における人権同和教育の形骸化や後退」を

危惧する声も寄せられている。このことを重く受け止め、時代に合わせた人権同和教育

の充実を図るとともに、属性による認識の差を埋めるきめ細やかなアプローチが必要であ

る。 

また、インターネット上の権利侵害への対策や、誰もがためらわずに相談できる支援体

制の構築を並行して進めることが、すべての市民の尊厳が守られる佐久市の実現に向

けた鍵となりうる。  
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Ⅳ 同和問題に関する知識・認識と「結婚観」のクロス集計  

同和問題（部落差別）をめぐる結婚への意識構造をより深く探るため、本人の結婚や

こどもの結婚に対する態度（問 22〜24）について、関連する法律・条例の「認知度（問

1）」、同和問題への「関心の有無（問 2）」、「解決認識（問 11）」、および「具体的問題の

認識（問 12）」の 4 つの視点からクロス集計を行った。 

単純集計では見えてこない、市民の知識や現実認識が結婚観にどのような影響を与

えているのかを分析する。 

 

1. 認知の有無による比較（問 22～24 × 問 1） 

 
1-1. 問 1 での「部落差別解消推進法」の選択の有無  

設問  回答項目  
見聞きした 

(認知層 ) 

見聞きしていない 

(非認知層 ) 

差  (認知  - 

非認知 ) 

問 22 (結婚

するか) 

結婚する 50.5% 47.6% +2.9pt 

結婚しない 2.7% 5.7% -3.0pt 

問 23 (反対

されたら) 

自分の意志を

貫く 
25.0% 18.5% +6.5pt 

反対があれば

しない 
10.9% 16.1% -5.2pt 

問 24 (こども

の結婚 ) 

こどもの意志を

尊重する 
75.9% 71.7% +4.2pt 

反対・拒否計

※ 
2.8% 4.2% -1.4pt 

※反対・拒否計：「反対があれば認めない」「絶対に認めない」の合計  

 

問 22（本人の結婚）について、「結婚する」と回答した割合は、認知あり層で 50.5%、な

し層で 47.6%と、認知している人の方がやや高い傾向が見られる。「結婚しない」は認知

あり層（2.7%）の方がなし層（5.7%）より低くなっている。 

問 23（反対時の対応）について、「自分の意志を貫く」と回答した割合は、認知あり層

で 25.0%、なし層で 18.5%と明確な差が見られる。一方で「反対があればしない」は認知あ

り層（10.9%）がなし層（16.1%）より低く、法の認知が主体的な行動意識と関連している可

能性がある。 

問 24（こどもの結婚）について、「こどもの意志を尊重する」は、認知あり層で 75.9%、な

し層で 71.7%と、認知している人の方が尊重意識が高い結果となった。 
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1-2. 問 1 での「佐久市部落差別撤廃と人権擁護に関する条例」の選択の有無  

設問  回答項目  
見聞きした 

(認知層 ) 

見聞きしていない 

(非認知層 ) 

差  (認知  - 非

認知 ) 

問 22 (結婚

するか) 

結婚する 55.6% 47.3% +8.3pt 

結婚しない 4.0% 4.6% -0.6pt 

問 23 (反対

されたら) 

自分の意志を

貫く 
31.3% 18.8% +12.5pt 

反対があれば

しない 
10.1% 14.9% -4.8pt 

問 24 (こども

の結婚 ) 

こどもの意志を

尊重する 
74.7% 73.1% +1.6pt 

反対・拒否計

※ 
2.0% 4.0% -2.0pt 

※反対・拒否計：「反対があれば認めない」「絶対に認めない」の合計  

 

問 22（本人の結婚）について、「結婚する」と回答した割合は、認知層で 55.6%と高く、

非認知層（47.3%）と 8 ポイント以上の差があることが分かる。身近な条例を知っている層

ほど、差別を理由に結婚を諦めない意識が強いと言える。 

問 23（反対時の対応）について、「自分の意志を貫く」は認知層で 31.3%と非常に高く、

非認知層（18.8%）を大きく上回っている。「反対があればしない」も認知層（10.1%）の方

が低く抑えられている。 

問 24（こどもの結婚）について、「こどもの意志を尊重する」は認知層（74.7%）と非認知

層（73.1%）で大きな差はなかったが、「反対があれば認めない」「絶対に認めない」といっ

た拒否反応は、認知層でさらに低くなる傾向があることが分かる。 

 

 

全体として、これらの法律や条例を「見聞きしたことがある」層（認知層）は、結婚に対

してより主体的かつ差別を容認しない態度をとる傾向が確認された。  

特に、「自分の意志を貫いて結婚する」（問 23）という強い意志表示において、認知の

有無による差が顕著である。人権に関する知識や法制度への理解が、差別的な慣習や

周囲の反対に立ち向かう意識の裏付けとなっている可能性がある。 

この結果は、法令や条例の周知啓発を進めることが、単なる知識の普及にとどまらず、

実際の行動変容や差別意識の解消に寄与すると考えられる。 
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2. 同和問題への関心と結婚意識（問 2 での「同和問題」の選択の有無） 

設問  回答項目  
関心あり 

(N=150) 

関心なし 

(N=406) 

差  (あり - な

し) 

問 22 (結婚す

るか) 

結婚する 57.3% 45.6% +11.7pt 

結婚しない 5.3% 4.2% +1.1pt 

問 23 (反対さ

れたら) 

自分の意志を貫く 21.3% 20.9% +0.4pt 

反対があればしな

い 
14.0% 14.0% ±0.0pt 

問 24 (こどもの

結婚 ) 

こどもの意志を尊

重する 
76.7% 72.2% +4.5pt 

反対・拒否計※ 4.0% 3.5% +0.5pt 

※反対・拒否計：「反対があれば認めない」「絶対に認めない」の合計  

 

同和問題への「関心あり」層は、自身が当事者となった場合（問 22）に「結婚する」と回

答する割合が 57.3%と高く、「関心なし」層（45.6%）を約 12 ポイント上回っており、関心を

持つことは、単なる知識としてだけでなく、差別を乗り越えようとする前向きな行動意欲に

つながっていると考えられる。 

こどもの結婚（問 24）についても、「関心あり」層は「意志を尊重する」割合が高く

（76.7%）、差別的な理由での反対を避ける傾向が見られる。 

問 23（反対されたら）については、関心の有無による大きな差は見られず、関心があっ

てもなくても、家族の反対に対しては「説得する」あるいは「諦める」という選択をする割合

は同程度であり、個人の知識量よりも家族関係や状況判断が優先される可能性がある。 

一方で、わずかながら「関心あり」層の方が「結婚しない」「絶対に認めない」などの否

定的な回答も多いケース（問 22、問 24 の拒否計）が見られる。これは、問題の難しさや

深刻さを深く理解しているがために、現実的な困難（差別被害への恐れなど）を想定して

慎重・拒否的になっている層も一部に含まれている可能性が推測される。 
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3. 同和問題への関心と結婚意識（問 22～24 × 問 11 同和問題は解消さ

れている社会だと思うか） 
 

3-1. 問 22（相手から同和地区出身と告げられた場合、結婚するか）  × 問 11 
問 11（解消されていると思うか） 結婚する 結婚しない わからない 無回答  合計  

そう思う 64.1％ 4.7％ 29.7％ 1.6％ 100.0％ 

どちらかといえばそう思う  52.5％ 4.3％ 42.6％ 0.6％ 100.0％ 

どちらともいえない 41.6％ 2.9％ 53.4％ 2.1％ 100.0％ 

どちらかといえばそう思わない 45.2％ 9.5％ 42.9％ 2.4％ 100.0％ 

そう思わない 51.3％ 10.3％ 35.9％ 2.6％ 100.0％ 

無回答  63.6％ 0.0％ 36.4％ 0.0％ 100.0％ 

 

「解消されている（そう思う・どちらかといえばそう思う）」層（楽観層）については、「結婚

する」と回答する割合が高く、「そう思う」では 64.1%、「どちらかといえば」では 52.5%であ

る。差別問題は既に解決済み（あるいは自分には関係ない）と考えているため、結婚に

際しても抵抗感が少ない可能性がある。 

「解消されていない（そう思わない・どちらかといえばそう思わない）」層（問題意識層）

については、「結婚する」の割合は「そう思わない」で 51.3%、「どちらかといえば」で 45.2%

と、楽観層に比べてやや低い傾向にある。 

一方で「結婚しない」と明確に回答する割合が、「そう思わない」層で 10.3%、「どちらか

といえば」で 9.5%と、楽観層（4%台）の約 2 倍となっている。現実の厳しさ（差別被害など）

を認識しているために、結婚に対して慎重・否定的になっている可能性がある。 

 

 

3-2. 問 23（家族・親戚に反対された場合の対応） × 問 11 
問 11（解消されていると

思うか） 

自分の意志

を貫く 

説得して結

婚する 

反対があれば

しない 
無回答  合計  

そう思う 23.4％ 65.6％ 10.9％ 0.0％ 100.0％ 

どちらかといえばそう思う  24.1％ 65.4％ 8.6％ 1.9％ 100.0％ 

どちらともいえない 14.7％ 65.1％ 17.2％ 2.9％ 100.0％ 

どちらかといえばそう思わ

ない 
19.0％ 57.1％ 14.3％ 9.5％ 100.0％ 

そう思わない 41.0％ 33.3％ 23.1％ 2.6％ 100.0％ 

無回答  36.4％ 45.5％ 9.1％ 9.1％ 100.0％ 

 

楽観層は、「説得して結婚する」が約 65%を占め、話し合いを通じて、家族の理解を得

られると考えている様子が見受けられる。 

問題意識層は、「自分の意志を貫いて結婚する」が 41.0%と非常に高く（全体平均は

約 20%）、差別は理不尽なものであり、家族の反対があっても屈しないという強い意志を

持っている層が存在する。同時に「反対があれば結婚しない」も 23.1%と高く、意見が二

極化している。 
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3-3. 問 24（こどもが結婚する場合の対応） × 問 11 
問 11（解消さ

れていると思う

か） 

こどもの意志

を尊重する 

反対するが

仕方がない 

反対があ

れば認めな

い 

絶対に認

めない 
無回答  合計  

そう思う 79.7％ 17.2％ 1.6％ 1.6％ 0.0％ 100.0％ 

どちらかといえ

ばそう思う 
80.2％ 15.4％ 3.1％ 0.0％ 1.2％ 100.0％ 

どちらともいえ

ない 
70.2％ 24.4％ 2.1％ 0.4％ 2.9％ 100.0％ 

どちらかといえ

ばそう思わない 
66.7％ 19.0％ 9.5％ 0.0％ 4.8％ 100.0％ 

そう思わない 66.7％ 25.6％ 2.6％ 5.1％ 0.0％ 100.0％ 

無回答  54.5％ 36.4％ 0.0％ 0.0％ 9.1％ 100.0％ 

 

楽観層は、「こどもの意志を尊重する」が約 80%と非常に高く、こだわりなくこどもの意

志を認める傾向が見られる。 

問題意識層は、「こどもの意志を尊重する」は 66.7%にとどまり、「反対するが仕方がな

い」が 25.6%（楽観層は約 15-17%）と高くなってる。また、「反対があれば認めない」（そう

思わない: 2.6%, どちらかといえば: 9.5%）や「絶対に認めない」（そう思わない: 5.1%）など、

否定的な回答をする割合も相対的に高い。親として、こどもが差別を受けることを心配し、

結婚に慎重になる心理が働いていると考えられる。 

 

 

以上を踏まえると、「同和問題は解消されている」と考える層は、結婚に対しても肯定

的で、差別を過去のものとして捉えている傾向がある一方、「解消されていない」と考える

層は、差別の現実を重く受け止めており、それが「強い意志で乗り越える（問 23）」行動

につながる場合と、「こどもを守るために慎重になる（問 24）」行動につながる場合の両面

が見られると言える。 

 

 

４. 認識している問題と結婚意識（問 22～24 × 問 12 同和問題で起きて

いると思う人権問題） 
 

4-1. 問 22（相手から同和地区出身と告げられた場合、結婚するか）  × 問 12 

問 12 で選択した項目  
結婚す

る 

結婚しな

い 

わからな

い 

無回

答  
合計  

「結婚について周囲が反対すること」 

(N=192) 
47.9％ 7.8％ 43.2％ 1.0％ 100.0％ 

「特にない」 (N=114) 54.4％ 2.6％ 41.2％ 1.8％ 100.0％ 

「わからない」 (N=137) 43.1％ 2.2％ 53.3％ 1.5％ 100.0％ 

 

4-2. 問 23（家族・親戚に反対された場合の対応） × 問 12 

問 12 で選択した項目  
自分の意志

を貫く 

説得して結婚

する 

反対があれば

しない 

無回

答  
合計  

「結婚について周囲が

反対すること」 
20.3％ 62.0％ 16.7％ 1.0％ 100.0％ 

「特にない」 24.6％ 63.2％ 8.8％ 3.5％ 100.0％ 

「わからない」 20.4％ 59.1％ 16.1％ 4.4％ 100.0％ 
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4-3. 問 24（こどもが結婚する場合の対応） × 問 12 

問 12 で選択し

た項目  

こどもの意志

を尊重する 

反対するが

仕方がない 

反対があれ

ば認めない 

絶対に認

めない 

無回

答  
合計  

「結婚について

周囲が反対する

こと」 

67.2％ 26.0％ 4.2％ 1.0％ 1.6％ 100.0％ 

「特にない」 78.1％ 15.8％ 2.6％ 0.9％ 2.6％ 100.0％ 

「わからない」 75.9％ 20.4％ 0.7％ 0.7％ 2.2％ 100.0％ 

 

〇「結婚について周囲が反対すること」を問題視している層 (N=192) 

この層は、結婚差別が現実に起きていると認識している層である。 

自身の結婚 (問 22)について、「結婚する」は 47.9%で、「結婚しない」が 7.8%と他グル

ープより高く、差別の現実を知っているがゆえに、トラブルを避けるために結婚を躊躇す

る層が一定数いると考えられる。 

また、反対への対応 (問 23)について、「反対があればしない」が 16.7%と、これも比較的

高くなってる。 

こどもの結婚 (問 24)について、「反対するが仕方がない」が 26.0%と最も高く、「こどもの

意志を尊重する」は 67.2%と 3 グループ中で最も低くなっている。 

差別問題を深刻に捉えている層ほど、理想（差別解消）と現実（結婚反対の壁）の板

挟みになり、自身やこどもを守るために慎重・消極的な判断を下す傾向が見られる。 

 

〇「特にない」と回答した層 (N=114) 

この層は、差別問題を身近に感じていない、または楽観視している層と考えられる。 

問 22・問 24 について、「結婚する」が 54.4%、「こどもの意志を尊重する」が 78.1%と、3

グループ中で最も高い肯定的な数値を示している。 

問 23 について、「反対があればしない」は 8.8%と低く、結婚に対する障害をあまり深刻

に想定していない可能性がある。 

問題意識が低い（楽観的な）層ほど、結婚に対して抵抗感が少なく、前向きな回答を

する傾向にあり、これは、当事者意識の希薄さの裏返しである可能性がある。 

 

〇「わからない」と回答した層  (N=137) 

この層は、知識不足や無関心である層であり、問 22 で「わからない」が 53.3%と過半数

を占めている。 

「こどもの意志を尊重する」（75.9%）などは比較的高く、「特にない」層に近い傾向だが、

自身の結婚については判断を避ける傾向が顕著である。 

 

 

以上を踏まえると、「結婚差別を問題だと認識している人ほど、実際の結婚には慎重

になる」という傾向が浮かび上がった。これは、差別が単なる「意識の問題」ではなく、結

婚生活を脅かす「現実のリスク」として認識されていると考えられる。啓発活動においては、

「差別は許されない」という規範を示すと同時に、結婚差別に直面した際の具体的な相

談先の周知など、リスクに対する不安を解消することが必要だと考えられる。 
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クロス集計結果の総括  
これまでの 4 つのクロス集計（問 1：法・条例認知、問 2：関心、問 11：解消認識、問

12：具体的問題認識）の結果を以下にまとめる。 

 

1. 知識と関心の効果  

「部落差別解消推進法」や「佐久市条例」を知っている層（問 1）、および同和問題に

「関心がある」層（問 2）は、結婚に対して肯定的であり、反対されても「自分の意志を貫

く」傾向が明確に高い。 

これは、人権啓発や法整備の周知が、単なる知識にとどまらず、「不当な差別には屈

しない」という当事者意識や自己決定権を育んでいると考えられる。特に身近な「佐久市

条例」の認知が、強い行動意欲と結びついていると言える。 

 

2. 「楽観」による肯定と、「懸念」による躊躇  

「同和問題は解消されている」（問 11）、「特に問題は起きていない」（問 12）と考える

層は、結婚に対して非常に肯定的（結婚する、意志を尊重する）である。これは差別意

識がないことの表れである一方、「現実に起きている差別の厳しさ（結婚反対など）を認

識していないため、安易に肯定できている」可能性がある。 

一方で、「解消されていない」（問 11）、「結婚反対が起きている」（問 12）と、差別の現

実を直視している層は、結婚に対して慎重・消極的になる（「結婚しない」「反対するが仕

方がない」が増える）傾向がある。 

また、「解消されていない」（問 11）と考える層の中で、対応が「意志を貫く：41.0%」と

「反対があればしない：23.1%」に二極化しており、問題の深刻さを知っているからこそ、覚

悟を決めて意志を貫くか、リスクを避けるかの難しい選択を迫られていると考えられる。 

 

3. 「無関心・知識不足」のリスク 

「わからない」（問 12）などの無関心層は、自身の結婚については判断を保留（「わから

ない」を選択）する傾向が強く、反対があれば諦める割合も高い傾向にある。確固たる指

針がないために、周囲の状況に流されやすい層であると考えられる。 

 

 

以上の分析結果を踏まえ、今後の人権施策におけるアプローチについて考察する。 

 

1.「楽観・無関心層」へのアプローチ（現実を知ってもらう）  

現在は「差別はない」と考えて肯定的な回答をしている層に対し、実際に結婚反対な

どの事象が起きている「現実」を伝える必要がある。ただし、単に不安を煽るのではなく、

それが不当なものであるという法的な裏付け（問 1 の効果）とセットで伝えることで、「知っ

た上で闘える」層へと移行させることが重要だと考えられる。 

 

2.「慎重・懸念層」へのアプローチ（安心を届ける）  

差別の現実を知っているがゆえに萎縮してしまっている層に対しては、「孤立させない」

支援が必要である。「条例」を知っている層が強い意志を持てているように、相談窓口の

周知や、支援体制の存在を具体的に示し、「反対されても、社会や法律はあなたの味方

である」というメッセージを強化することが、躊躇を勇気に変える鍵となりうる。 
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人権問題に関する市民意識調査のお願い 

令和 7 年９月 

佐久市長 栁田 清二 

 

 市民の皆様には、日頃から市政運営につきましてご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

 佐久市では、「佐久市部落差別撤廃と人権擁護に関する総合計画」に基づき、部落差別をはじめとしたあらゆる

差別の解消と、人権が尊重される社会の実現に向け、人権施策を推進してきました。 

本調査は、来年度予定している「人権に関する総合計画」の改訂にあたり、市民の皆様の人権についてのお考

えをお聞きするために実施するものです。 

今回、市内にお住いの 18 歳以上の方から 1,000 人を無作為に選ばせていただいたところ、あなた様に調査を

お願いすることになりました。 

 ご多忙のところ誠に恐縮ですが、是非ともご協力をお願いいたします。 

 

ご記入後は、同封の返信用封筒に入れて９月 30 日（火）までに、切手を貼らず、郵便ポストに投

函していただきますようお願いします。 

 

調査は無記名で、統計的に集計を行いますので、個人が特定されることはございません。 

ご安心の上、率直なご意見をお書きください。 

 

 

＜ご記入にあたってのお願い＞ 

 

１ 封筒の宛名に書かれたご本人様がお答えください。ただし、ご高齢、ご病気、障がいがあるなどの理由に

より、ご本人様がお答えになれない場合は、ご家族の方が代筆してお答えください。 

 

２ 「その他」に該当する場合は、（   ）のなかに具体的な内容をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

＜調査についてのお問い合わせ先＞ 

佐久市役所 人権同和課 人権同和係 

電話 ：０２６７－６２－３１３５（直通） 

  

Ⅴ 調査様式  
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＜インターネットによる回答のご案内＞ 

 

ご自宅のパソコンやスマートフォンから、インターネットを使って回答することができます。 

※インターネットで回答した方は、この調査票で回答する必要はありません。 

 

【手順】 

〇 スマートフォンから、右の QR コードを読み取ってください。 

(ID 入力画面、アンケート回答の入力画面に移ります) 

〇 パソコンから回答される方は、下記の URL からご回答ください。 

 

⇒ https://research.ukemo.jp/index.php?Id=48 

 

〇下記の「あなたの ID」「パスワード」を入力してください（半角数字で入力してください）。 

 

あなたの ID：   ■   

 

パスワード：      

 

〇 ID とパスワードを入力後、ログインをクリックすると 1 問目が表示されます。 

〇 回答後「次へ」ボタンをクリックすると次の設問に進みます。回答は自動で保存されます。 

 

【注意】 

● インターネットで回答した方は、この用紙(紙)で回答する必要はありません。 

● この ID 番号は、住民基本台帳やマイナンバーカードなどの番号とは一切関係ないものです。 

● なりすまし回答を防ぐため、他の人にあなたの ID を教えないでください。 

● インターネットによる回答は、１回のみです。 

 

恐れ入りますが、９月 30 日（火）までにご回答をお願いいたします。 
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「人権問題に関する市民意識調査」調査票 

Ⅰ．人権意識について 
問１．人権に関することばのうち、あなたが、見聞きしたことがあるものを、次の中からいくつでも 

あげてください。（該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① 世界人権宣言 

   ② 人権週間 

   ③ 人権教育・啓発に関する基本計画 

   ④ 部落差別解消推進法 

   ⑤ 佐久市部落差別撤廃と人権擁護に関する条例 

   ⑥ こども基本法 

   ⑦ 障害者差別解消法 

   ⑧ ヘイトスピーチ解消法 

   ⑨ 佐久市犯罪被害者等支援条例 

   ⑩ LGBT 理解増進法 

   ⑪ 長野県パートナーシップ届出制度 

   ⑫ 情報流通プラットフォーム対処法 

   ⑬ 見聞きしたものはない 

 

問２．人権に関することばのうち、あなたが、関心のあるものを、次の中からいくつでも 

あげてください。（該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① 女性の人権 

   ② こどもの人権 

   ③ 高齢者の人権 

   ④ 障がいのある人の人権 

   ⑤ 同和問題（部落差別） 

   ⑥ 外国人の人権 

   ⑦ ハンセン病患者（回復者）の人権 

   ⑧ エイズ患者及び HIV ウイルス感染者の人権 

   ⑨ 新型コロナウイルス感染症に関連した人権侵害 

   ⑩ 刑を終えて出所した人の人権 

   ⑪ 犯罪被害者等の人権 

   ⑫ インターネットによる人権侵害 

   ⑬ ホームレスの人権 

   ⑭ 性的指向（異性愛、同性愛、両性愛等）に関する人権侵害 

   ⑮ トランスジェンダー（身体的な性と心の性が一致しない人）の人権 

   ⑯ アイヌの人々の人権 

   ⑰ 北朝鮮当局による拉致問題その他人権侵害問題 

   ⑱ 人身取引（性的サービスや労働の強要等） 

   ⑲ その他（具体的に                         ） 

   ⑳ 特にない 

   ㉑ わからない 
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問３．あなたは、女性の人権が尊重されている社会だと思いますか。 

   （該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① そう思う          ② どちらかといえばそう思う 

   ③ どちらともいえない     ④ どちらかといえばそう思わない 

   ⑤ そう思わない 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４．あなたは、女性に関することがらで、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。 

次の中からいくつでもあげてください。（該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① 固定的な役割分担意識（「男は仕事、女は家庭」など） 

   ② 職場における差別待遇（採用、昇格、賃金など） 

   ③ セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ） 

   ④ マタニティ・ハラスメント（妊婦・出産した女性に対する嫌がらせ） 

   ⑤ 結婚・出産などにより女性が仕事を続けにくい社会環境 

   ⑥ 配偶者や交際相手への暴力 

   ⑦ 家庭や職場、地域などで女性の意見を尊重しないこと 

   ⑧ アダルトビデオやポルノ雑誌など、女性を性の対象物ととらえる社会風潮 

   ⑨ 性犯罪 

   ⑩ 売春・買春 

   ⑪ 特にない 

   ⑫ その他（具体的に                          ） 

   ⑬ わからない 

 

問５．あなたは、こどもの人権が尊重されている社会だと思いますか。 

   （該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① そう思う          ② どちらかといえばそう思う 

   ③ どちらともいえない     ④ どちらかといえばそう思わない 

   ⑤ そう思わない 

 

 

 

 

 

 

 

こどもの人権 

 こどもは、保護されるだけの存在ではなく、権利を持って意見を表明し、社会に参加する主体です。 

 「こどもの権利条約」や「こども基本法」では、こどもが一人の人間として尊重され、その最善の利

益が守られることがうたわれており、社会全体で成長を支えることが求められます。 

女性の人権 

 性別にかかわらず、すべての人が個性と能力を十分に発揮できる「ジェンダー平等」の実現は、社会全体

を豊かにします 。 

 「日本国憲法」や「世界人権宣言」では、男女の同権、平等が定められていますが、男女の役割を固定的

に捉える意識が社会に根強く残っており、家庭や職場において様々な課題が残されています。 
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問６．あなたは、こどもに関することがらで、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。 

次の中からいくつでもあげてください。（該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① 保護者によるこどもへの暴力や育児の放棄などの虐待 

   ② 大人がこどもの意見を聞かず自分の意見をこどもに強制すること 

   ③ 大人が「こどもだから」という理由で、こどものプライバシーを尊重しないこと 

   ④ こどもによる暴力、いじめ、無視などの仲間はずし 

   ⑤ インターネットを使ってのいじめ 

   ⑥ 教師などによる言葉の暴力や体罰 

   ⑦ 暴力や性などこどもにとって有害な情報の氾濫 

   ⑧ 特にない 

   ⑨ その他（具体的に                                 ） 

   ⑩ わからない 

 

 

問７．あなたは、高齢者の人権が尊重されている社会だと思いますか。 

   （該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① そう思う          ② どちらかといえばそう思う 

   ③ どちらともいえない     ④ どちらかといえばそう思わない 

   ⑤ そう思わない 

 

 

 

 

 

 

 

問８．あなたは、高齢者に関することがらで、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。 

次の中からいくつでもあげてください。（該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① 収入が少なく経済的に自立できないこと 

   ② 自分の能力を発揮する機会が少ないこと 

   ③ 高齢者の意見や行動を尊重しないこと 

   ④ 家族や介護者から身体的、心理的虐待があること 

   ⑤ 病院や福祉施設で不当な扱いや身体的、心理的虐待があること 

   ⑥ 高齢者を邪魔者扱いし、つまはじきにすること 

   ⑦ 詐欺や悪徳商法の被害が多いこと 

   ⑧ アパートなどの住宅への入居が困難なこと 

   ⑨ 特にない 

   ⑩ その他（具体的に                           ） 

   ⑪ わからない 

 

 

高齢者の人権 

 人生 100 年時代を迎え、高齢者は豊富な知識と経験を持つ社会の重要な一員です。 

 年齢を理由にその意欲や能力が制限されることなく、健康で生きがいを持ち、社会の一員として尊重され

ながら安心して暮らせる社会の実現が望まれます。 
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問９．あなたは、障がいのある人の人権が尊重されている社会だと思いますか。 

   （該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① そう思う          ② どちらかといえばそう思う 

   ③ どちらともいえない     ④ どちらかといえばそう思わない 

   ⑤ そう思わない 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０．あなたは、障がいのある人に関することがらで、現在、どのような人権問題が起きていると 

思いますか。次の中からいくつでもあげてください。（該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① 結婚について周囲が反対すること 

   ② 収入が少なく経済的に自立できないこと 

   ③ 就職や仕事の内容、待遇で不利な取り扱いをすること 

   ④ 障がいのある人だからという理由で、意見や行動を尊重しないこと 

   ⑤ 交通機関等がバリアフリーになっておらず、自由な行動が妨げられること 

   ⑥ 病院や福祉施設で不当な扱いや虐待があること 

   ⑦ アパートなどの住宅への入居が困難なこと 

   ⑧ じろじろと見たり、避けたりすること 

   ⑨ 特にない 

   ⑩ その他（具体的に                         ） 

   ⑪ わからない 

 

 

問１１．あなたは、同和問題（部落差別）が解消されている社会だと思いますか。 

   （該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① そう思う          ② どちらかといえばそう思う 

   ③ どちらともいえない     ④ どちらかといえばそう思わない 

   ⑤ そう思わない 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がいのある人の人権 

 障がいのある人もない人も、等しく基本的人権を持つ大切な個人です。 

 「障害者差別解消法」では、その尊厳が尊重され、差別のない社会を目指すことがうたわれています。 

 不当な差別や偏見をなくすとともに、一人ひとりに必要な配慮（合理的配慮）が行き届く、誰もが暮らし

やすい社会の実現が求められます。 

同和問題（部落差別） 

 同和問題（部落差別）とは、日本の歴史的過程で形作られた身分制度に由来し、特定の地域の出身であ

ることなどを理由とした不当な差別のことです 。 

 「部落差別解消推進法」では、部落差別は許されないものであり、差別のない社会を実現することが責

務であると定められています。 
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問１２．あなたは、同和問題（部落差別）に関することがらで、現在、どのような人権問題が 

 起きていると思いますか。次の中からいくつでもあげてください。 

（該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① 結婚問題で周囲が反対すること 

   ② 就職・職場で不利な扱いをすること 

   ③ 身元を調査すること 

   ④ 差別的な言動をすること 

   ⑤ インターネットを利用して差別的な情報を掲載すること 

   ⑥ 差別的な落書きをすること 

   ⑦ 特にない 

   ⑧ その他（具体的に                                ） 

   ⑨ わからない 

 

 

問１３．あなたは、外国人の人権が尊重されている社会だと思いますか。 

（該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① そう思う          ② どちらかといえばそう思う 

   ③ どちらともいえない     ④ どちらかといえばそう思わない 

   ⑤ そう思わない 

 

 

 

 

 

 

問１４．あなたは、外国人に関することがらで、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。 

次の中からいくつでもあげてください。（該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① 地域社会での受け入れが十分でないこと 

   ② アパートなどの住宅への入居が困難なこと 

   ③ 保健、医療、防災、教育などの生活に必要な情報が十分手に入らないこと 

   ④ 就職や仕事の内容、待遇で不利な取扱いをすること 

   ⑤ 学校の受験資格の取扱いや、受入れ体制が十分でないこと 

   ⑥ 文化・スポーツ施設、ショッピング施設、役所、病院などで 

     外国語表記がなく、十分なサービスが受けられないこと 

   ⑦ 難しい日本語表記や難しい漢字にルビが振っていないこと 

   ⑧ ヘイトスピーチなど特定の国籍の外国人を排斥する趣旨の言動を行うこと 

   ⑨ 特にない 

   ⑩ その他（具体的に                                ） 

   ⑪ わからない 

 

 

外国人の人権 

 日本に在住する外国人の増加に伴い、外国人と日本人がともに地域に暮らす住民として、互いの

文化や生活習慣を認め、尊重し共存できる多文化共生社会を実現する必要性が高まっています。 
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問１５．あなたは、ハンセン病患者（回復者）の人権が尊重されている社会だと思いますか。 

   （該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① そう思う          ② どちらかといえばそう思う 

   ③ どちらともいえない     ④ どちらかといえばそう思わない 

   ⑤ そう思わない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１６．あなたは、ハンセン病患者（回復者）に関することがらで、現在、どのような人権問題が 

起きていると思いますか。次の中からいくつでもあげてください。 

（該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① じろじろと見たり避けたりすること 

   ② 就職や職場で不利な取扱いをすること 

   ③ 医療機関で治療や入院を断ること 

   ④ ハンセン病療養所の外で自立した生活を営むのが困難なこと 

   ⑤ 偏見により差別的な言動をとること 

   ⑥ アパートなどの住宅への入居が困難なこと 

   ⑦ 旅館、ホテル等において、不当な扱いをすること 

   ⑧ 怖い病気といった誤解があること 

   ⑨ 特にない 

   ⑩ その他（具体的に                                ） 

   ⑪ わからない 

 

 

問１７．あなたは、性的マイノリティ（性的少数者）の人権が尊重されている社会だと思いますか。 

   （該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① そう思う          ② どちらかといえばそう思う 

   ③ どちらともいえない     ④ どちらかといえばそう思わない 

   ⑤ そう思わない 

 

 

 

 

 

 

性的マイノリティ（性的少数者）の人権 

 人の性のあり方は、好きになる相手の性（性的指向）や自分自身の性の認識（性自認）など、多様です。 

 すべての人が、自らの性のあり方にかかわらず、一人の人間として尊重され、安心して自分らしく生きら

れる社会を築いていくことが望まれます。 

ハンセン病患者（回復者）の人権 

 ハンセン病は、らい菌による感染症ですが、らい菌の病原性は弱く、感染しても発病する可能性は極めて

低い上、現在では有効な治療薬が存在しており、早期に発見し適切な治療を行えば、後遺症が残ることもあ

りません。 

 しかし、かつて国でとられた強制隔離政策により、ハンセン病は恐ろしいというイメージが助長され、ハ

ンセン病患者・元患者やその家族は、社会からのいわれのない偏見や差別の対象となってきました。 
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問１８．あなたは、性的マイノリティ（性的少数者）に関することがらで、現在、どのような人権問題が 

起きていると思いますか。次の中からいくつでもあげてください。 

（該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① 職場や学校において嫌がらせをすること 

   ② 差別的な言動をとること 

   ③ 就職や職場で不利な取扱いをすること 

   ④ アパートなどの住宅への入居が困難なこと 

   ⑤ 旅館、ホテル等において、不当な扱いをすること 

   ⑥ 店舗等への入店や施設利用について、不当な扱いをすること 

   ⑦ じろじろ見たり、避けたりすること 

   ⑧ 性的マイノリティ（性的少数者）に対する理解が足りないこと 

   ⑨ 特にない 

   ⑩ その他（具体的に                                ） 

   ⑪ わからない 

 

問１９．あなたは、犯罪被害者等の人権が尊重されている社会だと思いますか。 

   （該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① そう思う          ② どちらかといえばそう思う 

   ③ どちらともいえない     ④ どちらかといえばそう思わない 

   ⑤ そう思わない 

 

 

 

 

 

 

 

問２０．あなたは、犯罪被害者等に関することがらで、現在、どのような人権問題が起きていると 

思いますか。次の中からいくつでもあげてください。（該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① 捜査や裁判における精神的・時間的負担 

   ② 捜査・公判・行政手続きの過程、医療、福祉等の場での配慮に欠ける対応 

   ③ 家族、親戚、友人など身近な人の理解を欠く言動 

   ④ 周囲のうわさ話や興味本位の質問 

   ⑤ マスメディアやインターネット上での情報発信によるプライバシーの侵害 

   ⑥ インターネット上での誹謗中傷、個人情報の書き込みなど 

   ⑦ 医療費の負担や生計者の死亡・失職などによる経済的困窮 

   ⑧ 過去の犯罪被害に関する情報の拡散 

   ⑨ 加害者が同じ犯罪被害者等へ再度加害行動を起こすこと 

   ⑩ 特にない 

   ⑪ その他（具体的に                                ） 

   ⑫ わからない 

犯罪被害者等の人権 

 「犯罪被害者等基本法」や「佐久市犯罪被害者等支援条例」では、犯罪被害者等の個人の尊厳が重んじら

れ、その尊厳にふさわしい処遇を保障することが定められています。被害にあわれた方々が必要な支援を受

け、再び平穏な生活を営めるよう、社会全体で支えていくことが重要です。 
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Ⅱ結婚について 

問２１．結婚は、二人の合意により成立することになっています。 

しかし、現実には、いろいろな理由で、家族やまわりの人たちが反対することがあります。 

このことについて、あなたは、どのように思いますか。（該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① 当人同士の合意があればよい。まわりの意見に左右されるべきでない 

   ② 家族やまわりの人の意見も無視できないが、どちらかといえば、当人同士の合意が、 

     より尊重されるべきである 

   ③ 当人同士の合意も無視できないが、どちらかといえば、家族やまわりの人の意見が、 

     より尊重されるべきである 

   ④ 家族やまわりの人の意見が、尊重されるべきである 

   ⑤ その他（具体的に                            ） 

 

 

（次の問いは、すでに結婚されている方も、未婚だと仮定してお答えください。） 

問２２．結婚しようと考えていた相手の方から、自分は同和地区（被差別部落）の出身であると告げられました。 

あなたはその方と結婚しますか。（該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① 結婚する 

   ② 結婚しない（理由                       ） 

   ③ わからない 

 

 

問２３．仮にあなたが、同和地区（被差別部落）出身の方と結婚しようとするとき、家族や親戚から反対を 

されたら、あなたはどうしますか。つぎの中から、あなたのお考えに最も近いものをお選びください。 

（該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① 自分の意志を貫いて結婚する 

   ② 家族や親戚の説得に全力を傾けた後、自分の意志を貫いて結婚する 

   ③ 家族や親戚の反対があれば、結婚しない 

 

 

（次の問いは、お子さんが既に結婚されていたり、現在お子さんがいない方も、あなたのお子さんが、 

これから結婚すると仮定してお答えください。） 

問２４．仮にあなたのお子さんが、同和地区（被差別部落）出身の方と結婚しようとするとき、 

    あなたはどうしますか。つぎの中から、あなたのお考えに最も近いものをお選びください。 

    （該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① こどもの意志を尊重する。相手の方が同和地区出身であることは結婚に関係ない 

   ② こどもの意志を尊重する。親が口出しすべきことではない 

   ③ 親として反対するが、こどもの意志が強ければしかたがない 

   ④ 家族や親戚の反対があれば、結婚を認めない 

   ⑤ 絶対に結婚を認めない 
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Ⅲ．人権侵害について 

問２５．ここ 5 年間、あなたの身の回りで、人権が侵害されるようなことは、少なくなってきたと思いますか。

それとも多くなってきたと思いますか。（該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① 少なくなってきた 

   ② あまり変わらない 

   ③ 多くなってきた 

   ④ わからない 

 

問２６．あなたは、今までに、ご自身の人権が侵害されたと思ったことがありますか。 

    （該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① ある →  問２７，２８，２９，３０へ 

   ② ない →  問３０（次のページ）へ 

 

問２７．（問２６で「① ある」とお答えの方にお尋ねします） 

それは、どのような人権侵害ですか。差し支えなければお聞かせください。 

次の中からいくつでもあげてください。（該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口     ② プライバシーの侵害 

   ③ 名誉・信用のき損、侮辱          ④ 人種・信条・性別・社会的身分などによる 

                            差別待遇 

   ⑤ 悪臭・騒音等の公害            ⑥ 警察官などの公務員からの不当な取扱い 

   ⑦ 暴力、脅迫、強要             ⑧ 使用者による労働強制等の不当な待遇 

   ⑨ セクシュアル・ハラスメント        ⑩ マタニティ・ハラスメント 

    （性的嫌がらせ）              （妊婦・出産した女性に対する嫌がらせ） 

   ⑪ 特定の人に執拗につきまとわれる      ⑫ 地域社会での嫌がらせ 

   ⑬ 犯罪、不法行為のぬれぎぬ         ⑭ 社会福祉施設での不当な取扱い 

   ⑮ 住居の安全に関するもの          ⑯ なんとなく 

   ⑰ その他（          ）      ⑱ 答えたくない 

 

問２８．（問２６で「① ある」とお答えの方にお尋ねします） 

そのとき、だれかに相談しましたか。次の中からいくつでもあげてください。 

（該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① 友人                  ② 同僚、上司 

   ③ 両親、兄弟、姉妹、こども、親戚     ④ 自分で処理（解決）した 

   ⑤ 警察                  ⑥ 弁護士 

   ⑦ 市                   ⑧ 県 

   ⑨ 法務局                 ⑩ 人権相談所 

   ⑪ 人権擁護委員              ⑫ 民間運動団体 

   ⑬ その他（           ）    ⑭ 何もしなかった 

   ⑮ 忘れた 
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問２９．（問２８でどなたかに相談された方にお尋ねします） 

相談をした結果はどうでしたか。（該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① 解決した 

   ② 十分ではないが解消した 

   ③ 気持ちが軽くなった 

   ④ 変わらなかった 

   ⑤ 悪化した 

   ⑥ その他（具体的に                        ） 

 

 

（全員の方にお尋ねします） 

問３０．あなたは、ここ 1，2 年の間でインターネットを悪用した人権侵害事例を、見聞きしたことが 

ありますか。次の中からいくつでもあげてください。（該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① 同和地区（被差別部落）出身者に対するもの 

   ② 障がい者に対するもの 

   ③ 外国人に対するもの（ヘイトスピーチ） 

   ④ 女性に対するもの 

   ⑤ ハンセン病感染者（回復者）・エイズ患者及び HIV ウイルス感染者に対するもの 

   ⑥ 性的マイノリティ（性的少数者）に対するもの 

   ⑦ 事件、事故の関係者に対するもの 

   ⑧ 自分や、自分の友人・知人間で行われたもの 

   ⑨ 著名人に対するもの 

   ⑩ 人権侵害事例を見たことがない 

   ⑪ インターネットを利用したことがない 

   ⑫ その他（具体的に                          ） 

 

 

Ⅳ．人権擁護機関の周知度について 

問３１．あなたは、人権擁護機関としてどのようなものを知っていますか。 

次の中からいくつでもあげてください。（該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① 警察 

   ② 弁護士 

   ③ 法務局 

   ④ 市 

   ⑤ 人権擁護委員 

   ⑥ 県 

   ⑦ その他（                                 ） 
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Ⅴ．人権問題への関わり 

問３２．あなたは、人権問題に関する次のようなことに、参加したり、見たり、読んだり、家族で 

話し合った経験がありますか。次の中からいくつでもあげてください。 

（該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① 講演会・研修会         ② 人権フェスティバルなどのイベント 

   ③ 啓発冊子・パンフレット     ④ 市の広報誌 

   ⑤ 書籍・雑誌           ⑥ 新聞 

   ⑦ ラジオ・テレビ         ⑧ 映画・ビデオ 

   ⑨ インターネット         ⑩ 掲示物（ポスター、看板等） 

   ⑪ 家族と話し合ったことがある 

 

 

問３３．人権問題には、女性、こども、高齢者、障がい者、同和問題（部落差別）、外国人、ＨＩＶ感染者、 

ハンセン病患者、性的マイノリティ（性的少数者）、刑を終えて出所した人、犯罪被害者、 

インターネットによる人権侵害などの問題がありますが、人権問題を解決するために、あなたが 

重要だと考えるのは、どのようなことですか。 

次の中からいくつでもあげてください。（該当する番号に〇印をお付けください） 

   ① 人権問題に関する教育・啓発・広報活動を推進する 

   ② 人権問題に関する相談のための機関・施設を充実する 

   ③ 人権が侵害された被害者の救済を充実する 

   ④ 人権問題に関する情報の収集及び提供を充実する 

   ⑤ 差別を禁止するために法律の整備をする 

   ⑥ インターネット上の人権を侵害する情報を削除する 

   ⑦ 企業が人権尊重の取組を推進する 

   ⑧ そっとしておけば差別は自然になくなる 

   ⑨ どのようにしても人権侵害はなくならない 

   ⑩ その他（具体的に                              ） 

   ⑪ わからない 

 

 

＜ご協力ありがとうございました＞ 

これからお聞きする事柄は、結果をまとめるうえで必要となる事項です。 

お手数ですが、次ページの 3 項目のご回答もよろしくお願いいたします。 

 

 

次のページへお進みください 
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最後に、統計分析のため、あなたご自身のことについて 3 点お聞かせください。 

（該当する番号に〇印をお付けください） 

 

Ｆ１ あなたの性別  ① 男性   ② 女性   ③ その他※ 

※「③その他」とは、性的マイノリティ（性的少数者）を考慮した選択肢です。 

戸籍上の区分とは別に、ご自身の主観により選んでください。 

 

Ｆ２ あなたの年代  ① 18～20 歳代       ② 30 歳代 

           ③ 40 歳代         ④ 50 歳代 

           ⑤ 60 歳代         ⑥ 70 歳以上 

 

Ｆ３ あなたの職業  まずＡ～Ｄの職業を選んでいただき、その行の業種番号に〇をつけてください。 

Ａ 自営業者    ① 農林漁業   ② 商工・建設・サービス業     ③ 自由業 

Ｂ 家族従業者   ① 農林漁業   ② 商工・建設・サービス業     ③ 自由業 

Ｃ 雇用人     ① 管理職    ② 専門技術職   ③ 事務職   ④ 労務職 

Ｄ 無職      ① 家事従事者  ② 学生      ③ その他の無職 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後までご回答ありがとうございました。 

 

例：会社勤めをしていて、主に事務を担当している方 

 

Ｃ 雇用人    ① 管理職   ② 専門技術職   ③ 事務職   ④ 労務職 
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